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　　アシュラフ・アル・ザイーディ







　彼を初めて見たのは、モロッコにあるホテルだった。

　ロビーに立つ俺のすぐそばを、彼は歩き抜ぬけていった。

　たった一いつ瞬しゆんで目に焼き付いた、あまりにも美しい横顔。

　ふわ、と残って俺の鼻び孔こうをくすぐった彼のコロンは、レモンとグリーン、そして咲さいたばかりの白い花の香かおり。

　俺の心臓が、ドクン、と大きく高鳴った。

　彼は、俺にしなやかな後ろ姿を見せて、そのまま歩き去ろうとしている。

　……もしも今、彼を行かせてしまったら、もう二度と会えないかもしれない……。

「君、ちょっと！」

　俺は、彼の後ろ姿に向かって思わず声をかける。

　彼はふと立ち止まり、ゆっくりと優ゆう雅がな動作で振ふり返る。

　手のひらに包み込めそうに小さな顔。最高級の磁じ器きのように白い肌はだ。

　高貴な感じに細く通った鼻び梁りよう。

　厳しく引き締しめられてはいるけれど、とても美しい形をしたバラ色のその唇くちびる。

　美しい眉まゆ、長い長い睫まつ毛げ、その下から見つめてくる宝石のように美しい漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　その美び貌ぼうを必死で隠かくそうとするかのような、無愛想なイメージの縁ふちなしの眼め鏡がねをかけている。

　だが、彼の煌きらめく虹にじ色いろのオーラを、そんなものが隠せるわけがなく……。

　……ああ、なんて美しい人なんだろう……。

　彼の瞳はとても澄すんでいたが、なぜか凍こおり付きそうに冷たい光を浮うかべていた。

「何か、御ご用ようでしょうか？」

　美しい唇から漏もれたのは、その視線に見合った完かん璧ぺきに無感情な声。だがそれはオアシスを吹ふき抜ける風のように涼すずやかで、高い教養を感じさせる、完璧な発音の英語で……。

「あ、いや、その……」

　俺は一人で赤くなり、柄がらにもなく動どう揺ようする。そしていつもの軽い口説き文句の一つすら出なくなり、思ったことをそのまま言葉にしてしまう。

「君は美しい。君は俺の運命の人だと思う。俺のものになって欲し……」

　俺の言葉が終わる前に、彼は軽けい蔑べつすら浮かべない完璧な無表情で、踵きびすを返した。

「待ってくれ！　せめて名前を……！」

　追いすがり、彼の二の腕うでを摑つかむ。

　フワリとした手て触ざわりの綿シャツの下、想像したよりさらに華きや奢しやだったその腕の感かん触しよくにドキリとする。

　彼は、その美しい瞳にキラリと怒いかりの色をひらめかせる。

　彼の手が上がり、ビシ、と容よう赦しやなく俺の手をはらいのけた。

「あなたのような失礼な人に、名乗る必要性を感じません」

　睨にらみあげてくる彼の瞳は、誇ほこり高く、冷れい淡たんで……。

　俺は、世界に名だたる気高い一族の血を引き、世界一とも言われる財力を持ち、さらに見る人々を威い圧あつする容姿を持って生まれてきた。

　そして人々からは、ほとんど崇すう拝はいされるようにして扱あつかわれてきた。

　……その俺に、こんな目のできる人間がいたなんて……。

「君とは縁えんがあるような気がする。また会えたら、その時は君の名前を知ることができる？」

　彼は俺を見つめ、無感情な声で言う。

「私とあなたに、縁があるとは思えません」

　そして踵を返し、もう振り返ることもせず、ロビーを歩き去ってしまった。

　その冷淡な後ろ姿は、まるで強大な王国の女王であるかのように、気高く、美しく……。

　俺は……初対面のその彼に、本気で恋こいをした。

　そしてその日から、俺の苦しみは始まったんだ。





　　小こ林ばやし優ゆう悧り







　……この想おもいが、叶かなうことなどない。

　……最初から、ずっと解わかっていたはずじゃないか。

　ホテルの部屋に戻もどった私は、ため息をつく。

　モバイル・コンピュータを開き、インターネットに接続する。

　マウスを動かす手を止めて……深呼吸をする。

　……今日は金曜日だ。来ているだろうか？

　いっそ来て欲しくない気すらする。でも来なかったら、きっと……。

　鼓こ動どうが速くなるのを感じて、私は眉を顰ひそめる。

　……私は、本当にダメな男だ。

　私は小林優悧。二十五歳。イタリア系企き業ぎようバスティス・グループの現社長、ジャンニ・バスティス氏の専属秘書をしている。日本の大学を卒業し、バスティス・グループイタリア本社の海外事業部に入社したが、ある理由があって日本支社の秘書室に異動願いを出した。

　その理由は……。

　私はマウスを動かして、メールボックスを開く。

　社長秘書という仕事柄、メールの数は多い。

　今朝、メールボックスをチェックしてからまだ十四時間しか経たっていないというのに、すでに二十通ものメールが届いていた。

　日本支社秘書室からの業務報告、本社からの確かく認にんメール。

　何を血迷ったのか、男性社員が私宛あてに口説き文句を送ってくることもあるが、それは秘書室のコンピュータに自動的に転送され、すぐに削さく除じよされることになっている。

　……そして。

　メールの最後にあったサルヴァトーレ・バスティスという差出人の名前を確認し、深いため息をつく。

　……あった。

　到とう着ちやく時刻を見ると、ほんの五分前に来たメールだ。

　……ほんの五分前、遠い場所で、彼は私と同じようにコンピュータの前に座っていた。

　私の胸が、切なく痛む。

　……ああ、こんな気持ちは許されないことなのに。

　私はマウスを操作して、そのメールを開く。

『ミスター・ユウリ・コバヤシ

　日本支社の秘書室から連れん絡らくがあった。

　ジャンニと一いつ緒しよにモロッコに行っているそうだね。

　仕事ははかどったかな？

　君は根を詰つめるタイプだから無理をしないように。

　仕事は適当に切り上げて観光でもした方がいいよ。

　今週もお疲つかれさま。

　ジャンニによろしく。

　サルヴァトーレ・バスティス』

　イタリア語で書かれたそのメールは短く、しかしあたたかさに満ちていて、私の心を痛ませる。

　……家族思いの彼が、息むす子このジャンニ社長を心配しているだけなのは解っている。

　……私にメールをくれるのは、ジャンニ社長の様子をさりげなく報告して欲しいからだ。

　……なのに……。

　私はモニターを見つめながら、なぜか泣いてしまいそうになる。

　……彼からのメールが、こんなにも嬉うれしいなんて……。

　そう。私は、現社長、ジャンニ・バスティス氏の父親、前社長のサルヴァトーレ・バスティス氏に……恋をしていたのだ。

　私はメールの『新規作成』をクリックし、彼宛のメールを書き始める。

『ミスター・サルヴァトーレ・バスティス

　メールを読ませていただきました、秘書室のユウリ・コバヤシです。

　バスティス社長と私は、モロッコにある『ジュエル・オブ・マラケッシュ』に滞たい在ざいしております。

　バスティス社長はお元気で、仕事の方も順調です。

　仕事が一段落されたら、そのままモロッコでの休きゆう暇かに入られることと思います。

　メールがありましたこと、社長にお伝えしておきます。

　よい週末をお過ごしください。

　バスティス・グループ　日本支社　秘書室　ユウリ・コバヤシ』

　少し迷ってから件名に『業務報告』とだけ書く。

　それから、何度も文面を読み返し、それから息を詰めるようにしてそのメールを送信する。

　本当は、ジャンニ社長は仕事ではなく、恋人の幸こう次じさんと一緒にバカンスを過ごすためにこのホテルに来ている。

　そして今日、ジャンニ社長が仕事に行ってしまったことで拗すねた幸次さんが、世話係を任命された私から逃にげるようにして、ホテルを抜ぬけ出してスークに行ってしまうという事件があった。

　とても可愛かわいいと思っている幸次さんが初めての国で行ゆく方え不明になったことで、私は死んでしまいそうなほどに心配した。

　そして、幸次さんが自分を嫌きらっているのだと思い、実はとても傷ついた。

　私はホテルから電動カートを借り、迷路のような複雑な小道を何度も往復して、ホテル内で迷っているかもしれない幸次さんの姿を捜さがしていた。

　スークには道をよく知るたくさんのＳＰが送り込まれ、しかし彼らからは幸次さんの姿が見つからないとの連絡が入っていて……どうしても落ち着かない私は、ロビーと宿しゆく泊はくコテージを往復していたのだ。

　幸次さんは無事にホテルに戻り、私を嫌っているわけではないと解って、事件は一段落したのだが、私の心にはまだ動どう揺ようが残っている。

　サルヴァトーレ氏に心配をかけることはできないので、もちろんバスティス社長の恋人のことも、今日起こった事件のことも、メールには書けない。

　……だが、もしも私にもう少しでも勇気があれば、せめて一言『今日はとても疲れました』と書けただろうか？

　親しげに私の近きん況きようを聞いてくれる彼のメールに対して、私は自分の近況を一言も返信したことがない。いつでもジャンニ社長のことだけを書く。

　一言でも自分のことを書けば、この気持ちが溢あふれてしまいそうで怖こわかった。

　……彼と結ばれることなど絶対にない。

　……それどころか、彼に告白することすら絶対にできないと、解っているのに。

　気楽に返信を書けないことが、自分の弱さと未練を表しているようで、情けなくなる。

　……私は、なんて弱い人間なんだろう。

　ふと、ロビーで話しかけてきた男のことが脳のう裏りをよぎる。

　幸次さんを捜して行ったロビーで、あの男はいきなり話しかけてきた。

　……どうしたら、あんなふうに、ストレートな言葉が口にできるんだろう？

　振ふり返った時には一いつ瞬しゆん驚おどろいてしまったほど、彼は美しい容姿をしていた。

　すらりと背が高く、完かん璧ぺきに鍛きたえられた引き締しまった身体からだをしていた。

　モデルのようなその体型を包んでいたのは、いかにも高価そうなダークスーツ。

　ロビーを吹ふき抜けた、砂さ漠ばくからの風に揺ゆれた艶つやのある黒くろ髪かみ。

　誇ほこり高そうな凜り々りしい眉まゆと、スッと通った鼻筋。

　男っぽい、形のいい唇くちびる。

　そしてセクシーな長い睫まつ毛げの下の、宝石のように澄すんだ黒い瞳ひとみ。

　その瞳の中には、まるで肉にく食しよく獣じゆうのような獰どう猛もうさと、限りない気高さと……そしてまるで、何かを渇かつ望ぼうする少年のような光が煌きらめいていた。

　彼の容姿の美しさにも驚いたが、私を立ち止まらせたのは彼のその瞳の煌めきだった。

　幸次さんへの心配で頭がいっぱいだったはずの私が、一瞬だけすべてを忘れた。

　会社ではクールな秘書という仮面を被かぶり、一人になれば許されない恋こいに身を焼き……本当の自分を見失った私は、きっと光のない、とても暗い目をしているはず。

　彼の真っ直すぐな視線と、その瞳の煌めきは……私にはとても眩まばゆかった。

　どこか……腹立たしいほどに。

　彼の周りには、まるで王のような不思議なオーラが取り巻いていて……彼は、ただ者ではない、と私は直感的に思った。

　多た忙ぼうな社長のお供で世界中を飛び回る私は、出会う人の人数も半はん端ぱではない。私は頭をフル回転させて相手の名前を検けん索さくし……しかし初対面だと判断する。

　彼のような男、一度会ったことがあれば、絶対に忘れなかっただろうから。

　私は彼を見つめて、言葉を待った。

　そして彼の唇から出た、芸のないナンパな口説き文句に、深い怒いかりを覚えた。

　……ただの遊び人が、ナンパしてきただけじゃないか！

　私は自分の直感に失望し、彼を手ひどく退けた。

　……何が、運命の人、だ。私には、運命の人など、きっとどこにもいない……。

　それでも私は、サルヴァトーレ氏からのメールを、大切にＣＤ─ＲＯＭに保存してしまう。

　そしてまるで秘密の気持ちを隠かくすかのように、コンピュータからそのメールを削さく除じよする。

　……本当は会社を辞やめ、彼のことを忘れるつもりだった。しかし……。

　私は目を閉じて椅い子すの背に背中を預け、悲しいため息をつく。

　私は、前社長、サルヴァトーレ・バスティス氏の退任の日を鮮あざやかに思い出す。




　　　　＊




　私は完璧な無表情を保ちながら、そっと拳こぶしを握にぎりしめる。

　……毎朝彼の顔を見ること、そして仕事を全力でこなして彼の役に立てていると思うことが……私の幸せのすべてだった。

　……なのに……彼は今日限りで私の前から姿を消してしまう……。

　思うだけで、心の中に凍こおりそうな風が吹き抜ける。

　私は、イタリア本社社長室の重厚な扉とびらを見つめたまま、微かすかなため息をつく。

　……私は本当にバカだ。叶かなわぬ恋に、一年も心を焦こがしていたなんて。

　私は小さくかぶりを振り、それから手を上げてドアを二回ノックする。

「バスティス社長、小林です」

　私が言うと、ドアの向こうから低い美声が応こたえる。

「ミスター・コバヤシか。入りなさい」

　外国人であり、年若く不慣れな私を、彼はなにくれとなく構ってくれた。さまざまなアドバイスをしてくれ、ミーティングと称しようして食事をさせてくれ、誕生日にはプレゼントまでくれた。

　それは私の心を熱くさせるのにはじゅうぶんだったが、彼が私を構ってくれたのは、私が外国人で、年若く不慣れで……そして頑かたくなな性格が、彼の息むす子ことどこか似ているせいだった。

「失礼いたします」

　私は言ってノブを回し、ドアを開いて中に入る。

「お呼びでしょうか、社長」

　私は言い、そして大きなマホガニー製のデスクの向こうにいる人物を見つめる。

「やあ、来たね」

　プラチナ色に輝かがやく、美しい白はく髪はつ。

　きりりとした眉と、しっかりと通った鼻筋、そして凜々しい奥おく二ぶた重えの目。

　アジアの血を引いているというのがうなずける、どこか獰猛でエキゾティックな美び貌ぼうだ。

　彼の声はオペラ歌手のそれのようによく響ひびき、老いなど露つゆほども感じさせない。

　その顔は、舞ぶ台たい俳優のようにハンサムで、とても若々しい。

　……この彼が、高こう齢れいを理由に退たい陣じんするなんて……まだ、信じられない……。

　このバスティス・グループの定年は六十五歳。五十五歳の彼にはまだ十年の猶ゆう予よがある。

　しかし彼は「息子が一人前になったのを機に、悠ゆう々ゆう自適に暮らしたい」と言い、このグループ全体の社長の座、そして世界的な大だい富ふ豪ごうバスティス一族の総そう帥すいの座を、すべて息子であるジャンニ氏に譲ゆずり渡わたすことを宣言した。

　ジャンニ氏は、修行の意味も込こめて、パリにあるバスティス・グループのホテルのうちの一つでゼネラル・マネージャーを務めていたはず。そしてジャンニ氏は、社長の座と総帥の座を引き継つぐことを承しよう諾だくした。

　サルヴァトーレ社長が退陣を表明してから、国際事業部のメンバーだった私は、寝ねる間も惜おしんでの残務整理、そして新しい社長を迎むかえる準備に追われた。

　……ずっとあのまま、忙いそがしくしていたかった。

　私は、完璧な無表情を保とうと努力しながら思う。

　……そうすれば、彼との別れが近づいていることを、少しは忘れられたのに。

「忙しいところ、呼び出したりしてすまなかったね」

　彼は漆しつ黒こくの瞳で私を見み据すえ、優やさしい声で言う。

　それだけで、私の鼓こ動どうは壊こわれそうなほど速くなる。

「いいえ」

　悲しみに震ふるえないように気を付けるあまり、とても冷たい声が出てしまう。

　……ああ、どうして私はいつも……。

「少し顔色が悪いね。ランチはきちんと食べた？」

　まるで恋人でも労いたわるような、あたたかい言葉。

「仕事がつまっていて、ランチを摂とる暇ひまはありませんでした。あまり食欲もありませんでしたし」

　私が答えると、彼は、本当に心配そうな表情をその顔に浮うかべる。

「君は、そうでなくても食が細いんだ。私がいなくなっても、きちんと食べなくてはいけないよ」

『私がいなくなっても』というフレーズが私の心に深く突つき刺ささる。

　……ああ、もしも私に、もっと勇気があったら……。

　私は、彼の顔を見つめながら呆ぼう然ぜんと思う。

　……あなたを愛しているんです。あなたがいなければ食事をするどころか、生きていくことにすら自信がありません……そう、告白できただろうか？

「ありがとうございます。気を付けます」

　私の唇から出るのは、まるで感情のないロボットが話しているかのような、抑よく揚ようのない、そして冷たい声。

「君が元気にしていてくれないと、私も心配だよ」

　なのに、それに応えてくれるのは、何もかもを包み込むような優しい声、そしてまるで家族の一員を見るかのようなあたたかな視線だ。

　彼は、デスクの上に置いてあるいくつもの写真立てを手に取る。

　一つ一つ眺ながめてから、足あし下もとに置かれた箱に丁てい寧ねいに入れていく。

　私の心がズキリと痛んだ。

　……ああ、本当に、今日限りで彼はここを出て行ってしまうんだ。

「息子の写真は、見せたことがあったね？」

　彼は写真立てから目を上げて言う。私はうなずいて、

「はい。ジャンニさんが、十五歳の時の写真までですが」

　言うと、彼は苦く笑しようする。

「私から見れば、ジャンニはとてもハンサムに育ったと思うのだが……自分の顔が嫌きらいだと言って、十五歳の頃ころを最後に、家族写真を撮とらせてくれなくなった」

　十五歳とはいえ、写真に写っていた彼の息子は、すでに大人びて、たいへんな美青年だった。

「自分の顔が……というのは口実なんだろうな。私を、ジャンニはまだ許してくれていないのだろう。ジャンニの母親と離り婚こんしたのが、ちょうど十五の年だったからね」

　彼は、少し寂さびしげな声で言う。

　サルヴァトーレ氏は離婚をしていて、今は独身だ。

　……彼は離婚したことを、未いまだに後こう悔かいしているのだろうか？

「君に、息子のジャンニを、直接紹しよう介かいしたいんだ」

　彼のいきなりの言葉に、私は無表情を装よそおうことを忘れて目を見開く。

　……それは……いったい……？

　私の鼓動が、ふいに速くなってしまう。

「君はまだ若いが……とても優ゆう秀しゆうな社員だ。私は君をとても信しん頼らいしていた」

　彼の言葉に、ふいに目の奥が痛む。思わず涙なみだが出そうになる。

　その言葉への嬉うれしさと……そして彼が『信頼していた』と過去形で言ったことの寂しさに。

　……明日からの悠々自適な生活に心を飛ばしている彼には、もう、この会社での日々は過去になりつつあるんだ。

「どうせ明日の就任式で会えるのに、と思うかもしれないが……ちょうどイタリア本社に来ているし……それに……」

　彼は、魅み力りよく的な笑えみを浮かべて私を見つめる。

　私の心が、ズキリとまた疼うずく。

　……彼に見つめられると、いつでも心がこんなふうに痛んだ。

「息子のことを、君に頼たのみたい」

　いつでも笑みを含ふくんでいるような優しい彼の声が、ふいに厳しい響きを帯びる。

「……ジャンニさんのことを、ですか……？」

「ああ。君はとても優秀で、本当によく会社に尽つくしてくれている。これから会社を背負っていくジャンニには、とても頼たよりになる存在になると思うんだ」

　……違ちがう、私が尽くしていたのは会社にではなく……。

「……バスティス社長、私は……」

　コンコン！

　私の言葉を遮さえぎるようにして、ノックの音が響いた。

　サルバトーレ氏はその顔を輝かせ、扉とびらの方に向かって、

「ジャンニか？」

「……はい」

　扉の向こうから俳優のような美声が響く。

　その声はまだ若かったが、その深い響きが、サルヴァトーレ社長のそれにとてもよく似ていた。

　私の心が、またズキリと痛む。

「入りなさい」

　サルヴァトーレ社長はとても嬉しそうな声で言い、そして扉が開いた。

「……失礼します」

　そこに立っていたのは、サルヴァトーレ社長を三十歳若返らせ、そしてさらに端たん麗れいさを増したような……驚おどろくほどに美しい男だった。

「ジャンニ、紹介する。ミスター・ユウリ・コバヤシだ」

　サルヴァトーレ社長の言葉に、ジャンニ氏が無表情なまま私を見つめる。

　エキゾティックな美び貌ぼうはサルヴァトーレ社長に本当によく似ていて……私は思わず青ざめる。

「君が、ミスター・コバヤシか。……よろしく」

　ジャンニ氏の唇くちびるから、無感情な声が漏もれた。

「父から、噂うわさは聞いているよ」

「社長から？」

　私はドキリとし、思わず聞き返してしまう。

　……ああ、どうして聞いてしまったんだ？　どうせ社長は私のことを『堅かた苦くるしい真面まじ目めな男』とか『優秀な社員』とかしか思っていないに決まっていて……。

　サルヴァトーレ社長は苦笑して、

「別に悪口を言っているわけではないよ。君は優秀で努力家だが、本当は人一倍優しくて、傷つきやすい。本当の息むす子このようで放ほうっておけない、と言っているだけだ」

　その言葉は、私の心をグズグズに崩くずしてしまうのにはじゅうぶんだった。

　……ああ……あなたは残ざん酷こくだ……。

　私は、その場に座り込んで泣いてしまいそうになる。

　……そんなふうに言われたら、私は……。

　私は顔を上げて、サルヴァトーレ社長の顔を見つめる。

「もしもお許しいただければ、私は秘書室への転属を希望します。そしてジャンニ社長のおそばで彼の仕事のお手伝いをさせていただきます」

　サルヴァトーレ社長はその言葉をとても喜び、そして私は自分が深みにはまったことを知る。

　……ああ、こんなに社長に似たジャンニ氏のそばにいて、つらくないわけがないのに。




　　　　＊




　回想に浸ひたっていた私は、ハッと我に返る。

　サルヴァトーレ・バスティス氏が会社を後にした日の心の痛みは、あまりにも鮮あざやかに私の胸に刻み込まれている。

　……私は、なんて未練がましい人間なんだろう？

『送信完かん了りよう』の表示を見て、胸がまた痛む。

　引退後も、彼は精力的に世界中を飛び回り、ジャンニ社長が仕事をしやすいようにさりげなくサポートをしてくれている。

　……彼は、このメールをどこで受け取るのだろう？

　私は目を上げて、窓の外に広がるモロッコの星空を見上げる。

　さっき見た、ジャンニ社長と幸次さんの仲むつまじい姿をふいに思い出す。

　幸次さんを見つめていた、ジャンニ社長の、とても優やさしく、愛いとおしげな目。

　……サルヴァトーレ氏の隣となりにも、誰だれか美しい人が寄り添そっているだろうか？

　思っただけで、なんだか泣いてしまいそうになる。

　……ああ、私はなんて弱い人間なんだろう。





　　アシュラフ・アル・ザイーディ







「それでは、失礼いたします」

「よろしくお願いいたします」

　いい年のオヤジたちが、揉もみ手をせんばかりに媚こびを売りながら、社長室を後ずさっていく。

　にやにやと浮うかべられた追従笑いと、その低姿勢に、俺はますます苛いら立だちを覚える。

　……高そうなスーツ、一流会社の社長と取とり締しまり役やくの肩かた書がき。アメリカに帰れば……いや、この会社から一歩出ただけでリムジンに駆かけ込み、とんでもなく威い張ばり散らす類たぐいのヤツらだろうに。

「……ああ、そういえば」

　わざと何かを思い出したように言ってやると、二人はギクリと飛び上がり、みるみるうちに真っ青になる。

「は、はい、まだ、何か？」

　社長の方が、震ふるえる声で言う。

「あなた方の会社から、妙みような荷物が届いています。何かの間違いではないですか？」

　俺の言葉を合図にしたように、秘書室の人間たちが、国際郵便の荷札のついたままの革かわ製せいの大型トランクを持ち込んでくる。

　屈くつ強きような男性秘書が二人がかりで運ぶほど、重さのあるものだ。

「あ、これは……」

　社長の追従笑いに、ほんの微かすかにだがバカにしたような色が混ざる。

「……ほんのプレゼントでして。お受け取りいただければ……」

　秘書がトランクを開くと、そこにはよくもここまで、というほどにびっしりの米ドルの札束が詰つめ込まれていた。

　俺が社長の顔を見てやると、彼はその顔に下げ卑びた笑いを浮かべて、

「ザイーディ社長はご旅行がお好きと聞きましたので、その時にでもお使いいただければとこのトランクをお送りした次し第だいです」

「ああ、なるほどね。だが、こんなに余計なゴミが詰められていたのでは、服の一枚も入らない」

　俺はいかにも獰どう猛もうに見えるように、唇に笑えみを浮かべてみせる。

「アメリカ人は、アラブ諸国に入ったら、どこでもチップを渡わたせばいいと思っているようですね。チップさえ渡せば、どんなことでも言うことを聞くだろうと。たしかに、貧しい国ではそういう悪あしき慣習がないとはいえません。だが……」

　真っ直すぐに睨にらみ付けてやると、二人は本気で怯おびえたように青くなる。

「我々、ザイーディ一族の誇ほこりを、あなたたちはこんな紙切れで汚よごす気ですか？」

　低い声で言ってやると、二人はヒッと息をのむ。

　それから、膝ひざに頭を擦こすりつけんばかりに低姿勢になり、

「も、申し訳ございません！　そんなつもりは！」

「せっかくのプレゼントを申し訳ないが、トランクならもう間に合っている。それに……」

　俺はぎっしりと札束が詰まっているトランクを見下ろして、言ってやる。

「あなた方は、ザイーディ一族の次期首長である私をよほどみくびっているらしい。屋や敷しきの番犬の餌えさ代にも満たないようなはした金で、この私が思い通りに動くとお思いか？」

　俺が言うと、二人は真っ青になって、

「そんな、めっそうもない！　これはすぐに持ち帰りますので！」

「失礼いたしました！」

　二人は慌あわててトランクの蓋ふたを閉めて、それを必死で持ち上げようとしている。

　……この慌てよう。

　……きっと、野や蛮ばんな俺に、後ろから半月刀で斬きりかかられるとでも思っているんだろうな。

「ああ……とても持ち上がらないでしょう。うちのＳＰたちに運ばせますよ」

　俺は言って、椅い子すから立ち上がる。

　そして怯えたように見上げてくる二人の肩に、ポンと手を置く。

「私はあなた方を信しん頼らいできる友人であり、ビジネスのパートナーとして考えています。……どこよりも私の会社に有利にコトが運ぶよう、仕事を進めてくださるだろうと信じていますよ」

　二人は気け圧おされたようにカクカクとうなずき、もちろんです、できる限りのことをいたします、と誓ちかう。

　俺が合図をすると、社長室の外に控ひかえていた黒のジュラバ姿のＳＰたちが部屋に入ってくる。

　腰こしにマシンガンを下げた彼らの姿を見て、二人は本気で怯えたように青くなる。

「お客様がお帰りだ。リムジンまで丁てい重ちようにお送りしろ。それから、この重い荷物を運んで差し上げるように」

　俺が言うと、ＳＰたちは声を出さないまま、胸に手を当てて一いつ斉せいに頭を下げる。

　この様子がとても不気味だったらしく、アメリカ人たちはますます怯えたように身を寄せ合っている。

「これからのビジネスがうまくいくことを、心から願っています」

　俺がにっこりと笑ってやると、二人は、この男が一番恐おそろしい、という顔で俺を見て、慇いん懃ぎんに頭を下げながら逃にげるように社長室を後にする。　>>>♥

　俺は、脱だつ力りよく感に襲おそわれながら社長用の椅子に腰を下ろす。

　……くだらないことに時間を使ってしまった。

　……俺がこんな生まれでなく、こんな立場でなければ、今いま頃ごろは彼のもとに……。

「アシュラフさま。あれはさすがに脅おどかしすぎでは？」

　俺を睨んで言うのは、秘書室長であり、いつもうるさい私の専属秘書、ザーヒド・イブラーヒム。五十七歳。

　彼は、先祖代々ザイーディ一族に仕え続けた一族の人間で、『禁欲者』という意味の名前にぴったりの慇懃無礼でガチガチの石頭のオヤジだ。

「あれくらいやってちょうどいいんだ。これからの仕事が有利に運ぶだろうし……それに退たい屈くつだったからな」

「退屈？　この間、親族が集まる会議を無断欠席なさったことで、お父様もご親しん戚せきもカンカンです。少しは仕事をしっかりこなして、やる気を見せてくださらないと」

　ザーヒドは額に青筋を立てて俺に向かって説教をする。

「あなたは誇り高いザイーディ一族の次期首長で、ザイド財ざい閥ばつの次期総そう帥すいで、そしてジェイクザイード・ホテル・グループの若きオーナーなんですよ？　少しは自覚を持っていただきたい」

「……生まれたくてこんな血筋に生まれたわけじゃないんだがな」

　俺が思わず呟つぶやくと、彼は額に青筋を立てて、

「アシュラフさま！　あなたがそんなことでは……」

「ああ、ああ、わかったよ。これじゃあ、国民と、そして代々続いたザイーディ家のご先祖様に申し訳が立たないとか言うんだろう？」

　俺は言って、座っていた椅子をぐるりと反転させる。

　……俺という個人を必要としている人間など、この国には一人もいないんじゃないのか？

　デスクの後ろにある、巨きよ大だいな窓の外に目を移す。

　窓の外に広がるのは、美しく整備されたドゥバイの市街。白いビルの向こうにはコバルトブルーのアラビア湾わん。

　俺は、モロッコのホテルで出会ったあの美しい青年を思い出す。

　会ったばかりの時、彼は俺に『縁えんがあるとは思えません』と言った。

　しかし、その点では俺の方が正しかった。

　彼はなんと、俺の学生時代の先せん輩ぱいであり、今はライバルであるジャンニ・バスティスの専属秘書だった。

　彼と俺はすぐに再会し、そしてドゥバイのホテルでは二人きりになることさえできた。

　……まあ、平手打ちを喰くらわされ、本気で口説く暇ひまもないうちに逃げられてしまったが。

　しかし、そのおかげで、彼が今日本のバスティス・グループの社長室にいることが摑つかめた。

　……学生時代から遊び人だったあのジャンニ・バスティスに、何かされていないか、心配で仕方がないのだが……。

「アシュラフさま。少しお話があるのですが」

　ザーヒドは言い、姿勢を正して俺の脇わきに立つ。

「なんだ、ザーヒド。改まって」

「あなたのお父さま、ムハンマド・アル・ザイーディさまからの伝言なのですが。そろそろご結けつ婚こんなさる女性を選んではどうか、と」

「ああ？」

　意外な言葉に俺は目を見開く。

「あなたが仕事に集中できないのは、伴はん侶りよがいらっしゃらないせいではないかと」

「あの親おや父じ……俺が欲求不満だと言っていたのか？　嫁よめでもあてがえば少しはおとなしくなって仕事をするだろうと？」

「そ、そこまであからさまには……」

　真面まじ目めすぎて噓うそのつけないザーヒドが動どう揺ようしたところをみると、そのとおりなのだろう。

「言っておくが、別にモテないわけじゃないんだが？」

「もちろん存じております。この国で、アシュラフ様に憧あこがれていない女性はいません。あなたは、権力と、血筋と、麗うるわしい容姿を備えた本物の王子様ですから」

「おまえがそんな言い方をすると、何かあるような気がするぞ」

　俺が言うと、ザーヒドはバレましたか、という顔で、

「ムハンマドさまは、アシュラフさまと結婚したいという女性を集めてパーティーを開くとおっしゃっております。もちろん参加されるのは、容姿と知性と家いえ柄がらを兼かね備えた姫ひめ君ぎみばかりです」

「ちょっと待ってくれ、俺は……」

「パーティーは、十日後。姫君たちは、世界中から、すでに続々とこの国にお集まりになっておりますよ」

「なんだと？　俺に秘密で準備を進めていたんだな？」

　青ざめる俺を見て、ザーヒドは満足げにうなずく。

「そうしなくては、あなたはどこかに逃げてしまわれますからね。これで、アシュラフさまの悪い癖くせも治まることでしょう。男性に興味のあるふりで結婚を先延ばしにするのはもうお終しまいにするように、とのことです」

　……なんてことだ……。

　俺が教育を受けたスイスのお坊ぼつちゃん学校は、全ぜん寮りよう制せいの男子校だった。

　金持ちの子息で見目麗うるわしい生徒が多いその学校の中でも、特に目を引く生徒たちが、夜よ毎ごとに俺の部屋に集まっていた。

　俺の部屋は『王子様のハレム』と呼ばれ、いかがわしい行こう為いが行われないように、あの憎にくらしいジャンニ・バスティスからいつも厳しいチェックを入れられていた（だが、俺がちょっといいなと思う美人たちはたいていバスティスのファンで、俺の部屋に遊びに来ていたはずの子たちもいつの間にかバスティス派に転んだりしていた。にもかかわらず教師の受けもよく、品行方正な顔を続けるバスティスが、俺は当時からずっと憎らしかったのだが）。

　あの遊び人のバスティスは、きっと美人を次々に食い荒あらしていたに違ちがいない。だが、俺は生徒の誰だれにも手を出したことなどなかった。

　俺の部屋で行われていたのは、単なるお茶会と勉強会。アラブの王子様というものに興味を持ったミーハーな生徒が勝手に集まる、ただのカフェだった。

　俺のハレムの噂うわさは学校内に広がり、親父の耳にもいつのまにか入っていたようだ。

　……どうして怒おこられないのだろうと不思議に思っていたのだが、こういうことか。

　この国に戻もどり、大学に進んでからは勉強と帝てい王おう学がくの両立が忙いそがしく、常に周りをうるさい秘書やＳＰに取り囲まれているせいで、誰かと付き合う気力などなかった。もちろん、運命の美青年が現れるのを常に待ってはいたのだが……。

「ザイーディ一族の血を引く俺が、ゲイのはずがない、と言うのか？」

　俺が言うと、ザーヒドは深くうなずく。

「もちろんあなたが、そんな嗜し好こうの人間であるわけがありません。あなたは誇ほこり高いザイーディ一族の次期首長。跡あと取とりを残すべき人なのです」

　俺の脳のう裏りを、あの美しい青年の顔がよぎる。

　……彼に会う前ならば、あきらめられたかもしれない。

　……これが、こんな血筋に生まれてしまった自分の運命なのだと。……だが。

「ザーヒド。俺の専用ジェットの手配を頼たのむ。できるだけ早く。……行き先は日本だ」

　不思議そうな顔をする彼に、

「好きな人がいる。その人を連れて来る」

「本当ですか？　いつの間に？」

　ザーヒドは目を輝かがやかせて言う。俺は、

「この間、休きゆう暇かを過ごしたモロッコで出会った。驚おどろくような美人だ」

「それはそれは！」

「その人をドゥバイに連れてきて親父に紹介する。パーティーはナシ。それでいいだろう？」

　俺が言うと、ザーヒドは、心配そうな顔になる。

「ですが、ムハンマドさまがパーティーを中止にすることを承しよう諾だくしてくださるかどうか。かなりの家柄の姫君たちを世界中から集めていらしたようですし……」

　……親父め！　まったく勝手なことを……！

「私の一存では、決められません」

　ザーヒドはスーツのポケットから携けい帯たい電話を取り出し、短縮番号を押す。

「ザーヒド、どこに電話をする気だ？　まさか……」

「ムハンマドさま、ザーヒドです」

　……親父に助けを求めやがったな……？

「アシュラフさまからパーティーに関してお話があるそうで……はい、お待ちください」

　彼は言って、俺に携帯電話を差し出す。

　俺はため息をついてから、渋しぶ々しぶそれを受け取って、

「アシュラフです。俺に秘密でパーティーが開かれる予定だったとか？」

『アシュラフ。これもおまえのためを思ってのことなんだ』

　懐かい柔じゆうしようとするかのような声だが、その口調は決然としている。

『それにパーティーの話は、今までに何度もあったんだ。世界中の姫君たちの親おや御ごさんが、ぜひ息むす子こさんとうちの娘むすめを直接会わせて欲しい、と申し入れてきていてそろそろ断りきれなくなってきていたところだったんだ。……おまえも、毎週末の茶会に参加させられるよりは一回のパーティーでたくさんの女性に会える方がいいだろう？』

「俺には心に決めた人がいます」

　俺が言うと、親父は驚いたように一いつ瞬しゆん黙だまる。それから、

『本当なのか？』

「本当です」

　俺は真しん剣けんに答えるが……。

『私はおまえを信用している。だが、恋れん愛あいに関してだけは信用できない。おまえは人気はあるくせにいつでものらりくらりと逃にげてばかりだ。今まで一人も紹介してくれたことがない』

「ですから、今回は……」

『お相手は、きちんとおまえのことを想おもってくれているのか？　適当な相手を連れてきて、逃げ口上に使おうとしているだけではないのか？』

「そんなことはありません。……まあ、まだ片想いではあるんですが……」

『そんなことでは認めるわけにはいかん』

　親父のあきれたような言葉に、俺の中の闘とう志しが湧わき上がる。

「その人の心を、きちんと俺のものにしてきます。だから俺に一週間の休暇をください」

『その間に、その人の心を動かすことができると？』

「もちろんです。ですから、くだらないパーティーなど中止させてください」

『ダメだ』

　いつも甘いはずの親父が、厳しい声できっぱりと言い放つ。

『今度こそ、おまえに伴侶をみつけてもらう。もしも気に入った人が複数いるのなら、三人までは正妻にできる。それ以上いるのならハレムに入ってもらってもいいんだし』

「ハレムに？」

『ああ。姫君たちはおまえに夢中な方ばかりで、もしも正妻でなくても愛人としてハレムに入れれば満足だと言ってくれているんだぞ』

　……なんてことだ。

　俺はうんざりする。

　……それはきっと、金が目当てなだけだろうに。

　親おや父じは妙みように威い厳げんのある声で宣言する。

『おまえに一週間の猶ゆう予よをやる。一週間後にその人を私の前に連れてこられなければ、十日後のパーティーに参加して、伴はん侶りよ、もしくは愛人を決めること。……いいな？』

「いいなと言われても……」

『パーティーの件は、一族の長老会から出た提案だ。私にも覆くつがえすことはできない。おまえが生しよう涯がいの伴侶を連れてこない限りは、な』

　俺の心臓が、不ふ吉きつに反応する。

　長老会に参加している長老は全部で五人。血で血を洗うアラブを知っている生きつ粋すいのベドウィンである彼らの恐おそろしさは計り知れないものがある。

　たとえ現当主である父でも、彼らにはとうてい逆らえるものではなく……。

「わかりました」

　俺はため息をついて、心を決める。

「一週間で愛する人の心を摑つかみ、そしてこの地にその人を連れてきます」

『よく言った、アシュラフ。それでこそ私の息子だ』

　親父は能天気に喜んでいるが、俺の心は戦せん々せん恐きよう々きようとしたままだった。

　……俺の愛した人が男であることは、まだ秘密にしなくては。





　　小林優悧







　そして私は、ジャンニ・バスティス新社長のもとで働いている。

　私が仕事の引ひき継つぎを終え、秘書室に転属になってすぐに、バスティス社長は日本への異動を申し出て……私は彼について、生まれ故郷である日本に戻ってきた。

　サルヴァトーレ氏は、私が社長秘書になったことで『とても心強い、息子を頼む』と言ってくれた。そして毎週金曜日の夜には、私にメールを送ってくれる。

　その内容はいつも息子を心配する優やさしい父親のもの。彼が私に対して特別な感情など少しも持っていないことは解わかっている。だが、文面の最後に添そえられる私の健康を案じてくれる彼の一言に、私の心はいつも甘く痛んでしまうのだ。

　会社では冷れい徹てつで有能な秘書と噂される私が、こんな感情を、はるかに年上の、しかも上司であるジャンニ氏の父親に対して持ち合わせているなんて……絶対に誰にも言えない秘密だ。

　そして。

　実はジャンニ・バスティス新社長にも、一つ、誰にも言えない秘密がある。

　それは、彼の恋こい人びと・桜さくら岡おか幸次さんが、男であり、日本の高校生であること。ジャンニ社長が急に日本への異動を申し出たのは、実は彼と一いつ緒しよにいる時間を増やすためだった。

　仕事中には完かん璧ぺきに冷静で、完璧に優ゆう秀しゆうな社長の顔を崩くずさないジャンニ社長だが……幸次さんの前でだけは、まるで別人のように優しい顔になる。

　そして、それだけでなく、相当のやきもち妬やきで、しかも可愛かわいい恋人のことが心配で仕方のない、メロメロに甘いダーリンになってしまう。

　それは、なんだか……とても微ほほ笑えましい光景だった。

　秘書に志願したきっかけはサルヴァトーレ氏の息子である彼を身近でサポートしたい、と思ったからだったが……秘書の仕事は、すぐに楽しくなった。

　几き帳ちよう面めんで神経質な私の性格に意外に合っていたこともあるが……ジャンニ社長の間近で彼の仕事をつぶさに観察できるのはとても興味深かった。

　最初は私を始め、たくさんの社員たちが、彼を、サルヴァトーレ氏からすべてを受け継ついだだけのお坊ぼつちゃんだと心の底でどこか軽かろんじていたと思う。

　だが私たちは、すぐにジャンニ社長を見直すことになる。

　彼は本当に優秀で、ストイックで、リーダーとしてのオーラがあり、サルヴァトーレ氏退たい陣じんの痛手をすぐに社員たちから忘れさせた。

　彼の恋人の幸次さんは、陽ひに灼やけた肌はだを持つ、とても美しい青年だ。

　育ちの良さそうな端たん整せいな顔立ち。少年と青年の雰ふん囲い気きを併あわせ持つしなやかな身体からだ。

　いかにも大切に育てられた令息らしくおっとりした性格の人で、しかも自分がとても美しいことにまったく自覚がない。自分が不思議と色っぽく、男たちの視線を釘くぎ付づけにしていることにも。

　彼は、とても素す直なおで、可か憐れんで、純情で……生き馬の目を抜ぬくと言われるビジネスの現場にいる私には、彼の生まれたての天使のような真っ直すぐさがとても眩まばゆかった。

　私と同じように、いや、私よりもずっとハードな人生を送ってきたはずのジャンニ社長が、彼に心から夢中になる気持ちが、とてもよく解る。

　私は最初から幸次さんに好感を持ち、よく知るにつれ、彼がどんどん可愛くなった。

　そして私は、ジャンニ社長と幸次さんのモロッコ旅行に同行した。

　そしてその時、ホテルのロビーで軽々しくナンパしてきたのが、あの男……アシュラフ・アル・ザイーディ。

　知った時にはかなり驚おどろいたのだが……彼は実は、バスティス社長のスイス時代の学校の後こう輩はいで、ザイーディ一族の次期首長、さらにライバル会社のジェイクザイード・ホテル・グループの若き社長だった。

　最初に幸次さんがホテルを抜け出した時、幸次さんと偶ぐう然ぜんに出会い、身分を隠かくしてガイドをしていたのがアシュラフだった。さらにアシュラフは、私とジャンニ社長が浮うわ気きしているのだと勝手に誤解し、幸次さんが可哀かわい想そうだと言ってドゥバイまでさらっていってしまった。

　私は彼の無責任さに腹を立て、彼の不ふ真面まじ目めな態度に切れて、彼に平手打ちをしてしまった。

　……ザイーディ一族の恐ろしさは、私はもちろんよく知っている。

　あの旅行の後、私は我に返り、自分のしてしまったことの大きさに青ざめた。

　……私が手を上げた相手は、獰どう猛もうなザイーディ一族の次期首長。

　私は、心の底では、報復されることを覚かく悟ごしていた。

　……その時にはバスティス・グループを退社し、一人で報復を受けよう。

　私は悲痛な気持ちで、その覚悟を決めていたのだが……？

　……しかし、あの男は、どうしてあんなに能天気な反応をしてきたんだろう？

　私は呆ぼう然ぜんとしながら思う。

　……しかも、どうして報復せずに、私を口説こうとしてくるんだ？

　あの後。

　バスティス・グループ日本支社の秘書室には、アシュラフからの電話がひっきりなしにかかるようになった。

　もちろん仕事の電話ならば無下にはできないのだが……彼の電話は私宛あてで、しかもその内容は歯の浮うきそうな口説き文句ばかりで……。

　彼のいかにも自信たっぷりな態度と、そのカルさに、私は腹を立てていた。

　財力と地位と美び貌ぼうを兼かね備えた彼は、女性が憧あこがれる本物のアラブの王子様だ。

　彼がこんな地味な私を本気で口説くわけがない。

　……私は、王子様が見つけた毛色の変わった新しいおもちゃだとでもいうのか？

　怒おこった私は、秘書室のメンバーに『アシュラフと名乗る男からの私宛の電話があったら、不在だと言って切っていい。もう取り次がないように』と厳しく言い渡わたしてあった。

　アシュラフからの電話はだんだんと回数が減り、私は少なからずホッとしていたのだが……。

　コンコン！

　終業時刻も過ぎた、午後九時。

　残業の後、社長と明日のスケジュールの打ち合わせをしていた私は、ノックに顔を上げた。

　バスティス社長はドアの方に向かって、

「どうぞ」

「失礼いたします」

　ドアが開き、そこに立っていたのは、私の部下に当たる秘書室の女性秘書だった。

「あのお……」

「どうした？」

　バスティス社長の声に、彼女はいつも有能な彼女らしくない、歯切れの悪い口調で言う。

「実は、小林室長にさきほどから何度かお電話が……」

　私は、不ふ審しんに思いながら、

「私に？　どちらからでしょうか？」

「はい。また、ザイーディ様からですが……」

　……あの男！

　私は怒いかりを覚えながら、

「彼から私への電話は、繫つながないようにと言ってあるはずですが？」

「それが、あの……」

　彼女は、とても困ったような顔になって、

「小林室長は社長室にいるだろう、室長の身が危険だからすぐに電話に出せ、と……」

　……なんてヤツだ……！

「彼からの電話はしょっちゅうあるのか？」

　バスティス社長の言葉に、私は渋しぶ々しぶうなずく。

　……社長にまで迷めい惑わくをかけたくなかったのに……！

　バスティス社長はため息をつき、それから電話の受話器を持ち上げる。

「内線の何番？」

「い、一番です。ええと……私は失礼いたします」

　女性秘書は言って、逃にげるようにして慌あわてて社長室から出ていく。

　ドアが閉まったのを確かく認にんしてから、バスティス社長は内線ボタンを押し、受話器を耳に当てる。

　彼が耳に当てた電話の向こうから、誰だれかが怒ど鳴なっている声が、私のところにまで聞こえてくる。

『コバヤシかっ？　無事かっ？　あの男にひどいことはされていないかっ？』

　……あの男！　またこういうことを！

　バスティス社長はそれを聞いて、あきれた顔で小さく笑う。

　私は、自分が笑われた気がして、恥はずかしさに赤くなる。

「コバヤシではない。私だ」

　バスティス社長の声に、電話の相手は一いつ瞬しゆん黙だまる。それからさらに怒った声で、

『ジャンニ・バスティス！　社長室にコバヤシを引き込んで、いったい何をしているっ？』

「スケジュールの打ち合わせだ。この私が、秘書に何をするというんだ？」

『おまえなら、いやらしいことをするに違ちがいない！』

「いやらしいことなど、するわけがないだろう？　君じゃあるまいし」

『あの女め神がみのように美しいコバヤシを前にしたら、どんな男でも野や獣じゆうになるはずだ！　きっと権力を盾たてにして、抱だきしめたり、無理やりキスをしたり、それから……』

　……なんてことを……！

　怒りに赤面する私に、バスティス社長が受話器を差し出す。

「とりあえず、出てやったらどうだ？」

　私は眉まゆを寄せ、憂ゆう鬱うつなため息をついてから、受話器を耳に当てる。

　電話の向こうで、アシュラフが延々と下品なことを叫さけんでいる。

　私は黙ったままそれを聞き、もう我が慢まんできなくなって、

「この私が、そんな下品なことを受け入れるとお思いですか、ミスター・ザイーディ？」

　言った声が、思わず震えてしまう。

　アシュラフが、わあ、と驚いたように叫び、バスティス社長が本格的に噴ふき出す。

「仕事があるので切らせていただきます。もう二度と電話なさいませんように」

　私は言って、怒りにまかせて乱暴に電話を切る。

「失礼いたしました。スケジュールの確認を」

　アシュラフのことを忘れようとして、冷静な顔を装よそおってスケジュールの確認に戻もどる。

「し、失礼いたします、社長！」

　しばらくして、女性秘書が、慌てたように社長室に飛び込んできた。

「いったいどうしたというんだ？」

　社長の言葉に、女性秘書は息を切らして言う。

「あの、今、受付から電話がありまして、社長にお客様が……！」

　社長は目を輝かがやかせて、

「お客？　コウジか？」

「はい、幸次さんと、それからもうお一ひと方かた……もうすでに受付を突とつ破ぱしてしまったようです」

　……もう一方……？

　私の胸に嫌いやな予感がよぎる。

　……まさか……。

「コバヤシーッ！」

　大声とともに、社長室のドアがいきなり開いた。

「無事かっ？」

　飛び込んできたのは、あの……。

　私とジャンニ社長は、信じられない気持ちで顔を見合わせる。

　そこに立っていたのは、あのアシュラフ・アル・ザイーディだった。

「おとなしく中東にいると思ったのに……いったいどこから電話をして来たんだ？」

　社長が聞くと、アシュラフは息を切らしながら、

「もちろん、このビルの下からだ！　コバヤシ！」

　アシュラフは、立ちつくす私の前にいきなりひざまずく。

「俺と一いつ緒しよに、ドゥバイに来てくれ！　ほかの妻などめとらないと約束する！」

　……はあ……？

　突とつ然ぜんの言葉に、私は啞あ然ぜんとしてしまう。

「……うわ……何？　プロポーズ？」

　社長室に入ってきた幸次さんが、驚おどろいた顔でアシュラフを見下ろして言う。

「さっき下で彼らしき人を見かけた時は、まさかと思ったけど……」

「……コウジ」

　ジャンニ社長は、跪ひざまずくアシュラフなど目に入らないという顔で、幸次さんを見つめる。

　その甘い視線に、すぐにでも二人きりになりたいと思っているのがありありと滲にじんでいる。

　……いけない……。

　……このままでは……。

「ああ……ミスター・コバヤシ」

　社長は咳せき払ばらいをし、私に向かって言う。

「君はもう帰っていい。日本にいらしたザイーディ氏を、どこかで接待してもらえないか？」

　アシュラフは、社長の言葉に目を輝かせ……。

　……冗じよう談だんじゃない！　こんな男に付き合ってなどいられない！

「お断りします。仕事が残っていますので」

　私がきっぱりと断ってやると、アシュラフはがっくりと肩かたを落とす。

「それなら」

　ジャンニ社長が、幸次さんの肩を抱き寄せながら言う。

「私はそろそろ帰らせてもらう。これからデートだ。……行くぞ、コウジ！」

　……しまった……！

　社長は幸次さんの肩を抱き、全速で社長室から走り出ていってしまう。

　……逃げられた……！

　ドゥバイでアシュラフのホテルの部屋に乗り込んだ時。社長は幸次さんを取り返すと、さっさと二人の世界に入り、気がつくと姿を消し、そしてその夜は帰ってこなかった。

　後で幸次さんから聞いたところによると、どうやら二人は砂さ漠ばくに出かけ、ロマンティックな月明かりの下もと、愛を確かめ合っていたようだ。

　部屋に取り残されてしまった私はこのバカ王子にしつこく迫せまられ、さらに平手打ちを何発か繰くり出して、やっとのことでホテルから逃げ出した。

　……あの時は、本当にどうしようかと思った。

　……だから、二度とこの男とは二人きりになりたくなかったのに！

　私は思いながら、拳こぶしを握にぎりしめる。

　……ジャンニ社長！　この借りは、仕事でしっかりと返していただきますよ！

　私と、私の前に跪いたアシュラフだけが、社長室に取り残される。

　……なんてことだ……。

「やっと二人きりになれた」

　とても嬉うれしそうな顔で微ほほ笑えむアシュラフを見て、私は拳をさらに強く握りしめる。

　アシュラフはうっとりした顔で私を見上げて、

「俺の求きゆう婚こんを受けてくれないか？　俺は本気なんだ」

　まるで舞ぶ台たい俳優のように手をさしのべられて、私はうんざりする。　>>>♥

「いいからお立ちください。カシミアのスラックスの膝ひざが伸のびますよ」

　私が言うと、彼は立ち上がって膝をはたく。

「俺のスーツの心配をしてくれたのか。優やさしい人だ」

　うっとりと見つめられて、私はため息をつく。

　開いたままのドアの向こう、秘書室から、秘書たちまでがそそくさと逃にげていくのが見える。

　私は内心でため息をつき、それからあることに気づく。

「ドゥバイでのあなたは、いつもたくさんのＳＰに取り囲まれていたじゃないですか。ジュラバ姿で、マシンガンで武装した。彼らはどうしたのですか？」

　私は、社内でウロウロする彼らを想像してうんざりする。

「まさかこの日本で武装はしていないでしょうが……あんなジュラバ姿のごつい男どもに社内をウロウロされたら、社員が怯おびえます。さっさと彼らをつれて中東へお帰りください」

　私がドアの方を指さすと、アシュラフは唇くちびるの端はしに得意げな笑えみを浮うかべる。

「もちろん、こんなところまで連れてくるわけがないだろう。それほど子供ではないよ」

　彼の言葉に私は少なからずホッとする。

「それは結構です。それならさっさと迎むかえを呼んで、彼らが待つ、ホテルなりどこへなり、さっさとお帰りください」

「……と言われても、彼らが今どこにいるのか解わからないからなぁ」

　アシュラフのとぼけた言葉に、私は思わず青ざめる。

「解らない？　彼らはいったいどこに？」

「ああ～、ＳＰは全員、空港に置き去りにしてきたんだ。うるさいし、目立つから。もう空港にはいないだろうなぁ。ホテルもどこだかわからないしなぁ」

　アシュラフの平然とした声に、私は呆ぼう然ぜんとする。それから、このペースに巻き込まれてはいけない、と思い直して、

「あなただって子供ではないんですから。適当にホテルを取って彼らと合流すればいい」

「ホテルは無理だ。財さい布ふを秘書に預けっぱなしで来た。俺は今、カードも現金も持っていない」

「はあ？　どうやってここまで来たのですか？」

「成なり田た空港からここまでの電車のチケットだけは持っていた。片道だけどね」

「なんですかそれは？」

「ちなみに、国際通話のできる携けい帯たい電話があったが置いてきた。秘書の電話番号は覚えていない」

「なんてバカな王子さまなんだ」

　思わず言ってしまう私に、彼はにっこり笑ってみせる。

「こんな俺を、見知らぬ日本に一人で放ほうり出したら大変なことになるかもしれないぞ」

「一人で大変な目に遭あってください。そして少しは社会性を学んでいただきたい」

　すっかりうんざりして言う私に、彼は言う。

「なるほどね。無銭飲食でつかまってみるのもいいし、路上で思い切り喧けん嘩かをしてみるのも楽しそうだな。日本と俺の国の国交は怪あやしくなるかもしれないが、それも俺の社会勉強のためなら……」

「そんな……！」

　彼の言葉に、私は思わず青ざめる。

　……このめちゃくちゃな男なら、本当にやるかもしれない。

「わかりました。バスティス・グループのホテルに部屋を取ります。私が料金を立て替かえますので今夜はそこにお泊とまりください」

「嫌いやだ」

　彼はきっぱりと言い、まるで楽しむように私を見つめる。

「君の部屋に連れて行かないのなら、ホテルの部屋で暴れてやる。俺はライバルグループの人間だし、二社の関係は最悪になるかもしれない。……それもまた楽しいが」

　……ああ、なんて男なんだ！

　私は完全にあきれてしまいながら思う。

　……まるで、だだをこねる子供じゃないか！
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　最悪なことには最悪なことが重なるもので。

　こんなバカ王子のために高いタクシー代が使えるか、と思いながら、私は半分やけになって彼を電車に乗せた。

　彼は電車をとても面おも白しろがり、私ははしゃぐ彼を静かにさせるのに苦労した。

　そして、駅からマンションまでの徒歩五分の間に……いきなり大雨に降られた。

　折り畳たたみ傘がさを持ってはいたのだが、大の男二人が入るのには小さすぎた。

　傘を持ったアシュラフは私ばかりを傘に入れ、自分は頭から足の先までズブ濡ぬれになってしまった。

　雨に濡れた彼はそれでも妙みようにセクシーで、道行く人々どころかマンションのフロント係の女性たちまでがうっとりとし……目立ちたくない私は、一人で恥はずかしい思いをした。

「これがユウリの住んでいる部屋か……！」

　アシュラフは妙に感動したように言い、靴くつを脱ぬがないままで廊ろう下かに一歩上がってしまう。

「お待ちください」

　私が言うと、アシュラフはギクリと身を震ふるわせ、そのままの格好で硬こう直ちよくする。

「玄げん関かんではこうして靴を脱ぐ」

　私が言って革かわ靴ぐつを脱ぐと、アシュラフは廊下に踏ふみ出した足を恐おそる恐る戻もどす。

「後で、汚よごした廊下を拭ふいていただきますよ。よろしいですね？」

　私が廊下についた足あし跡あとを指さすと、アシュラフはなぜかとても思い詰つめた顔でうなずく。

　そしてポケットからきっちりとアイロンのかけられたハンカチを取り出す。

「……わかった。自分のしたことの責任はとる。俺がそういう男だということを、そして俺のこういう生き様を、愛する君に見ていて欲しい」

　私が呆然としている間に、アシュラフは身を屈かがめて、自分のハンカチで、床ゆかについた泥どろと水を拭き取る。それから妙に誇ほこらしげな顔で私を見上げ、

「どうぞ、お姫ひめ様。あなたの歩く場所を汚してしまった俺を許して欲しい。ザイーディ家の人間が床を拭くなど、一生に一度、あるかないかの……」

「ハンカチで床を拭くのは非常識です。一生に一度で十分だ」

　うんざりした私は、彼の言葉を容よう赦しやなく遮さえぎる。廊下に上がりざまに、彼の手からハンカチをひったくる。

「床を拭くには雑ぞう巾きんというものがあるんです。ハンカチをこんなふうに泥で汚したりして。いったい誰だれが洗せん濯たくすると思っているんです？」

「え？　洗濯は……メイドがするものだろう？」

　私は振ふり返り、ずぶ濡れのままで立っているアシュラフの胸に人差し指を突つきつける。

「私の家では洗濯は私がします。さっさとこの濡れた服を脱いでください。絨じゆう毯たんに滴しずくが落ちるからこのままではリビングには入れませんよ」

　アシュラフは慌あわてたように革靴を脱いで廊下に上がる。

　上着を脱ぎ捨てた彼の胸から腹にかけて、濡れたワイシャツが張り付いていた。

　私は上着を受け取ろうとして、それに気づき、思わずドキリとする。

「君はどうして脱がないんだ？」

　彼はふいに振り返り、私の濡れた肩かたを見下ろして言う。

「君も濡れている。もちろん一いつ緒しよにシャワーを浴びるんだろう？」

「そんなことをするわけがないでしょう！」

　私は思わず叫さけんでしまい、それから咳せき払ばらいをして、

「私は上着が濡れただけですから。あなたがシャワーを浴びている間に、フロントを呼んでクリーニングを頼たのみます。さっさと全部脱ぎ、風邪かぜを引かないうちにシャワーを浴びてください」

　私は彼の背中を押し、バスルームの手前にある脱だつ衣い所じよに押し込む。彼の後についてそこに入り、新しいバスタオルとバスローブを棚たなから出してやる。

「出たらとりあえずこれを着てください。あなたが着られそうな大きい服を探してみますから」

　脱衣所を出ようとした私の腕うでを、彼の手がいきなり摑つかむ。

「待って。……君が入らないのなら、俺も入らない」

「はあ？」

「君が先に入りなさい。風邪を引いたら大変だ」

　ふいに真面まじ目めな顔で見下ろされて、私の鼓こ動どうがなぜかドクン、と高鳴った。

　……どうしてそんな目をするんだ？

　私は彼の目から視線をそらせなくなりながら思う。

　彼の黒い瞳ひとみの中には、とても強く、そしてなぜか労いたわるようなあたたかな光があった。

「……は、離はなしてください」

　言った声が、なぜかかすれてしまう。彼は私の腕を摑む力を強くして、

「君が先だ。ザイーディ一族の次期首領である俺に恥はじをかかせないでくれ」

「恥？」

「いついかなる時もレディーファーストだ。か弱い人を労れない男は……」

「私を……女性扱あつかいするな」

　私の唇くちびるから、別人のようにかすれた声が漏もれた。彼がとても驚おどろいた顔をしていることに気づいて、私は咳払いをする。

「私は男です。レディーファーストの対象には当たりません」

　彼は呆ぼう然ぜんとした顔で私を見つめ……それからとても困ったような顔になる。

「そういう意味ではなかったんだが……俺よりも君の方が華きや奢しやだし……」

　私は彼の言葉を遮って言う。

「妙な心配をしてくださる暇ひまがあったら、一刻でも早くシャワーを浴びて、私を次に入れていただくことを希望します」

「……わかった。君がそう望むのなら」

　彼は言い、まだ何か言いたそうな顔のままでネクタイを解ほどき、濡れたワイシャツを脱ぐ。

　スラックスを脱ぎ、黒いビキニパンツ一枚になった彼を見て、私はまたドキリとする。

　伸のびやかに発達した、完かん璧ぺきな骨格。

　服を着ている時にはスラリと都会的に見えた彼の身体からだは、しなやかな筋肉に覆おおわれていた。

　逞たくましい肩、ギュッと細く引き締しまったウエスト、すらりと伸びた見とれるような長い脚あし。

　そして、夏の少年のように日焼けした、滑なめらかな褐かつ色しよくの肌はだ。

　間近で見る彼の身体は……思わず見とれてしまいそうなほどに美しかった。

　彼が脱いだ服を拾い上げながら、私は彼の身体から無理やりに目をそらす。

　……こんな男の裸はだかを見て、どうしてドキドキしているんだ、私は？

「下着はクリーニングには出しませんから、そこの籠かごに入れてください。私が洗濯します」

「君が？　その美しい手で洗濯を？」

　彼はとても驚いたように言うが、私はその言葉を無視して、脱衣所から廊下に出る。

　なぜか、鼓動が速い。

　……どうしたというんだ、私は？

　私は動どう揺ようしてしまいながら、ふいに、ふわ、といい香かおりがしたことに気づく。

　陽気なレモンとオレンジ、それに混ざる男っぽいムスク。どこかにエキゾティックな香りを沈しずませた……とてもいい香りだ。

　私の鼓動が、ドクン、と一つ跳はね上がる。

　……どこかで嗅かいだことのある……これは……？

　それが、手に持った彼のスーツから香った彼のコロンであることに気づき、私はまた動揺する。

　……そうだ、ドゥバイのホテルで……。

　私は、初めて彼と出会った時のことを思い出してしまう。

　……あんな失礼な男の香りを、どうしていつまでも覚えているんだ、私は？

　私はため息をつき、廊下を歩いてリビングに入る。彼のスーツとワイシャツ、そして自分の濡れた上着を、ランドリーバッグに詰める。

　ソファに座り、フロントに電話をしようと手を伸ばしたところで……。

「ユウリ！」

　いきなり声がして、リビングのドアが唐とう突とつに開いた。驚いて振り向くと、そこには髪かみを濡らし、バスローブを着た彼がいた。

「シャワーを浴びた！　君もシャワーを浴びてくれ！　一刻も早くだ！」

　慌てた声に、私はため息をつく。

「上着が濡れただけだと言ったでしょう？　それより私をユウリと呼び捨てにしないでください」

　私が言うと、彼は叱しかられた大型犬のような顔をする。

「悪かった。怒おこったのか？」

　……まったく、こっちが悪いことをしたような気分になるじゃないか！

　私はため息をつき、

「いいですから。きちんと髪を拭ふいてください。水すい滴てきが床ゆかに落ちます」

　言うと、彼は慌ててタオルで髪を拭く。それから、物もの珍めずらしげにリビングの中を見み渡わたしている。

　私が住んでいるこの３ＬＤＫのマンションは、高校生の時に離り婚こんした両親が、私に与あたえてくれたものだ。父には、浮うわ気き相手どころか隠かくし子までいた。母も父に秘密で長いこと浮気をしていた。両方の事情に気づいていた私はずっとそれで苦しみ……二人は離婚する時に、その償つぐないをするようにしてこの部屋を私に与えてくれた。

　裕ゆう福ふくだったせいもあり、ここはホテル並のサービスの揃そろった、一人で住むには贅ぜい沢たくな高級マンションだ。だが、アラブの大だい富ふ豪ごうの御おん曹ぞう司しである彼には……。

「どうせ『素す敵てきなクローゼットだ。だが部屋はどこかな？』とか言うんでしょう、王子様」

　私の皮肉に、彼はなぜかとても真面目な顔でかぶりを振った。

「いや……君はとてもセンスがいいなと思って。だが……」

　彼は、余計なものが一いつ切さいないリビングを見渡しながら言う。

「どうして、こんなに寂さびしそうな部屋なんだろうな」

　彼の言葉に私は驚き、そして苛いら立だちを感じる。

　……なんなんだ、それは？

　……なんでも持っているアラブの王子様に、いったい何がわかるというんだ？




　　　　＊




「この部屋をお使いください。慣れない布ふ団とんでは寝ねづらいかもしれませんが、ソファで寝るよりはマシでしょう」

　和室に客用の布団を敷しき、私はアシュラフに言う。楽しそうにそば殻がらの枕まくらを検分していた彼は、

「一いつ緒しよに寝てはくれないのか？」

　アシュラフのふざけた言葉に、私は眉まゆをつり上げてみせる。

「子供じゃあるまいし、なにをふざけたことを……」

「子供じゃないから、一緒に寝たいんじゃないか」

　アシュラフはさらにふざけたことを言い、私の方に手を伸ばしてくる。

「一緒に寝よう、ユウリ。そうすれば寂しくないぞ？」

「ユウリと呼ばないでくださいと言ったはずです。また平手でぶたれたいのですか？」

　私が手を振ふり上げると、彼は降参、というように両手を差し上げる。

「わかった、わかった。こんな誘さそい方じゃダメなんだな、ミスター・コバヤシ？」

　可笑おかしそうに言う彼に、私には大きかった予備のパジャマを押しつける。

「さっさと寝たらどうです？　おやすみなさい」

　言い捨てて和室を出て、後ろ手にパン！　とふすまをしめてやる。

　……大富豪ザイーディ一族の次期首長で、しかもあの顔とあのスタイル。王子様に憧あこがれて彼に言い寄る女性は数知れないだろう。

　……だからと言って、誰だれでも自分の思い通りになるなんて、思うな。

　……冗じよう談だんで男を口説くなんて許せない。

　私の中に、ふつふつと怒いかりが湧わいてくる。

　……私は、男性であるあの人を愛してしまったことで、こんなに苦しんでいるというのに。

　ふいに、アシュラフが言った『寂しそうな部屋』という言葉が蘇よみがえってくる。

　私は廊ろう下かを歩き、リビングへのドアを開く。

　贅沢な大理石の床。三メートル五十はある高い天てん井じようからの間接照明。アールを描えがいた窓の外には東京の夜景が広がっている。

　カッシーナから取り寄せた高価な白しろ革かわのソファ。デザイナーもののガラスのローテーブル。ニュースと株式動向しか観みることのないプラズマテレビ。広々とした部屋にあるのは……それだけだ。

　カウンターを隔へだてたところにあるキッチンも、シミ一つなく完璧に美しい。

　まるでインテリア雑誌の一ページのようにリッチだが、たしかにこの部屋には人の気配がない。

　……だから、どうしたというんだ？

　私はリビングを横切りながら、また理解不能な苛立ちを感じる。

　……完璧に清潔で、一切無む駄だのない空間が、私は好きなはずじゃないか。

　リビングの奥にあるのは、私の寝しん室しつとして使っている部屋。

　私は扉とびらを開け、部屋の中を見渡す。

　深い色のフローリング。窓には同じ色のウッドブラインド。シックな木のヘッドボードのある、カッシーナのセミダブルベッド。アンティークのライティングテーブル。ホテルの一室のようにきちんと片づけられたベッドルームには……やはり不思議なほどに人の気配が感じられない。

　……いつも暮らしている場所じゃないか。

　私は部屋を見回しながら思う。

　……今日はどうして、こんなに寂しい場所に思えるんだろう？

　リビングの向こう側、アシュラフのことをふいに思い出す。

　彼は初めて見るらしい日本の和室を面おも白しろそうに見て回った。

　障子を開き、床とこの間の掛かけ軸じくをまくり上げ、そば殻の枕をバスケットボールのように放ほうり投げて楽しそうに弄もてあそんでいた。

　私には、気安く泊とまり合うような友人はいない。両親のどちらかが泊まりに来る時のために客用の布団は用意してあったが、お互たがいのパートナー、そして本当に愛する人との間に生まれた新しい子供のことで頭がいっぱいの彼らは、たまに義理のように電話を寄よ越こすだけで、泊まりに来るどころかこの部屋を訪ねてきたことすらない。

　……子供じゃあるまいし、なんの不満もあるわけがないのに。
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　ベッドに入り、明かりを消したはいいが、私はどうしても寝付けなかった。

　もともと神経質で寝付きのいい方ではない。このところ、忙いそがしいせいかなかなか眠ねむれず、眠れたとしてもとても眠りが浅い。

　そのうえ、リビングを隔てた向こうには、あの男がいる。

　……ああ、どうしてあんな男を部屋に泊めてしまっているんだろう、私は？

　……まさか、さすがのあのバカ王子でも、男の寝込みを襲おそったりはしないだろうが……。

　思った時、扉の向こう、遠くで和室のふすまが開いた音がした。

「……え？」

　誰かがリビングの床を踏ふんで歩いている音がする。

「……まさか、ね」

　私は一いつ瞬しゆん身体からだを硬かたくしてから、ため息をついて目を閉じる。

　……きっとのどの渇かわいた彼が、水でも飲みに来ただけだろう。ミネラルウォーターなら冷蔵庫にたくさん入っているし、きっと勝手に……。

　思うが、足音はキッチンの方には向かわずに、こちらに真っ直すぐに向かってくる。

　……まさか……！

　私が息を殺していると、カチャ、という微かすかな音と共にベッドルームのノブが回った。

　……なんてことだ……！

　リビングからの月明かりが、ベッドの上に差し込む。そして扉が開いたのが解わかる。

「鍵かぎをかけないなんて、不用心だよ、ミスター・コバヤシ。それとも誘っている？」

　暗がりに響ひびいた声は、もちろん、あのアシュラフのものだ。

　ベッドルームに入ってくる足音がする。

　足音を忍しのばせもしないその悠ゆう々ゆうとした様子が、私の神経を逆なでする。

　……まったく、どういう男なんだ！

　私は目を閉じて寝息を立ててみせ、彼が近づいてくる気配を探さぐる。

　キシ、と微かな音を立ててベッドが揺ゆれる。

「睫まつ毛げがとても長いんだな。目を閉じたところは、本当に可愛かわいい」

　ふわりと風が動き、彼のコロンの香かおりがする。

　近づいてくる彼の体温を感じて、私の鼓こ動どうがなぜか速くなる。

　……男に夜よ這ばいされて、動どう揺ようしてどうするんだ？

　私は自分を叱しかりつけ、反はん撃げきのタイミングを待ち……。

「……ユウリ。これは、襲ってもいいということ？」

　彼の手が、私の布団に触ふれたか触れないかの瞬間……。

「いいわけがないでしょう！」

　私は布団を跳はね上げて身を翻ひるがえし、彼をベッドの上にうつぶせに押おし倒たおす。

　彼の背中に肩かたを乗り上げ、全身の体重をかけて押さえ込む。

「この最低男。このまま縛しばり上げて船便でドゥバイに送って差しあげましょうか？」

　耳元で囁ささやくと、彼は感かん嘆たんしたような声で、

「へえ。綺き麗れいな顔をして、けっこう強いんだな」

「護身用に、多少の武道は嗜たしなんでおります。学生時代は国際試合に出たこともあります」

　私は言って、彼の肺の上にグッと体重をかけてやる。彼は一瞬息を詰つまらせ、それから可笑しそうに、

「そんな強い君も素す敵てきだ。だが……」

　勢いをつけて下から跳ね上げられ、身体が一瞬、ふわりと宙に浮うく。

「力なら、俺の方が上かな？」

　驚おどろく暇ひまもなく形勢が逆転し、気がつくと、私はベッドに仰あお向むけに押さえ込まれていた。

「別に、襲いかかるつもりじゃなかった。君が泣いていないか心配になっただけだ」

　唇くちびるが触れそうなほど顔を近づけられて、私の鼓動がなぜか速くなる。

「噓うそをつきなさい。大型犬のような無む邪じや気きな様子で警けい戒かい心しんを解き、こうやって夜中に狼おおかみになるのがいつものテなんでしょう？　この遊び人」

　私が吐はき捨てるように言うと、彼はなぜかうっとりとした顔で私を見下ろす。

「君の美しい声で言われると、冷たい言葉も天使の囁きのように聞こえてくる」

　セクシーに顰ひそめられた声に、なぜか頰ほおが熱くなる。

「さっさとどかないと、ひどい目に遭あいますよ」

　精いっぱいの強さで睨にらみ上げるが、彼は恐おそれる様子もなく微ほほ笑えむ。

「ザイーディ一族の男は、誇ほこり高く、戦せん闘とう的だ」

　彼のエキゾティックな美び貌ぼうが、ゆっくりと近づいてくる。

「そして俺はザイーディ一族の次期首長。欲しいものはどんなことをしてでも奪うばい取る」

　彼の甘い吐と息いきが、私の唇をそっとくすぐった。

「君を奪いたい。君が、欲しいんだ」

　囁いて……彼の唇が、私の唇にキスをする。

「……愛してるんだ、ユウリ」

　獰どう猛もうな言葉に似合わない、胸が痛くなるような切ない声。

　そっと触れ、離はなれ、またそっと触れてくる。

　不思議と淫みだらさのない、少年のそれのような軽いキスに、心がズキリと痛んだ。

　……ああ、どうしてこんな最低の男に……。

　彼の唇が、見た目よりも柔やわらかく、私の唇をしっとりと包み込んでくる。

「……ん……っ」

　私の身体が、なぜかツキン、と甘く疼うずいた。　>>>♥

「……んん……っ」

　肩を押さえつけていた彼の力が、ふいにゆるむ。私の身体を愛いとおしげに抱だきしめてくる。

　逃にげなくては、と思うが……キスを深くされて、身体が甘く痺しびれて動かない。

「……ん、んん……っ」

　何度も何度もキスを奪われ、鼓動だけが、速くなってくる。

「……んん……あっ……」

　彼の唇がゆっくりと離れ、私の唇から、勝手に切なげな声が漏もれた。

　アシュラフの黒い瞳ひとみに、とても愛おしげな優やさしい光が宿る。

「可愛い、ユウリ。どんな人よりも」

　彼が手を上げ、私の頰をそっと指先で撫なでる。

「頰が赤い。キスがもっと欲しいんだね。それなら……」

　パン！

　自由になった私の右手が、彼の頰に激しい平手打ちを喰くらわせた。

　彼が動揺した隙すきに、彼の身体の下から滑すべり出る。

「私を名前で呼ぶなと言ったはずです、ミスター・ザイーディ」

　ベッドサイドの椅い子すに掛けてあったバスローブの腰こし紐ひもを取る。

「え？」

　目を丸くしている彼の両手首を摑つかみ、一つに縛る。

　両手をまとめて頭の上に上げさせ、紐の余った部分でベッドの枠わくにくくりつける。

「君が、こんなサディスティックな趣しゆ味みの人だったなんて」

　アシュラフは驚いた顔で言い、それから可笑おかしそうに笑う。

「そういうのが好きなら、とことん付き合うけれど？」

　彼の余よ裕ゆうの態度が、私の神経を逆なでする。

「そんなにここが気に入ったのなら、今夜はここで寝ねてください」

「一いつ緒しよに寝ることを、許可してくれるのか？」

「まさか」

　私は立ち上がり、情けなく両手を上げたまま縛られている彼を見下ろす。

「私はもちろん、あちらの布ふ団とんで寝ます。一晩中、その格好で反省してください」

「ミスター・コバヤシ？　それは冗じよう談だんだろう？」

「いいえ、本気ですよ。……おやすみなさい。ミスター・ザイーディ」

　私は言い捨てて、目を丸くしている彼を置いてベッドルームを出る。

　……あの男、絶対に許さない……！

　リビングを突つっ切りながら、私は拳こぶしを握にぎりしめる。

　……男である私に、あんなキスをするなんて……！

　唇に触れた彼の唇の感かん触しよく、そしてとても切なげだった囁きを思い出す。

　頰が、いきなりカアッと熱くなる。

　……しかも、どうして赤くなるんだ、私は……？





　　アシュラフ・アル・ザイーディ







「……おやすみなさい、ミスター・ザイーディ」

　彼は凍こおり付きそうな冷ややかな目で俺を見下ろし、それからクルリと踵きびすを返す。

　優ゆう雅がな足取りでベッドルームを横切って、もう振ふり向かないままに部屋を出ていく。

　バン！

　落ち着き払はらった仕草の割に、ドアが乱暴に閉められる。

　……キスで、あんなに動揺するなんて。

　俺は閉まったドアを見つめて思う。

　……まったく。綺麗なだけじゃなくて、本当に可愛い人だ。

　俺は、両手首を縛られベッドにくくりつけられた自分の格好が可笑しくて思わず笑う。

　……俺は、獰猛なことで有名なアラブの民たみ、世界中にその名を知られたザイーディ一族の次期首長だぞ？

　……その俺を、こんなふうに縛り上げることのできる人間が、この世界にいるなんて。

　さっき奪った彼の唇の感触が、鮮あざやかに蘇よみがえる。

　怜れい悧りな見かけに似合った、美しい形の唇。とてもつれない言葉ばかりを言うその唇は、しかし触れてみると、マシュマロのようにふわりと柔らかかった。

　キスを繰くり返すと、すぐに熱くなり、蕩とろけそうに従順になった。

　思い出すだけで、鼓動が速くなってくる。

　……まったく、なんて魅み力りよく的な人なんだろう。

　俺は愛おしさに胸を熱くしながら、手首を動かしてバスローブの紐の結び目をゆるめる。

　俺にあんなにＳＰがつけられているのはダテではない。

　俺は、今までに数え切れないほど誘ゆう拐かい未み遂すいに遭あい、数え切れないほど狙そ撃げき手しゆに狙ねらわれた。

　今までに二度ほど誘拐され、一度は弾たまが肩かたに命中した。

　俺は、小さな頃ころから護身術や狙撃を徹てつ底てい的に叩たたき込まれてきた。

　誘拐された時には彼らを自力で倒たおし、狙撃された時には護身用の銃じゆうで狙撃手を撃うち返してやった（どちらも命だけは助けてやったが）。

　半死半生で倒れるテロリストたちの中に立つ私を見て、警官たちすら本気で震しん撼かんしたらしい。

　今ではアラブ圏けんの情勢は安定し、誘拐事件も狙撃もほとんどなくなったのだが……今でも半はん端ぱな国の特とく殊しゆ部隊の人間よりは、よほど使える人材だと思う。

　……その俺に、こんな縛しばりは、まったく効かないんだが。

　俺は笑ってしまいながら、バスローブの紐をスルリと解ほどく。

　怒おこった顔をしながらも、彼は俺の手首が鬱うつ血けつしないようにかなり縛る力を加減してくれていたようだ。

　……まったく。本当は優しいくせに。

　俺は思わず微ほほ笑えんでしまいながら、バスローブの紐を床ゆかに落とし、ベッドに横たわる。

「……おやすみ、ユウリ」

　俺は彼がいるはずの部屋の方を向いて、小さく囁ささやく。

「……愛しているよ、いい夢を」

　柔らかな枕まくらに頰ほおをうずめると、微かすかに彼のコロンの香かおりがした。

　俺は彼の芳かんばしい香りに包まれて……とても幸せな気持ちで目を閉じる。




　　　　＊




「……あ、いつの間にか解いている」

　聞こえてきた呟つぶやきに、俺はゆっくりと目を覚ます。

　目を開けると、そこには朝の光に照らされた、美しい女め神がみのような彼が……。

「おはよう……夢みたいだ」

　俺は起きあがり、思い切り伸のびをしながら言う。

「目を覚ますと、こんなに美しい君がそばにいるなんて。……本当は、寝顔も見られると良かったんだが」

　彼はとても嫌いやそうな顔をしてみせ、それからベッドの脇わきの椅子に、綺き麗れいにクリーニングされた俺の服を積み上げる。

　ビニールにくるまれたスーツの上に、小さな布が畳たたんである。

　綺麗にアイロンのかけられたハンカチと、昨日脱ぬいだ俺のビキニパンツだ。

「君が洗ってくれたのか？」

　言うと、彼は恥はずかしさをごまかすように眉まゆを寄せる。

「できれば、他人の下着になど触ふれたくありませんでしたが」

「純情なんだな」

　俺が言うと、彼はさらに怒った顔をして、

「グダグダ言わずにさっさと着き替がえていただけますか？　あと一時間で私は会社に行かなくてはいけません。あなたも一緒に出てください」

「出る？　どうして？」

　俺があくびをしながら言うと、彼は苛いらついたように、

「お帰りくださいと言っているんです。国に連れん絡らくを取れば、ＳＰや秘書たちがどのホテルにいるかがすぐにわかるでしょう？　東京中の有名ホテルに片かた端はしから電話をしてもいい。ともかく、さっさと彼らのところに帰ってください」

「ああ……昨晩はひどい夜だった。手首を縛られていたせいで痛くて眠ねむれなかったし」

　俺は応こたえずに、わざとらしく手首をさすりながら言ってやる。

　彼はギクリと身を震ふるわせる。

「それは……あなたが悪いんです。私にあんなことをするから……」

　つれないことを言うが、その声はとても後ろめたそうだ。

「腹が減ったなぁ。寝ね不ぶ足そくの上に空腹では、とても行動できそうにない」

　言って顔をチラリと見てやると、彼はなんだかとても悔くやしそうな顔をして、

「わかりました。朝食を準備します。それでいいですか？」

「君の手料理が食べられるなんて、このうえない幸運だ」

　俺がとても嬉うれしくなりながら言うと、彼は苛立たしげなため息をついて、

「普ふ段だんほとんど家では食べませんので、たいしたものはできません。それでもよろしいですか？」

「もちろんだ！　水と乾かわいたパンだけでも文句は言わないよ！　麗うるわしい君が準備してくれることが俺は嬉しいんだ！」

「文句は言わないでくださいね」

　彼は言って、部屋から出ていく。

　彼の手は、見るからに苦労知らずの人のそれで、白く、柔やわらかかった。

　きっと料理などほとんどしたことがないだろうな、と思う。

　もしも本当にカチカチのパンと水だけだったとしても、絶対に文句など言わない、と思いながら、俺は服を着た。

　……しかし。

　ダイニングテーブルに用意されていたのは、驚おどろくような朝食だった。

　金色に焼き上げられた、バターの香りが立ち上るチーズオムレツ。

　新しん鮮せんな生野菜をたっぷりと盛り付け、卵の黄身を散らしたミモザサラダ。

　手作りらしいクルトンとパセリの散らされた、滑なめらかなコーンスープ。

　バターと蜂はち蜜みつが添そえられ、ふんわりと湯気を立てている、柔らかな白パン。

　そして、どんな高級ホテルで飲んだものにも負けない、本当に美味おいしいコーヒー。

「美味しい。本当に美味しいよ、ミスター・コバヤシ」

　俺は、むさぼるように食べながら彼に言う。

　昨夜ゆうべは飛行機の中で食べた軽食だけで腹が減っていたせいもあるが……そうでなくても彼の料理は本当に美味しかった。

「君は料理の天才だ。オムレツも、サラダも、スープも、パンも素す晴ばらしい。そして」

　俺は、コーヒーの注がれたマグカップを持ち上げて言う。

「こんな美味しいコーヒーは、世界中のどこに行ってもなかなか飲めない。今までのベストはブラジルにあるうちの系列のホテル『ヴィッラ・カリオーカ』のコーヒーだったが、それを抜ぬくかもしれないぞ」

　俺はコーヒーをゆっくりと味わって、

「どこの豆を使っている？　俺の屋や敷しきのシェフにも真似まねをさせたいくらいだ」

　彼の冷れい淡たんな顔に、一いつ瞬しゆんだけ眩まぶしそうな表情がよぎる。

　それはまるで、照れているかのような……？

「コロンビアのギルベール農園というところから空輸で取り寄せている豆です。焙ばい煎せんは自分でやります。少し深めに煎いるのがコツです」

　彼は無表情な顔で朝食を食べながら、しかし親切に教えてくれる。

「すごいな。自分で焙煎から？」

「ええ。イタリアにいるころからやっていました。あの頃は海外事業部だったのでコーヒーをいれる必要はなかったのですが、サルヴァトーレ・バスティス社長が……」

　彼は言いかけて、ふいに言葉を切る。

「サルヴァトーレ・バスティス？」

　ふいに出てきた名前に、俺は少し驚く。

「ジャンニ・バスティスの父上だろう？　君は彼のもとで働いていたのか？」

　俺の問いに、彼はなぜか顔をこわばらせたままで答えようとしない。

「どうかしたのか？」

「……タクシー代はお貸しします」

　彼はふいに言い、そしていきなり自分の分の食器を持って立ち上がる。

「私が帰ってくるまでに、ここを出て行ってください」

「どうしたんだ、急に？」

　彼はなぜか目をそらしたままで食器をキッチンに運び、ダイニングに戻もどってきて鞄かばんの中から財さい布ふを取り出す。そして財布に入っていた札をすべてつかみ出した。

　その札と、一つの鍵かぎを、テーブルの上に乱暴に置く。

「もしも足りなければ、あちらで誰だれかに払はらってもらってください」

「待ってくれ。財布の中身を全部置いていってしまったら、君が……」

「定期で行けます。合い鍵を置いていきますので、鍵をかけて外からポストに入れてください」

　彼は俺の顔を見ないままで踵きびすを返し、そのままダイニングを出て行ってしまう。

　廊ろう下かの向こうでドアが閉まる音がする。

　俺は呆ぼう然ぜんと座ったまま、一人取り残される。

　……彼の目がうっすらと潤うるんでいたように見えたのは……気のせいだろうか？





　　小林優悧







　……私は、なんて大人おとな気げないんだろう？

　私は、朝からずっと、そのことを思い悩なやんでいる。

　コーヒーを褒ほめられて、ふいにサルヴァトーレ氏のことを思い出してしまった。

　私が愛飲しているあの豆を教えてくれたのは、サルヴァトーレ氏だった。あの豆は深煎りにするととても美味しいことを教えてくれたのも。

　とてもグルメだった彼は、イタリア本社秘書室のメンバーがいれたコーヒーを実は気に入っていなかった。もちろん、文句を言うような人ではなかったのだが。

　残業の時、彼がこっそり自分でコーヒーをいれているのを見てしまったことがあり、それは二人だけの小さな秘密になった。

　彼は私にコーヒーをいれることを強要したりはしなかったが、私は彼が残業をしている時にはさりげなく自分も残り、彼にコーヒーをいれた。

　彼は私のいれたコーヒーをとても褒めてくれ、君は天才かもしれない、とよく言ってくれた。

　……そんなことをいまさら思い出してどうするんだ？

　私は思いながらマンションのエントランスロビーを抜け、エレベーターに乗り込む。

　上のボタンを押しながら、アシュラフはちゃんとＳＰたちに合流できただろうか、と思う。

　ふいに、『美味しい』と言ってくれた時の彼の顔が脳のう裏りをよぎり、私はドキリとする。

　なんの屈くつ託たくもない、とても眩まばゆかったその笑え顔がお。思い出すと、なぜか、胸が高鳴る。

　……何をドキドキしているんだ、私は？

　エレベーターが私の部屋のあるフロアに到とう着ちやくし、ため息をつきながらそこから降りる。

　……あれだけ冷淡にしたんだ。もういい加減、私につきまとうのはやめてくれるだろう。

　心の中にふいに不思議な寂さびしさが湧わき上がり、私は驚いてしまう。

　……どうしたというんだ？

　……あんなムカつく男、いなくなってくれてせいせいするはずなのに。

　思うが、なぜか心の中に、冷たい風が吹ふき抜けるような気がする。

　……この気持ちは、いったいなんなんだ？

　私は思いながら廊下を歩き、書類鞄から部屋の鍵を取り出す。

　それを鍵かぎ穴あなに入れようとして……ふと気づく。

　ドアスコープから、光が漏もれている。

　……まさか……！

　私は鍵を開けずにノブを回し……ドアが開いたことに驚いてしまう。

　玄げん関かんに入った私は、リビングから明かりが漏れていることに気づいて呆然とする。

　……まさか……？

　小走りで廊下を抜け、リビングへのドアを勢いよく開く。

　どうしてまだここにいるんですか？　と怒ど鳴なろうとして……リビングに誰もいなかったことに、なぜかとても落らく胆たんする。

　……あの男、電気をつけっぱなしで、しかも鍵もかけずに帰ったんだな？

　私は思い、憤ふん然ぜんとため息をつく。

　……まったく。どうしようもないバカ王子だ！

　ふいに、がらんとした部屋がとても寂しいものに思えてくる。

　……どうしたんだ、私は？

　……一人でいるのが寂しいなどと思ったことは、一度もなかったはずじゃないか。

　しかし、不思議な寂せき寥りよう感は、私の心をジワジワと侵おかしてきて……。

　……残業をしてくるんだった。

　私はふいに思う。

　……一人でこの部屋にいることに、耐たえられない……。

　……ああ、いったいこの気持ちは……。

「はああ～、よく寝ねた！」

　いきなり響ひびいた能天気な声に、私は驚いて硬こう直ちよくする。

　……え……？

　こちらに背を向け、窓側に向けてある大きなソファ。

　その向こうに、見覚えのある人ひと影かげが起き上がる。

「お帰り、ユウリ。お仕事お疲つかれさん！」

　そこにいたのは……アシュラフだった。

「ど……どうしてここに？」

　私が言うと、彼はその顔にのんきな笑みを浮うかべて言う。

「いや～、寝過ごした」

「はあ？」

「一日も二日も同じだろう？　もう一晩泊とめてくれ」

　私は呆然とその言葉を聞き……それから深いため息をつく。

「今日はとても忙いそがしかった。とても疲れました。もう、あなたと言い合う気力もない」

　私が言うと、彼は楽しそうに笑う。

「よく働くのはいいことだ。お風ふ呂ろに入っておいで。……ああ、そうだ、一つ頼たのみがあるんだ」

「なんでしょう？」

「コンピュータを貸してくれないか？　本社に送らなくてはならない急ぎのメールがあるのを忘れていたんだ」

　彼は少し慌あわてた様子で言う。

　こんな顔をするところを見ると、本当に急ぎの用事なのだろう。

「まったく、なんて図ずう々ずうしい人なんでしょう、あなたは」

「そこが可愛かわいいと言ってくれる人も多いぞ。君もそう思うだろう？」

「いいえ、まったく」

　私はため息をつき、自分の部屋に入って荷物を置く。モバイル・コンピュータを持ってリビングに戻り、それをソファの前のローテーブルに置く。

　ディスプレイを開いて電源を入れ、無線ＬＡＮ経由でインターネットに繫つないでやる。

「どうぞ。できればこれで迎むかえを呼んでいただければ嬉うれしいのですが」

「おあいにく様。俺がアドレスを覚えているのはドゥバイの本社だけだ」

　彼は可笑おかしそうに笑いながらコンピュータの前にあぐらをかいて座る。

「君の仕事に関するデータを開いたりはしないから、安心してくれ」

　妙みように真しん剣けんな声で言われたその言葉に、私は肩かたをすくめてみせる。

「ライバル会社の社長に、データの入ったマシンなど貸したりしません。見られて困るものは入っておりませんのでご自由にお使いください」

　私はアシュラフがキーを叩たたき始めるのを見て、ため息をつく。

　……ああ、どうしていつのまにか、彼のペースに巻き込まれてしまうんだろう？




　　　　＊




　シャワーから上がった私は、バスタオルで身体からだの水すい滴てきを拭ふき取り、いつものようにバスローブを着て……ハッとする。

　……そうだ、一人ではないんだ。

　脱だつ衣い所じよの鏡に映っているのは、眼め鏡がねのない、いつもとはまったく違ちがって見える自分。

　近視のせいか、潤うるんでどこか焦しよう点てんの合わない目。

　少しはだけた襟えり元もとから覗のぞく、桜色に上気した胸むな元もと。

　濡ぬれて艶つやの増した髪かみが、額や首筋に張り付いて……妙に淫みだらに見えて……。

　私の頰ほおが、ふいに熱くなる。

　私はきつく眉まゆを顰ひそめながらバスローブの襟元をかき合わせ、濡れた髪を乱暴にタオルで拭く。

　……畜ちく生しよう、どうしてこんな窮きゆう屈くつな思いをしなくてはならないんだ？

　私は苛いら立だちのため息をつき、バスルームのドアを開く。

　……あの男、明日になったら絶対に追い出して……。

「すまない！」

　廊ろう下かに出た私は、いきなり至近距きよ離りで叫さけばれて驚おどろいて後ずさる。

「なっ？」

　バスルームから出たすぐの廊下に、なぜかアシュラフが立っていた。

「な、何をしてるんですか！」

　一いつ瞬しゆん、シャワーを浴びるところを覗かれていたのか、という考えが頭をよぎり、私は思わず混乱する。

　一人暮らしに慣れていて、バスルームに鍵かぎをかけていなかった。

　私のナマ白くて貧ひん弱じやくな身体を、面おも白しろ半分に彼に見られるなど、我が慢まんできない。

　……いや、まさか。

　……私は妙みよう齢れいの女性ではない。いくらこのバカ王子でも、そんなことをするわけが……。

「すまない！　大変なことをしてしまった！」

　彼はもう一度叫んで、私に頭を下げる。

　……この男、まさか本当に覗いていたのか……？

　私が怒鳴りそうになった時、彼はすまなそうな顔で私を見ながら言う。

「会社に向けて急ぎのメールを送ったんだが、その返信だと思い込んで、君宛あてに来たメールを開けて、そして読んでしまったんだ」

「メール？」

　私はため息をついて、

「別にいいですよ。社内機密に関するメールは家では受け取りませんし、私信も……」

　言いかけて、あることに気づいてハッと息をのむ。

　……今日は……？

　全身から、サアッと血の気が引いていくのを感じる。

　……金曜日だ……！

「差出人は……企き業ぎよう名めいではなく、個人名でしたか？」

　私の声が、思わずかすれてしまう。アシュラフは、

「ああ。秘書からだと勘かん違ちがいした。つづりが似ている人間がいて……」

　私は彼を押しのけるようにして、リビングに駆かけ込む。

　個人名のメールは、あるアドレスからのもの以外はすべて会社のコンピュータに転送するように指定した。ということは……。

　私は、メールソフトが開いたままになっているモバイル・コンピュータを、慌てて覗き込む。

　……やはり……。

　差出人は、サルヴァトーレ・バスティス。

　アシュラフが読んだのは……私が毎週心待ちにしていたサルヴァトーレ氏からのメール。

　……彼からのメールがある日なのを、忘れていたなんて。

　……私はどうかしている！

　私は混乱してしまいながら、慌ててメールソフトを閉じ、コンピュータの電源を切る。

　鼓こ動どうが、壊こわれそうなほど速い。

　……よりにもよって、彼からのメールを他人に見られてしまうなんて。

　彼からのメールはきっと、いつものように、誰だれに読まれても差しさわりのない、紳しん士し的なものだっただろう。

　私はディスプレイを閉じながら、ふいに泣いてしまいそうになる。

　……だが、あれは、今の私にとって、とても大切なもので……。

「まるで、恋こい人びとからのメールを読まれてしまったかのような顔だ」

　リビングに声が響ひびき、彼のことなどすっかり忘れていた私は、本気で驚く。

「差出人は……そういえば、サルヴァトーレ・バスティス氏だった」

　彼の声に、私はギクリとする。

「上司の父親からのメールに、どうしてそんな顔をする？　そういえば今朝も彼の名前が出た時から少しおかしくなった」

　いぶかしげな顔で言われたその言葉に、私は硬こう直ちよくする。

「まさか、サルヴァトーレ氏のことが……好きなのか？」

「……あ……っ」

　……何か言わなくては！

　……そんなことがあるわけがない、ときちんと否定しないと……！

　思うが、頭が真っ白になって、何も言葉が出てこない。

「そうなんだな？」

「……ち、違う！」

　私の唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。

「そんなわけがないじゃないですか！　私はただの一いつ介かいの秘書で、彼はバスティス・グループ財ざい閥ばつの前ぜん総そう帥すいでもある偉い大だいな人で……！」

　アシュラフは、その男っぽい眉を寄せ、黙だまったままで私の顔を見つめる。

「彼が私にメールをくれるのは、ジャンニ社長のことを心配しているだけなんです！　本当に、それだけで……！」

「言えば言うほど、肯こう定ていするのと同じだ。本当に噓うそのつけない人だな」

　アシュラフが、なぜかとてもつらそうな声で言う。

「ジャンニがライバルかと思ったが……まさか、そんなところにライバルがいるなんて」

　彼の言葉に、焦あせった私は思わず拳こぶしを握にぎり締しめる。

「何がライバルですか！　私はあなたに特別な感情など少しも抱いだいていません！」

「ということはサルヴァトーレ・バスティス氏には特別な感情を持っているということだな？」

　私は一瞬ドキリとするが、否定し続けるしかない、と思う。

「違うと言っているでしょう！」

「君と彼では歳としがまったく違う。しかも彼はゲイではないだろうし……」

「私にもそれくらい解わかっています！　だがどうしようもないんです！」

　一番言われたくないことを言われてしまった私は、思わず逆上して叫んでしまう。

　アシュラフは、とても苦しげな顔をする。

「……いつも冷静に見える君が、彼のことだとそんなに取り乱すのか……」

　彼の唇から漏れたのは、どこかがとても痛んでいるかのような、かすれた呟つぶやき。

「……え？　あっ！」

　彼の手が、いきなり私の二の腕うでを摑つかんだ。

「こんなに愛してしまった君が、泥どろ沼ぬまにはまっていくのを、黙って見てはいられない」

　……泥沼……？

　私の心が、その言葉に反応して、ズキリと痛んだ。

　……いけないとずっと解っているのに、どうしても抜ぬけられない。

　……叶かなわないと解っているのに、どんどん想おもいは深くなる。

　……この気持ちは、きっと、彼の言うとおりの泥沼……。

　私は、自分の心の中を検証する。

　サルヴァトーレ氏が、好きだ。

　だが、彼は大だい富ふ豪ごうで、同じ男性。彼がいくら独身だといっても絶対に結ばれることはできない。

　絶対に叶わない恋に身を焼くのは、つらく、苦しく、怖こわいほど孤こ独どくだ。

　……このままでは、私はどこかが壊れてしまうかもしれない。

　私はふいにそう思う。

　……だが……。

　私の中の苦しさが、アシュラフに対する激しい怒いかりにジワジワと代わってくる。

　……私のことなど何も知らないくせに、この男は、どうしてそこまで私の心を暴あばこうとする？

「本当はとても苦しいんだろう？　このままでは……君が壊れてしまう」

　彼の口調は、私を本気で心配しているように聞こえて……私の心が揺ゆれる。

　そしてその心の揺れが、さらに私の怒りをかき立てる。

　……まるで、本気で相手のことを心配しているかのような、そんな真しん摯しな顔だ。

　……これはきっと、彼が落とそうと思った相手に使う、いつものテクニックなんだ。

　……彼は何もかも持っているアラブの王子様だ。

　……だからこんな私を本気で好きになることなんか絶対になくて……。

「……放ほうっておいてください」

　私の唇から、怒りにかすれた声が漏れた。

「……私が誰を愛していようと、これからどんなふうに壊れてしまおうと……あなたにはまったく関係ありません」

「なぜわかってくれないんだ？」

　彼の瞳ひとみに、いきなり燃えるような怒りがひらめいた。

「君の運命の人は、俺なんだ。俺以外の、誰でもないのに」

　彼が言い、一歩踏ふみ出して……。

「え？　あっ！」

　いきなり腕に抱だき上げられて、私はとても驚おどろいてしまう。

「何をするんですか？　下ろしてください！」

　暴れる私を悠ゆう々ゆうと抱いたまま、彼はリビングを横切る。

「……俺は手がふさがってる。君がベッドルームのドアを開けるんだ」

　彼の唇から、まるで別人のような低い声が漏れた。

　驚いて見上げると、彼の目は、まるで獲え物ものに牙きばを立てる前の肉にく食しよく獣じゆうのように獰どう猛もうな光を浮うかべていた。

「開けないのなら床ゆかで抱く。それとも立ったまま貫つらぬかれるのが好みか？」

　彼の言葉に、私は本気で驚いてしまう。

「待ってください！　私はあなたに抱かれる気などありません！」

　彼の顔に、さらに激しい怒りが走った。

「畜ちく生しよう！　どうしてわかってくれないんだ！」

　彼は大声で叫さけび、そしていきなり私のベッドルームのドアを蹴けった。

　バアン！

　彼の恐おそろしいほどの脚きやく力りよくの前に、安やす普ぶ請しんではないはずのこの部屋のドアが、あっさりと壊れて開いてしまう。

「……口で言ってもわからないなら、身体からだに教える」

　私を見下ろして、彼が低い声で囁ささやく。

「君を抱く。君の身体が、俺に屈くつ服ぷくするまでだ」

　私の背中に、ふいにゾクリと戦せん慄りつが走る。

　今まで命知らずにも同等に扱あつかっていた彼が、世界中から恐れられているあのザイーディ一族の次期首長であることを、いやおうなしに思い出す。

　激しい怒りに唇を引き締めた彼は、恐ろしいほどに強い金色のオーラを発していた。

　……彼の一族の人々が、彼を畏い怖ふし、それと同時に身も心も捧ささげるほど敬愛している理由が、少し解る。

　私は、怯おびえると同時に、見下ろしてくる彼の顔に思わず見とれてしまう。

　……こんな顔をした彼は……。

　私は、呆ぼう然ぜんと彼の顔を見上げたままで思う。

　……なんて、セクシーなんだろう……。

　なぜか鼓こ動どうが速くなり、私は自分の反応に動どう揺ようする。

　……いったいこれはなんなんだ？

　彼は私を抱いたまま部屋を横切り、私の身体をベッドの上に下ろす。

「私を、力ずくで強ごう姦かんする気なんですか？」

　私の唇から、かすれた声が漏れた。

「あなたなんかを部屋に入れたのが間ま違ちがっていた。あなたは最低の男だ」

　私を見下ろしてくる彼の顔は、なぜかとても悲しげだった。

「なんと言われてもいい。君の心が欲しい」

　彼の言葉が、私の心を深くえぐる。

「あなたは、大富豪のアラブの王子様で、どんなものでも持っている。私の心など欲しいなどと思うわけがありません」

　私の言葉に、彼はとても思いつめた表情でかぶりを振ふる。

「ザイーディ一族に生まれた俺には、恋こいをする権利すらないというのか？」

　彼の真摯な言葉に、なぜか私の心がズキズキと甘く痛んだ。

　……いったいどうしたというんだ、私は？

「君に惚ほれた。君が欲しい。君が手に入るのならばどんなことでもする」

　彼の声は驚くほど甘く、そして見つめてくる瞳はとても熱い。

　……ああ、どうしてそんな目をするんだ？

　凍こおり付いていたはずの私の心が、なぜか揺れてしまう。

「愛してしまった。だが、どうやって君の愛を勝ち得ればいいのかわからないんだ」

　彼は囁いて、強く私を抱きしめてくる。

　彼の唇くちびるが、私の首筋にキスをする。

「君に愛されるために、俺はどうすればいい？」

　彼の苦しげな声と、首筋にされる巧たくみなキスに、私の身体がふいに熱くなる。

「……あ、んっ！」

　唇から、ふいに甘い声が漏もれてしまう。

　私は自分がそんな声を上げてしまったことが信じられずに、思わず呆然とする。

　……私は、どうしてしまったんだ？

「そんな声を出されたら、もう我が慢まんできない」

　彼の手が、私のバスローブの腰こし紐ひもを解ほどき、シュッと引き抜いてしまう。

「……何を……あっ！」

　私の手首がひとまとめにして摑つかまれ、そのままその紐で一つに縛しばられる。

「君が欲しいんだ」

　切なげな声で囁き、彼の手が私のバスローブを乱暴に脱がしていく。

「嫌いやだ、どうして……っ」

　私は逃にげようとして身をよじらせるが、両手を縛られているせいで逃げることはかなわない。

「これは……昨夜ゆうべ、あなたを縛ったことへの報復なんですか？」

　私が言うと、彼はその顔に苦い笑えみを浮かべる。

「そうだ。目には目を、だよ」

　彼が囁いて、私のむき出しになった鳩みぞ尾おちに手のひらを当てる。

「……あっ！」

　私は、自分が女性に興味の持てない、ゲイと呼ばれる嗜好の人間であることを、ずっと前から自覚していた。

　だが、本当に心から愛したのはサルヴァトーレ氏が初めてだったし、だから誰だれかと身体の関係になったことなどもちろん一度もない。

　……なのに、こんな……！

　初めての経験に、しかも両手を縛られたままの愛あい撫ぶに私は怯える。

「……嫌だ、やめ……あっ……！」

　だが、彼の手のひらは、不思議なほどに優やさしく私の肌はだの上を滑すべる。

　ひんやりと乾かわいて滑なめらかな彼の手のひらの感かん触しよくは、不思議なほど心ここ地ちいい。

　そして……。

「……ああ……っ！」

　彼の指先が、私の乳ち首くびの先をかすめる。

　それだけで身体に電流が走り、私は思わず声を上げる。

　……ああ、なんてことだ。

　私は、唇を嚙かみ締しめながら思う。

　……愛してもいないこの男の愛撫に、こんなふうに感じてしまうなんて。　>>>♥

　きつく閉じた瞼まぶたの奥が、ふいに熱くなる。

　……彼は、アラブの王子様だ。きっと自分のハレムを持っていて、美青年たちを山ほど囲っているに違いない。

　……だからこんなに男に慣れていて、愛撫が上手なんだ。

　睫まつ毛げの間に、涙なみだが滲にじんでくる。

　……ああ、なんて男なんだ……！

「この、サド野や郎ろう……！」

　私の唇から、かすれた声が漏れた。

「否定はしない。本心を隠かくして、そんなふうに取り澄すましている君を見ていると……いくらでもひどいことをしてしまいたくなる」

　彼の声は……なぜか不思議なほど苦しげだった。

　……ああ、どうしてそんな声を出すんだ？

　私のこめかみを、涙がゆっくりと滑り落ちた。

　……まるで私がひどいことをしたかのようじゃないか。

「やっぱり俺は、君がめちゃくちゃに好きなんだ」

　彼のつらそうな囁きに……心がズキズキと痛んだ。

　……これは、いったいなんなんだろう？

「好きな人が、頰ほおを染めて、こんな色っぽい格好をして……」

　確かめるように、そっと鳩尾を撫なでられて、身体に怖こわいほどの快感が湧わき上がる。

「本当は、このまま奪うばいたい。奪いたくないわけがない」

　彼は切なげに囁いて、はだけられていた私のバスローブをそっと直し、紐を外してくれる。

「だが、それすらできないくらい……好きなんだ」

　彼の声は、その若さに比例してとても一いち途ずに聞こえた。

「俺には時間がない。このまま君を置いていくことなど、どうしてもできない」

　彼は、私の身体からだを抱だきしめてくる。

「俺と一いつ緒しよにドゥバイに行こう。そしてあんな男のことなど忘れ、俺だけのものになってくれ」

　……『あんな男』……？

　彼が言ったそのフレーズが、私の神経を逆さか撫なでした。

「サルヴァトーレ氏のことを『あんな男』なんて言わないでください！　彼がどんなに素す晴ばらしい人か、少しも知らないくせに！」

　私が叫さけんだ言葉に、彼は顔色を変えた。

「やはり君には普ふ通つうのやり方ではダメなようだ」

　彼は言って少し考え、それからとても獰どう猛もうな顔になる。

「サルヴァトーレ・バスティス氏が手がけていた『ヴィッラ・サッビア』というホテルが、もうすぐオマーンのワヒバ砂さ漠ばくに完成する。知っているな？」

　私は、彼の言葉に少し驚おどろき、それから、

「もちろん知っています。サルヴァトーレ氏がずっと夢見ていたホテルで、小さいけれどとても美しい、砂漠の中のヴィラになる予定で……」

「あの地域を治める一族と俺は旧知の仲だ。俺が一言言えば、そのホテルの工事を今すぐにでも中止できる。そして俺が許可を出すまで工事が再開されることは永遠にない」

　その言葉に、私は愕がく然ぜんとする。

　ホテル建設用の土地を治めるのがどんなに獰猛な一族か、私はサルヴァトーレ氏から何度も聞かされている。あの土地を手に入れるためにどんなに苦労したか、そしてどんなにたくさんの時間を費やしたか、ということも。

　……それなのに……？

「あのホテルが完成したところが見たいか？」

「それはもちろん見たいに決まっている！」

「それなら、俺と契けい約やくを結ぼう」

　彼はとても獰猛な顔をして、私を見下ろしてくる。

「契約？」

「俺と一緒にドゥバイに来るんだ。そしてあと二週間、俺の奴ど隷れいとして過ごす。そうすれば『ヴィッラ・サッビア』は完成し、サルヴァトーレ・バスティス氏の夢はかなうだろう。だが君が断れば……『ヴィッラ・サッビア』は永遠に完成しない」

　私はその、あまりにも横暴な提案に愕然とする。

「……そんな勝手な……」

「勝手と言われてもかまわない。俺の一族の悪名を、君も聞いているだろう？　欲しいものは必ず手に入れる獰猛な一族。そして俺は彼らを率いる首長の息むす子こなんだよ」

　彼のその言葉に、私は背中が寒くなるのを感じる。

　……そうだ、この男の間ま抜ぬけな言動にすっかり惑まどわされていたけれど、彼は獰猛なアラブの一族の次期首長なんだ。

　……砂漠の国に連れ去り、奴隷にし、彼はいったい私に何をするつもりなんだろう？

「仕事は……どうすればいいんですか？　そんなに長く休むことはできません」

　私の言葉を承しよう諾だくと取ったのか、彼の表情が少しだけやわらぐ。

「俺の会社のドゥバイ本社に出向ということにすればいい。どうせ同業者なんだ。ライバルになるよりは仲良くしておいた方がお互たがい得だ。しかもそちらの会社にはデメリットもない」

　……たしかに、不可能な提案ではないが……。

「私が、あなたの会社に出向すれば……『ヴィッラ・サッビア』の工事を邪じや魔ましないと？」

「もちろんだ。君が俺の言うことを聞きさえすれば、ひどいことなどしない」

　アシュラフの言葉が、私の胸をズキリと痛ませる。

　……逆に言えば、彼の言うことに反はん抗こうすることは少しも許さないと言うことじゃないか。

　……それが、彼が言った『奴隷』の意味か。

　アシュラフは部屋の電話の子機をホルダーから取り上げる。そしてそれを私に差し出す。

「今すぐに、ジャンニ・バスティスに電話をするんだ。俺が交こう渉しようする」

　強い光を浮うかべた瞳ひとみで見つめられ、もう反抗する気力も起きない。

　私は少し迷うが、彼の言うとおり、ジャンニ社長の携けい帯たい電話のナンバーをプッシュする。

『はい、バスティスだ』

　呼び出し音が鳴るか鳴らないかの早さで電話がつながり、社長の声が聞こえる。

　後ろにロマンティックなジャズの音が流れているところを見ると……もしかしたら幸次さんからの電話を待っているところだったかもしれない。

「小林です。おくつろぎのところ申し訳ありません」

『どうした、ミスター・コバヤシ。もうすぐコウジが来る時間なんだ。仕事の話なら手早くすませてくれないかな？』

　彼の声が、心なしか弾はずんでいる。

　……ジャンニ社長は、今、とても幸せなんだ。

　……私がそばにいて守ったりしなくても、彼は……。

　私は思い、それから自分の追い込まれている立場を思い出す。

「すみません、すぐに済ませますので。ええと……」

　私は、どう説明していいのか迷う。ふいにアシュラフの手が私の手から子機を取り上げた。

「ジャンニ・バスティス？　アシュラフ・アル・ザイーディだ」

　彼が電話に向かって言う。

「『ヴィッラ・サッビア』の件で二週間ほどおたくの秘書を借りたい。休きゆう暇かではなくて仕事で」

　電話の向こうで、ジャンニ社長が驚いた声で何かを言っているのが聞こえてくる。

「噓うそではない。ミスター・コバヤシもすでに承諾してくれている。なんなら替かわるよ」

　受話器を渡わたされ、私は再び電話に出る。

『今の言葉は冗じよう談だんだろう？』

　ジャンニ社長が呆ぼう然ぜんとした声で言う。

　……ああ、冗談です、私はどこにも行きません、と言えたらどんなにいいか。

　……でも、そんなことをしたらサルヴァトーレ氏の夢だったホテルが……。

「本当です。秘書の仕事は副室長に任せ、彼の会社に出向したいんです」

　私の言葉に、ジャンニ社長は驚いたように黙だまる。それから心配そうな声で、

『あいつは君に妙みように執しゆう着ちやくしている。まさか、何かをネタに、アシュラフに脅おどされたりしてはいないだろうな？』

「……脅す？　まさか」

　彼の言葉に私はドキリとするが、なんとか動どう揺ようを隠すことに成功する。

「ミスター・ザイーディといろいろ話し、誤解はとけました。彼は尊敬のできる人です」

　私は感情が溢あふれないように、平静な声で言う。

「ワガママなのは解わかっています。しかし勉強にもなると思いますし、これからの業務にも必ず役に立てますから」

　私の言葉に、ジャンニ社長はため息をつく。

『君はもともと海外事業部にいた人だし、秘書だけに納まるのはもったいない人材だ。こちらのことは心配しないで、思い切り勉強をしてきてくれてかまわないよ』

　彼の言葉に、私はもう後あと戻もどりができなくなるのを感じる。

　ジャンニ社長は、まだ心配そうな声で、

「もしもアシュラフに妙なことをされそうになったら、すぐにもどって来るんだよ」

　……ああ、この声……。

　私の心が、ズキリと痛んだ。

　……サルヴァトーレ氏の声に、本当によく似ている。

　そして、私は決心を固める。

　……行こう。

　……これはきっと、今の私がサルヴァトーレ氏のためにできる、唯ゆい一いつのことだ。

　私の心に、激しい寂せき寥りよう感が吹ふき抜ける。

　……獰猛なザイーディ一族の支配する場所で、この男に奴隷のように扱あつかわれる。

　……本当は、とても怖こわい。

　……だが。

「ワガママを聞いてくださってありがとうございます。またご連れん絡らくいたしますので」

　私は言って、受話器をそっと置く。

　……あの国で、たとえ私に何があったとしても……。

　私の心に、どうしようもない寂寥感が広がってくる。

　……本当に心配してくれる人など、どこにもいないんだ。





　　アシュラフ・アル・ザイーディ







　……なんてひどいことをしてしまったんだろう？

　……こんなに愛いとおしく思っている彼に、つらそうな顔をさせてしまうなんて。

　俺の心の中の冷静な自分が、俺を責める。

　だが、俺の中のもう一人。砂さ漠ばくの民たみの血を引く獰どう猛もうな自分が……俺を駆かり立てている。

　彼は運命の人だ、絶対に放してはいけない、と。

　どんなことをしても自分のものにしなくてはいけない、と。

　……もう、自分にも止められない。

　俺は、パスポートだけ持たせた優悧をタクシーに押し込んでそのまま空港に向かい、俺の専用ジェットに乗せた。

　少しだけ心が近づけたと思った彼は、あれからもう一言も口を利きいてくれなくなった。

　……ああ、どうしてあんな契けい約やくを持ち出してしまったのだろう？

　俺はもう何百回も、このことを後こう悔かいしている。

　……だが。

　実は俺は、サルヴァトーレ・バスティス氏を個人的に知っている。

　ジャンニ・バスティスが俺の先せん輩ぱいだったこともあるが……俺を可愛かわいがってくれている叔お父じの別べつ荘そうのすぐ隣となりに、サルヴァトーレ氏が別荘を持っていたのだ。

　最初に会ったのは十五歳の時。夏休みを利用してニースにあるその屋や敷しきに行った時に、俺はサルヴァトーレ氏に会った。

　彼が、学校の先輩であるジャンニ・バスティスの父親であることを知って、俺はとても驚おどろいた。

　そして、あんなに反感を持っている堅かた苦くるしい寮りよう長ちよう、ジャンニ・バスティスの父親が、嫌いやな人間ではなかったことにも。

　サルヴァトーレ氏は、ハンサムで、紳しん士し的で、親しみやすく……それだけでなく、息むす子このような年ねん齢れいの俺を一人前の男として扱ってくれた。

　見るからにアラブの石油成金、というイメージの、派手派手しくて品のない、俗ぞく物ぶつの俺の親おや父じに比べたら、サルヴァトーレ氏は夢のような理想の父親だった。

　それから何度も、叔父の別荘で俺は彼に会っている。

　最後に会ったのは、ジャンニが卒業する年の春だった。

　やはり、叔父のニースの別荘で。

　俺は、その日のことを、鮮あざやかに思い出す。
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「ジャンニとも、こんなふうに気楽に話せたらいいんだが」

　サルヴァトーレ氏は、食前酒のシャンパンのグラスを傾かたむけながら、しみじみと言った。

　ここは、ニースにある叔父の屋敷。

　籐とうと白、そしてボーンチャイナに使われる深いブルーで統一されたインテリア。

　大きな窓から見み渡わたせるのは、色とりどりの花の咲さき乱れる庭。

　シンガポールのラッフルズホテルが大のお気に入りの叔父は、この屋敷を居い心ごこ地ちのいいコロニアル風にデザインした。

　庭の向こうに見渡せるのは、夕焼けに染まる静かな海。

　俺とサルヴァトーレ氏は、海を見下ろせるテラスに並んでいた。

「休暇前に、ジャンニに釘くぎを刺さされました。休みだからといって羽目を外さないようにと。まったくクソ真面まじ目めなんだから」

　俺は肩かたをすくめて、レモン入りのペリエを瓶びんから飲む。

「俺が、まさか自分の父親と会っているなんて、彼は夢にも思わないでしょうね」

「そうだな。まあ……ジャンニは私が誰だれと何をしようと興味などないかもしれないが」

　苦く笑しようするサルヴァトーレ氏を見て、俺はジャンニに対する怒いかりを覚える。

「彼は贅ぜい沢たくすぎます。あなたのような父親にいったいなんの不満があるというんですか」

　俺の言葉に、サルヴァトーレ氏は複雑な顔をする。

「原因は、ジャンニの母親との離り婚こんだろう。ジャンニは、仕事人間だった私よりも母親になついていた。彼女が出て行く時も本当はついて行きたかったに違ちがいない。だがバスティス一族は直系の子息であるジャンニを連れて行くことを許さなかったからね」

「事情はどうあれ、ジャンニは子供過ぎます。学校ではいかにもモノの解った優等生のような顔をしているくせに」

　俺が言うと、サルヴァトーレ氏は小さく笑う。

「ジャンニは、負けず嫌ぎらいだからね。だが、本当はそんなに強いわけではないんだ」

　その言葉の奥に込こめられた愛しげな響ひびきに、俺の心がチクリと痛んだ。

　ジャンニ・バスティスは、サルヴァトーレ氏からの誘さそいを断り、休きゆう暇かを学校の寮で勉強をして過ごすと聞いた。

　真面目な優等生らしい選せん択たくではあったが、その原因が父親と過ごすことから逃にげているのだと知ってからは……。

「どちらにしろ、俺はジャンニとはウマが合いません。こんなに素す晴ばらしい父親がいるのに不満だなんて」

「君は優やさしい子だな」

　サルヴァトーレ氏が言って、とても優しい目で俺を見つめる。

「そしてとても大人だ」

「ありがとうございます」

　俺の言葉を、ビールを手にしてテラスに出てきた背の高い男が遮さえぎる。

「こいつが大人なのは図ずう体たいばかりですよ、ミスター・バスティス。まだ生意気な子供だ」

　彼は言って、空いているほうの手で俺の髪かみをガシガシとかき回す。

　彼は、俺の父親の一番末の実の弟。ということは、本当ならば首長の座を父と争ってもいいくらいの人だった。だが、彼はアラブのしきたりにはついていけない、と言って、二十歳はたちになった時に権力争いから自ら身をひき、パリに移り住んでしまった。

　黒い髪と黒い瞳ひとみ。彫ほりの深い精せい悍かんな顔立ちに、俺と同じ砂漠の民の血を感じさせる。

　俺の父とこの叔父はとても歳としが離はなれているので、彼は俺よりも五つだけ年上だ。

　血で血を洗う権力争いを自ら避さけてくれた彼は、ザイーディ一族の人間たちから実は感謝されていた。

　祖父が亡なくなった時にはたくさんの財産を受け継ついだし、働かなくてもとんでもない大だい富ふ豪ごうとしてその名をとどろかせてもいいくらいの金持ちだ。

　だが面めん倒どう見みがよく子供好きな彼は、自分には教育者が合っていると言って、パリにある名門のパブリックスクールで教員をしている。

　性格は正反対といえる彼と俺は、なぜか不思議とウマが合った。

　そして俺は、学校が休暇に入ると、国に帰る途と中ちゆうでフランスに寄り、彼と時々会っている。

「兄さんから、電話でグチを聞かされたぞ。学校から連れん絡らくがあったって」

　叔父はビールを飲みながら、

「おまえ、職人を呼んで、学校の寮の部屋を全部アラブ風に作り替かえてしまったんだって？」

「全部ではないです。俺の部屋と、同じ内装の部屋に住みたいと言ったファンの部屋だけですよ。自費での模様替えは校則違い反はんではないし……ああ、部屋の風ふ呂ろのタイルをすべてアラビアン・タイルに替えようとしたんですが、それは止められました」

　俺が肩をすくめると、叔父は可笑おかしそうに笑う。

「さすがザイーディ家の人間。なかなか爆ばく裂れつなことをするなぁ。しかも内装を変えた理由は、自分のハレムを作るためだったとか？」

　サルヴァトーレ氏が驚いた顔をし、俺は思わず赤くなる。

「違います。寮の部屋があまりにも悪あく趣しゆ味みなので、頭に来て内装を変えてやっただけです。内装と言っても、壁かべ紙がみとソファを替えただけですし。そうしたら、生徒たちに勝手に噂うわさを立てられたんです。『アラブの王子様が、ハレムを作るために部屋をアラブ風に改装した』って！」

　俺が言うと、叔父は眉まゆをつり上げて、

「頭に来たって……いったいどういう内装だったんだ？」

「前のヤツが残していった壁紙が、水色とピンクの縞しまで、小さな天使の柄がらだったんです！」

　サルヴァトーレ氏は気の毒そうな顔をして言う。

「それは最悪だ。君の選択は正しかったかもしれないな。……ジャンニもそういう内装の部屋で我が慢まんしているのかな？　内装費を出してくれという要よう請せいは今のところないようだが」

　俺は思い出し、うんざりとため息をついて、

「あの学校は古いので、棟とうによって部屋の造りはバラバラなんです。そして部屋は成績順に決められるので、成績のいい生徒は、広くていい部屋に入ることになる。ジャンニが住んでいるのは一番格式の高い棟の最上階、南東の角部屋。インテリアは本物のイタリア製のアンティークですよ」

「……ってことは、天使の壁紙の貼はってある部屋に入れられたおまえの成績は……？」

　叔父が可笑しそうに言い、俺は言わなきゃよかった、と赤くなる。

「……聞かないでください」

　俺が言うと、二人は楽しそうに笑う。

　俺はむくれるが、不思議とくつろげる空気に、自分まで思わず笑ってしまう。

　この二人は、次期首長としてまるで壊こわれ物（もしくは危険物）のようにこわごわ扱あつかわれている俺を、人間扱いしてくれる数少ない人々なんだ。

　ピンポン！

　玄げん関かんのチャイムが鳴り、メイドが慌あわてて飛んでいくのが見えた。叔お父じが楽しそうに、

「来たかな？　もう一人のゲストが」

「ゲスト？　聞いていませんが」

「君は彼女に会ったことがないかも知れないね。紹しよう介かいするよ」

「……彼女……？」

　サルヴァトーレ氏は、ジャンニの母親と離婚しているはず。

　……ということは……？

「こんばんは」

　叔父にエスコートされて現れたのは、長い黒髪を美しく結ゆい上げ、涼すずしげな民族衣い装しようを着こなした、とても美しい女性だった。その衣装は見たことがある。日本のキモノというものだろう。

　サルヴァトーレ氏は、なんとなく照れたような顔で彼女を紹介する。

「彼女はミス・アキコ・ヨシノ。日本から来ている。毎年夏になると、半島の向こうに見える、白い別べつ荘そうに来るんだ。この屋や敷しきで開かれたガーデン・パーティーで知り合った」

「もしかして……あなたの恋こい人びとですか？」

　俺がズバリと聞くと、案の定、その女性は頰ほおを染め、サルバトーレ氏はきっぱりとうなずいた。

「ああ。できれば彼女を生しよう涯がいの伴はん侶りよにしたい。……ジャンニの許しがもらえれば、だが」
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　あれから十年近くが経たつが、サルヴァトーレ氏はまだ再婚をしていない。

　彼らは俺にその理由を話したことはないが、きっと子供っぽいジャンニが、未いまだに二人の結婚を許していないのだと思う。

　しかし、叔父の別荘で夏ごとに会う二人は、まるで夫婦のように仲むつまじく見えた。

　……いくら君が恋こい慕したっても……。

　俺は、優悧の顔を思い、心を痛める。

　……彼にその想おもいが届くことは、きっと絶対にないんだよ。

　サルヴァトーレ氏からのメールを読まれた時の彼の動どう揺ようぶりは、可哀かわい想そうになるほどだった。

　……サルヴァトーレ氏にすでに将来を誓ちかい合った女性がいることを知ったら、優悧はどうなってしまうんだろう？

　俺の専用機は、大統領専用機よりも豪ごう華かと言われる……ということはとても趣しゆ味みの悪い……内装の小型ジェットだ。

　俺はシンプルなインテリアを希望してイメージ画までデザイナーに渡わたしてあったのだが……いつのまにか父親や親しん戚せきの人間たちが勝手に手を加え、とんでもない内装にされてしまった。

　操縦席のある二階には、ＳＰや使用人たちが座るシート（と言っても普ふ通つうの旅客機のファーストクラス並には豪華だ）。

　一階には会議室と応接室、そして壁かべを隔へだててプライバシーを保った俺のためのベッドルーム。ベッドルームには小さいがシャワールームもついている。

　会議室と応接室の床ゆかにはいかにも高価そうなペルシャ絨じゆう毯たんがびっしりと敷しき詰つめられ、アラブ風のソファの脚あしや、ローテーブルの縁ふち取どりには二十四金のどぎつい色の金きん箔ぱくが張られている。

　空港に着いてからまた逃げられてはかなわないと思ったのか、俺のご機き嫌げんをとろうとするかのように使用人たちはちょろちょろと俺たちの世話を焼きたがり……俺は彼らを二階席に追いやるのに苦労した。

　優悧はきつい顔をして黙だまり込み、出されたコーヒーにも菓か子しにも一いつ切さい手をつけなかった。

　俺と契けい約やくしたことがショックなのか、彼の顔は青ざめ、とても疲つかれているように見えた。

　俺はとても心配になり「長い旅なのでベッドルームで眠ねむっていてもいい」と言ったが……「それはご命令ですか？」と睨にらみ上げてきた。

　俺は悲しくなって彼をベッドルームに行かせるのをあきらめ、自分は会議室に籠こもって仕事をしているふりをした（もちろんずっと悶もん々もんとしているだけだったが）。

　そして一時間ほどしてから応接室に戻もどってきて……ソファに座ったまま、うつむいて眠っている優悧を見つけた。

　彼の美しい顔に、艶つややかな髪かみがフワリとかかっている。

　小さく開いた桜色の唇くちびるから、微かすかな寝ね息いきが漏もれている。

　いつもきっちりかけている縁ナシの眼め鏡がねが、ほんの少しだけずり下がっているところが……妙みように可愛かわいらしい。

　スタイリッシュなスーツに包まれた華きや奢しやな肩かたが、ゆっくりと上下する。

　真面まじ目めな彼らしくネクタイ一つゆるめていないところが、ストイックで妙に色っぽい。

　彼の向かい側のソファに座った俺は、彼を起こさないように、息を潜ひそめてそっと見守っている。

　……きっと本当の彼は、とてもか弱く、そして繊せん細さいなんだ。

　俺は、深いため息をつく。

　……なのに、いつもあんなにきつい顔をして、きつい言葉ばかりを吐はいている。

　……そんなふうにしているのは、きっととても疲れることだろう。

「……ん……」

　彼の唇から、微かな声が漏れた。

　俺は彼を起こしてしまったか、とギクリとするが、彼は少しだけ身じろぎをしただけでまた眠りに落ちていく。

　……なんて綺き麗れいな人なんだろう。

　俺は、彼の安らかな寝顔に見とれながら思う。

　磁じ器きのように滑なめらかな、雪のように白い肌はだ。

　夢でも見ているのか、眼鏡のレンズの向こうで、長い長い睫まつ毛げが微かに震ふるえている。

　眠っているせいか、彼の唇はいつもよりも少しだけ赤みを増しているように見える。

　いつも引き締しめているせいで冷たく見えるが……こうして見ると、その唇はふっくらとした曲線を描えがいてとても可愛らしく見える。

　……彼が、俺を見て優やさしく笑ってくれるといい。

　……そして、この唇で『愛している』と囁ささやいてくれたら……どんなに幸せだろう。

　俺の胸が、熱く締め付けられる。

　俺は物心付いたときからどんなことでも許され、どんなものでも与あたえられてきた。

　そのためか、何かを激しく欲したことなど一度もなかったと思う。

　……だが、彼がこんなに欲しい。

　自分の中にあった激しい欲望に、俺は戸と惑まどっている。

　……身体からだだけではない。彼の心が、どうしても欲しい……。　>>>♥

　それは、全身全ぜん霊れいをかけた望み。

　……だが。

　眠りに落ちる前の、彼の冷たい目を思い出す。

　俺は、誇ほこり高い彼を、脅おどし、無理やりに契約で縛しばった。

　彼はきっと、俺を絶対に許さない。

　心が、焼け付きそうに痛んだ。

　……俺はきっと、一生彼の心を得ることはできないだろう……。

　俺は拳こぶしを握にぎりしめ、その激しい痛みに耐たえる。

　……苦しい。

　俺の唇から、震えるため息が漏れた。

　由ゆい緒しよ正しい家いえ柄がら、並外れた財力、目立つルックス、そして軽い性格。

　俺はいつでも、男女問わず、たくさんの相手から言い寄られてきた。

　だが俺は、どんな美女にも、どんな美青年にも、本当に心を動かされたことが一度もない。

　もしかしたら、と付き合ってみても、ほんの軽いキスをするだけでうんざりしてしまう。

　この人は運命の相手ではない、と確信してしまう。

　そして、それ以上は指一本触ふれないまま、その相手に別れを告げてしまう。

　俺は実は……今までに一度もセックスというものをしたことがない。

　それどころか、抱だきたいと思う相手に巡めぐり会ったことすらなかった。

　俺はずっと、自分を不ふ感かん症しようなのではないかと思ってきた。

　欲しいものをすべて与えられたために、心が死んでしまったのではないかと。

　だが、優悧に会った瞬しゆん間かん、俺はすべてを忘れた。

　まるで神の天てん啓けいのように、俺の心に確信が下りた。

　彼が、俺の運命の相手なのだと。

　……だが。

　俺は安らかに眠る優悧を見つめながら思う。

　……君の心は、別の男のものだ。

　……その恋こいは、絶対に叶かなわないのに……。

　心が、激しく痛む。

　……彼の心が欲しい。

　……彼のすべてを自分のものにしたい。

　だが、この痛みはそういう欲望からだけではなく……。

　サルヴァトーレ氏の心はすでに別の女性のものだと知った時の優悧の顔を思うだけで……俺の心が壊こわれそうになる。

　……彼の傷つく顔は、見たくない。彼には、いつでも笑っていて欲しい。

　……なのに俺は、彼を縛り付け、苦しめることしかできない。

　俺は彼を起こさないように立ち上がる。そしてそっと部屋を出る。

　……本当の恋とは、こんなに苦しいものだったんだ……。





　　小林優悧







「ここが、俺専用の別べつ荘そうだ」

　隣となりのシートに座ったアシュラフが言う。

「俺のオアシスにようこそ、ユウリ」

　……これが別荘？　街じゃないのか……？

　私は、眼下に広がる景色を見ながら呆ぼう然ぜんと思う。

　……やはりこの男は、世界一の大富豪といわれるザイーディ一族の人間なんだ。

　私たちはドゥバイ国際空港で専用ジェットを降りた。

　そこからリムジンでホテルにでも移動するのかと思いきや……彼は私をさらにヘリコプターに押し込めた。

　金色の剣けんとコーランの一節。ザイーディ一族の紋もん章しようの入ったその真っ白なヘリは、砂さ漠ばくの上空を飛び、そして私たちをここまで連れてきた。

　眼下には、一つの街にしか見えない、巨きよ大だいなオアシス。

　中世の要よう塞さいのような高い城じよう壁へきの内側には、砂漠の真ん中とはとても思えないほどのたくさんの緑が茂しげっている。

　その中に、アラブ風のたくさんのコテージが点在しているのが見える。

　飾かざり模様のある壁かべは純白。尖せん塔とうの屋根は、ブルーのグラデーションと金色のアラビアン・タイルで覆おおわれている。

　滴したたるような緑の中、美しいそれらが陽光に煌きらめいているところは……見とれるほど美しい。

　私が巨大なバスティス・グループの中でも特にホテル部門を選んだ理由は、世界中の美しい建築物にとても興味があるからだった。

　特に、アラブ圏けんの建物の、敬けい虔けんで、しかしどこか茶目っ気のあるような美しいデザインの建物は、とても好きだ。

　大学の卒業旅行には、友人たちからの誘さそいをすべて断り、格安チケットを買ってアラブ圏の国々を周った。

　今でも私のアルバムには、たくさんの建築物の写真が大切に保管してある。

　低空を旋せん回かいするヘリコプターから見えるたくさんの美しい建物に、私の鼓こ動どうが速くなる。

「……すごい……」

　私の唇くちびるから、勝手に感かん嘆たんの言葉が漏もれた。

「……なんて美しいんでしょう……」

　私は、思わず自分の今の状じよう況きようを忘れてしまいながら、一番奥にある建物を指さしてしまう。

「……特にあの建物。タイルの青がひときわ鮮あざやかです。素す晴ばらしい」

　私は言って、うっとりとため息をつく。

「さすが、あのバスティス・グループの社長秘書を務めるだけのことはある。見る目が違ちがうな」

　アシュラフはなんとなく嬉うれしそうな声になって言う。

「あれは俺のコテージだ。ほかのコテージは親おや父じのお抱かかえ建築家に任せたが、あれだけは俺がタイルを職人に焼かせるところから手がけたんだ」

「あんな美しい色のタイルは見たことがない。……今、ニューヨークに新しいホテルを企き画かく中で、社長がデザイン・アドバイザーを務めているのです。私も参加させていただいています」

「ああ、このあいだ経済雑誌のインタビューで言っていたな。コンセプトが『摩ま天てん楼ろうのオアシス』だっけ？」

「そうなんです。ああ……あんな美しいタイルを、ホテルの最上階のプールに貼はれたら……」

　私は夢中で言いかけて、ハッと口をつぐむ。

　……タイルの仕入先など、極秘に決まっている。

　……しかも、この王子様が、自ら自分のコテージのために選んだもので……。

「それなら、あのタイルを焼いた、アラブ圏一のタイル職人を紹しよう介かいするよ」

　アシュラフが、楽しそうな口調で言う。

「職人肌はだのオヤジなんで妙みような建物のためには焼かないんだが……バスティス・グループのホテルならデザインはしっかりしているだろうからな」

「もちろんです！　ガラスの屋根を持つあのプールは、本当に素晴らしいものになるはずで……！」

　私は身を乗り出して言い、それからハッとして思わず身をひく。

　……私を脅してあんな契けい約やくを押しつけたこの男が、ただでそんな情報をくれるわけがない。

　私のなけなしの自尊心が、ズキズキと激しく痛んだ。

　……この無む邪じや気きな様子に、騙だまされるんじゃない……！

「……その代価に、私に何を要求するおつもりなんですか？」

　私の唇から、かすれた声が漏れた。

「え？」

「私は……あなたの奴ど隷れいなんでしょう？」

　私の言葉に、アシュラフの顔が、みるみる曇くもる。

「そう……だな」

　彼の唇に、どこか苦しげな笑えみが浮うかぶ。

「その見返りに、何かもらわなくてはいけない」

　……やはり……。

「まあ、ヘリの中では大したことはできない。着陸してからにしよう」

　……ああ、こんなに無邪気そうな顔をして……。

　……この男は、やはりサディスティックなアラブの王子様なんだ……！

　ヘリは、オアシスの真ん中にある広場に静かに着陸した。

　駆かけ寄ってきたジュラバ姿の使用人が、外からヘリの扉とびらを開ける。

　ふわ、と流れ込んできたのは、ここが砂漠の真ん中であることを思い出させるような熱い空気。

　しかし豊かな木々に囲まれているせいか、緑の香かおりがして、不思議と心ここ地ちいい。

「おかえりなさいまし、アシュラフさま」

　鹿しか爪つめらしく言ったその男の顔には、見覚えがある。

　ドゥバイでアシュラフの部屋から逃にげ、ホテルに向かう時に一いつ緒しよに来てくれた……たしかアシュラフ専属の秘書のザーヒドさんだ。

「日本でのあなたの所行に、お父様はかんかんです。とても心配なさったのですよ？」

　この慇いん懃ぎん無礼な態度は、彼がアシュラフのお目付役も兼かねていることが想像できる。

「ああ、そのことはイヤと言うほど聞いているよ。まったく過保護な親父だ」

　アシュラフは言い、少しだけ優やさしい声になって言う。

「ただいま。おまえの顔は相変わらずだが、ここに来て、これを言うと、妙にホッとするな」

　彼は身軽にヘリから飛び降り、そして私に向かって手を差し出す。

「……おいで。手を」

　私は彼の手を取るか少し迷い……それからヘリポートの周囲を、武装したＳＰ、そしてたくさんの使用人たちが取り囲んでいるのに気づいて、ため息をつく。

　……ここで彼の手を叩たたいたら、私はどんな目に遭あわされるのだろう……？

　いやいや上げた私の手を、彼の手がさらうようにしてしっかりと摑つかまえた。

　彼の手のひらは、ひんやりとしていて、まるで大理石の彫ちよう刻こくにでも触ふれているかのようだ。

　そして見上げてくるのは……丹たん念ねんに彫ほり上げられたかのような、本当に端たん整せいな美び貌ぼう。

　見つめられたまま手をキュッと握にぎられて、心がなぜかズキリと痛む。

　……何もかも持っていて、しかもこんなに美しいこの男が……。

　私は彼の顔を見つめてしまいながら思う。

　……どうして私なんかに執しゆう着ちやくをするのか……それとも……。

　私は彼にエスコートされてヘリから降り、そして美しい建物に囲まれた広場を見み渡わたす。

　……このオアシスの中のどこかには、美青年で溢あふれた彼のハレムがあるのだろうか？

　私の心が、なぜかまたズキリと痛む。

　……私は、単なる毛色の変わった奴隷として、そこに放ほうり込まれるのだろうか？

　私はたまらなくなって、彼の手から少し乱暴に自分の手を取り返す。

　アシュラフの眉み間けんに不ふ機き嫌げんなシワが寄ったのを見て、ますます怒おこらせてしまったと思う。

　……だが、こんなワガママ王子の言うなりになるなんて……私は……。

「いらっしゃいませ、ミスター・コバヤシ」

　ザーヒドさんは、私の顔を覚えてくれていたようで、にっこり笑ってくれる。

「歓かん迎げいいたします。しかし遠路はるばる……トーキョーでもミスター・コバヤシのお部屋にお邪じや魔ましていたそうですし……うちのお坊ぼつちゃまのワガママに付き合わされたのでは？」

　……ここで『私は脅おどされてここに来たんだ。あんたの部族の次期首長は最低の男だ』と叫さけべたら、どんなにいいか。

「いいえ。彼はとても紳士的でした。それに私はここに、バカンスに来たわけではないので」

　私は、ことさら丁てい寧ねいに言う。

「私はバスティス・グループの一社員として、ここに出向してきました。勉強の機会を与あたえてくださったミスター・ザイーディには、とても感謝しているんです」

「そうなんですか。お仕事で」

　彼はとても嬉しそうな顔になって、

「それはよかったです。アシュラフ様も少しは大人になったようです」

　横目でうかがってやると、アシュラフはどこか苦しげな顔で頰ほおを引きつらせていた。

　……これで、人目のあるところではベタベタはできないだろう。

　私は少しだけ勝ったような気持ちになる。

　……このオアシスには、数え切れないほどの使用人がいるようだし？

「俺のコテージに行く。カートを用意してくれ」

　アシュラフは不機嫌な声で言って、私の顔を睨にらむように見下ろしてくる。

「どうぞご一緒に、ミスター・コバヤシ。あなたを、俺のコテージにご案内します」

　その声に、彼がさっき言った『見返り』という言葉がよみがえる。

　……彼は職人を紹介する見返りに、私に何を要求するのだろう？

　私は思わず後ずさってしまいながら、

「私は疲つかれています。もしもわがままが許されるのでしたら、少し休みたいのですが。どこか小さな部屋でいいので……」

「大切なビジネスパートナーを、小さな部屋に押し込めることなどできません」

　アシュラフはわざとらしく驚おどろいたような声で言う。

「あなたには、俺のコテージに宿しゆく泊はくしていただきます。あなたのために俺のベッドルームを開放しましょう。このオアシスの中で一番立派な部屋ですよ」

　その言葉に私はぎくりとする。

　……それは、私に毎晩ベッドルームに来いということか……。

「もちろん、寝ねる時には、俺は二番目に大きなベッドルームに退散します。まあ、男同士、朝まで語り明かすのも楽しそうですが」

　……この男……！

　私は怒いかりを込こめて睨み上げるが、アシュラフは知らない顔で目をそらす。

　……本当に、最低だ……！

「アシュラフさま、カートのご用意ができました」

　使用人の一人が駆け寄ってきて告げる。

　彼の向こうには、ゴルフ場や広大な敷しき地ちを持つホテルでよく使われる、屋根つきの電動カートがあった。

「こちらへどうぞ、ミスター・コバヤシ」

　アシュラフはわざとらしく恭うやうやしい仕草で、私を電動カートまで案内した。

　そしてわざわざ私の手を取り、後部座席に座らせてくれる。

　ヘリから下ろした荷物を、使用人たちがカートの後部の荷物置きに乗せる。

　アシュラフは日本に来ていたというのにほとんど手ぶら（使用人たちがすべて用意するので荷物など必要ないのだろう）。そして私の荷物はモバイル・コンピュータと洗面道具しか入っていない小さなアタッシェケースだけ。

　……まさに、拉ら致ちという感じだな。

　小さくため息をついた私の隣となりに、アシュラフが滑すべり込んでくる。

　運転手が前の席に座り、カートが緑の木々の間を縫ぬって動きだす。

「明日、会社に行く前に君のスーツを用意しなくてはいけないな」

　いきなり言われたアシュラフの言葉に、私は少し驚く。

「会社？　会社に連れて行ってもらえるのですか？」

　……仕事と言いながらも、このオアシスに監かん禁きんされるのかと思っていたが……。

「出向してきたんだろう？　それともここでバカンスを楽しみたい？」

　その言葉に、私は慌あわててかぶりを振ふる。

「いいえ。せっかくドゥバイまで来たのですから、きちんと働いて勉強したいです」

「本当に……真面まじ目めなんだな」

　アシュラフは何かを深く考えているかのような、沈しずんだ声で言う。

「真面目なことだけが、私の唯ゆい一いつの取り柄えですから」

　私が言うと、彼は驚いたように私を振り返る。

「本当に、そう思っているのか？」

「ええ。ほかに誇ほこれることなど、私には一つもありません」

　私が言うと、彼は驚いた顔のまま私を見つめ……そしてふいに深いため息をつく。

「君には、きっとそばにいてくれる人が必要なんだ」

「あなたのおっしゃることの意味がわかりませんが」

「そばにいて、君の素す晴ばらしさを説き、君に自信を取り戻もどさせてくれる人間が必要だ。……君はこんなに素晴らしいのに……」

　言葉の最後は、どこか悲しげに聞こえる呟つぶやきだった。

　私は驚き、それからふいに苛いら立だちを覚える。

　……この男は、どうしてこうやって私をからかうんだろう？

　……この私に、真面目なこと以外、取り柄などあるわけがないのに。

　私の心の深い部分が、ズキリと痛んだ。

　離り婚こんした父と母は、お互たがいの浮うわ気き相手に夢中で、子供である私を構う暇ひまがなかった。

　二人は揃そろって『優悧は手間がかからない子で助かる。成績もいいし、何よりも真面目だし』とよく言っていた。

　私が少しでも悪い成績を取れば二人はまるで待っていたかのように諍いさかいを始めた。

　私は、父母が喧けん嘩かを始めないように、二人の期待に少しでも添そうべく、完かん璧ぺきな成績をとり続け、そして真面目な優等生を演じ続けた。

　まるで願を掛かけるようにして、いつかは父母が昔のように仲の良い夫婦に戻ってくれるように、と心の奥で祈いのっていたように思う。

　しかし父母の不仲は決定的になり、その時、私は自分の価値観すら崩くずれ去った気がした。

　大人になった今でも、私はジャンニ社長のように抜ぬきんでて優ゆう秀しゆうなわけでもなく、カリスマ性があるわけでもない。こんな平へい凡ぼんな自分にできることと言ったら……やはり真面目にコツコツと仕事をこなすことしかない。

　……今の私にあるのは、仕事と……。

　私は、頰に、心ここ地ちよい風を受けながら思う。

　……叶かなうはずのないサルヴァトーレ氏への想おもいだけだ。

　カートが木々の間を抜け、ふいに目の前が開けた。

「……あっ！」

　私は思わず声を上げる。

　木々が途と切ぎれ、そこは白い石の敷しき詰つめられた円形の広場になっていた。

　そして広場の向こう側には、モスクのそれに似た門と高い尖せん塔とうを持つ、巨きよ大だいな純白の建築物。

　宮きゆう殿でんのように見えるその建物。尖塔の屋根には……あの見とれるほど美しいブルーのタイルが貼はられていた。

「……これが、あなたのコテージ……ですか？」

　言った声が、思わずかすれてしまう。

「そうだ。君も気に入ってくれるといいんだが」

　アシュラフが言った時、カートが門の前に停止した。

　門の上部はアラブ風のドングリの頭のような曲線を描えがいている。

　門には美しい金細工が施ほどこされた木の扉とびらがはめ込んである。

　まるで巨人の門のように大きな扉を、門の脇わきに待機していた逞たくましい使用人たちが押し始める。

　ギギイ、という重い音を立てて扉がゆっくりと開いた。

「……あ……」

　その向こうに広がっていた景色を見て、私は思わず息をのんだ。

　美しい回かい廊ろうを持つ、純白の建物。

　それに囲まれているのは、野球のグラウンドのように広い中庭。

　中庭の床ゆかは、美しい、白と金のタイルでびっしりと覆おおわれている。

　中庭の真ん中には競技場のそれのように巨大な、円形のプールがあった。

　上空からは角度の関係か見えなかったのだが、そのプールの底にも、尖塔の屋根と同じ色の鮮あざやかなタイルが敷き詰められていた。

　プールの真ん中は噴ふん水すいになっていて、そこから高く水が噴ふき上がっている。

　水は太陽の光を反射してダイヤのように煌きらめき、乾かわいた砂さ漠ばくの空に、美しい虹にじを作っていた。

「……なんて美しい……」

　私は我を忘れて呟いてしまう。

　アシュラフが身軽にカートから飛び降り、私に手を差し出す。

「おいで」

　中庭とそれを取り囲む回廊のあまりの美しさに見とれていた私は、警けい戒かいも忘れて彼の手を取ろうとして……。

　彼の手は私の手を握にぎらす、腕うでを撫なで上げるようにして滑る。そして……。

「……えっ？」

　驚いている間に私は抱だき上げられ、抱きしめるようにして地面に下ろされた。

　緑の風の中に、ふわ、と混ざった彼のコロンの香かおりに、思わずドキリとする。

「俺たちが入ったら、外から門を閉めろ。そして全員、行っていい」

　アシュラフは、私の肩かたを抱いた格好のまま、使用人たちに言う。

「夕食の時間まで、彼と仕事の話をする。誰だれも邪じや魔まをするなと伝えてくれ」

「ですが、もうすぐお茶の時間で……」

「客人のための茶くらいいれられる。さっさと行け」

　アシュラフは言い、私を抱きしめるような格好のまま門に入る。

　私たちの後ろで、門の巨大な扉が、ギギイ、という重い音を立ててゆっくりと閉まる。

　……もう、逃にげられない……。

　私は、ふいに思う。

　……あの口調だと、この門の中には使用人はいない。そして誰も入ってこない。

　……この男と、二人だけになる……？

　……彼は、この後、私に何をする気なのだろう……？

　思っただけで、身体からだが緊きん張ちようにこわばってしまう。

　肩を抱いている彼の手の感かん触しよくが、妙みようにリアルに感じられる。

　なぜか、鼓こ動どうがどんどん速くなる。

　……さりげなく振り払はらえばいいのに……。

　私は、彼に肩を抱かれて歩きながら思う。

　……どうして、それができないのだろう……？

　彼は私の肩を抱いて中庭を歩きながら言う。

「ここは、俺がとても気に入っている場所だ。専用ジェットも、専用ヘリも、親おや父じや親しん戚せきたちに勝手に手を入れられたが……」

　私は、リムジンや専用ジェットの内装の趣しゆ味みの悪さを思い出す。

　……あれは、彼の趣味ではなかったんだな。

「ここだけは、誰にも手を入れさせなかった」

　彼は回廊を見み渡わたし、そしてとても気持ちの良さそうな顔で、吹ふき抜ける風に目を細める。

「アラビアンナイト風の金ぴかではなく、昔のイスラム様式を取り入れている。シンプルに見えるが実はとても手間と時間がかかったんだ」

　彼は言って、私をエスコートしたままで回廊に足を踏ふみ入れる。

　回廊を歩く私たちの、右手側は中庭に面したオープンエア。そして左手側には閉まったままの大きな木の扉が並んでいる。

　回廊の床には大理石でアラビア風の模様が描かれている。柱や天てん井じようには真っ白な漆しつ喰くいが塗ぬられ、天井近くにはコーランを透すかし彫ぼりにした美しい装そう飾しよくがなされている。

　……この、宮殿のような壮そう麗れいな建築物に……。

　私は思わず彼の横顔に見とれながら思う。

　……この美しい男は、本当に相応ふさわしい。

「全部を案内して回りたいが、君は疲つかれているようだから」

　彼は言って、ひときわ大きな扉の前で歩みを止める。

「ここが、今夜から君が泊とまる部屋だ」

　言って、空いている方の手で扉を押し開ける。

　ギギイ、という重い音を立てて、扉がゆっくりと開いた。

「……あ……」

　室内の様子を見た私は、思わず小さく声を上げた。

　中は、まるで高級ホテルのロビーのように広々とした空間だった。

　二階層吹き抜けになっていそうな高い天井。

　純白の大理石の床の上には、シンプルな真っ白なソファセットが置かれ、その向こう側には、チーク材と真しん鍮ちゆうで作られた立派なバーカウンターがある。

　それらの向こうは、大きな窓になっていて、この部屋の内庭らしい緑を見渡すことができた。

　アシュラフは私の肩を抱いたまま、部屋を横切り、部屋の端はしにある階段を上り始める。

「二階が……あるのですか？」

「イスラム様式には反するけれど、どうしてもやりたいことがあって」

　彼は言って私を抱かかえるようにして階段を上り……。

「……ああ……」

　踊おどり場で折り返し、階段を上るにつれて二階の様子が見えてくる。

　彼がやりたかったこと、というのがふいに解わかって、私は思わずため息をつく。

「……すごい……」

　二階の天井はとても高く、三階層くらいはある、見上げるような吹き抜ぬけになっている。

　部屋の真ん中には、キングサイズよりもさらに大きな、特注らしいベッド。

　真鍮の支柱を持つ天てん蓋がいには、薄うすいブルーの紗しやの布が、たっぷりと垂らされている。

　床には、彼が自じ慢まんにしていたあのタイルが、まるで凪なぎの海のような微び妙みようなグラデーションを描いてびっしりと貼られている。

　そのせいで、ベッドはまるで紺こん碧ぺきの海に浮うかんでいるように見えた。

　それだけでも見とれてしまいそうに美しいのに……。

「……砂漠が見える」

　ベッドの向こう側、壁かべの一面が、アールを描く巨きよ大だいなガラス張りにされていた。

　そしてその向こうには、美しい青空と、見渡す限かぎりに広がる金色の砂漠が広がっていた。

「……すごい景色です」

「そう。オアシスの外側の壁よりも、この部屋を高くしたかったんだ。だから多少掟おきて破やぶりだったけれど、この二階を作ったんだ」

　アシュラフは、とても嬉うれしそうな、そして誇ほこらしげな声で言う。

「朝早く目が覚めた時、ベッドから砂漠の朝焼けが見えたら、とても素す敵てきだろう？」

　彼の顔はまるで宝物を自慢する少年のように見えて……私は自分の置かれた状じよう況きようも忘れて思わず微ほほ笑えんでしまう。

　そして、ふと思う。

　……彼が経営するジェイクザイード・ホテル・グループのホテルは、人を驚おどろかせ、感動させる趣しゆ向こうに満ちている。

　例えば、ヘリコプターでしかいけない絶海の孤こ島とうに作られた、美しいプライベート・ヴィラ。

　例えば、自然保護区の中に作られ、アラビアの野生動物を見ることのできる砂漠のコテージ。

　大だい富ふ豪ごうである彼が設計したホテルは、どこも気が遠くなりそうなほどに宿しゆく泊はく費ひが高い。

　しかし、どこも想像を超こえるほどに豪ごう華かで、その演出とホスピタリティーの高さで人の心を強く摑つかみ、そして一生の思い出を作ってくれるような夢に満ちている。

　世界中の大富豪が彼のホテルに殺さつ到とうする理由が、なんとなく解る。

　……その要因は、社長を務める彼の、この子供のままのような性格にあるのかもしれないな。

　私は少年のように瞳ひとみを煌めかせる彼の横顔を見ながら思う。

　バスティス・グループは、彼のホテルと肩かたを並べることのできる、世界でも数少ない豪華ホテルをいくつも所有している会社だ。

　バスティス・グループのホテルは、サルヴァトーレ氏と、ジャンニ社長の趣味と性格を反映して、クラシカルな豪華さを保ち、とても品が良く、人をくつろがせる。

　金持ちの令れい嬢じようたちや、高こう齢れいの大富豪たちに定宿として愛用されるのがよく解る。

　……だが……。

　私はふと思う。

　……ジェイクザイード・ホテル・グループのような、悪趣味になるギリギリ手前の演出は、人の心を揺ゆらすのにとても有効かもしれない。

　私は、美しい陰いん影えいを描えがいて広がる、広大な砂さ漠ばくを見ながら思う。

　……それを証しよう拠こに、私の鼓動は、今、こんなに速くて……。

「ユウリ」

　私の身体がふと方向転てん換かんさせられる。

　彼の大きな手が、私の両りよう肩かたをしっかりと握にぎりしめる。

　煌きらめく漆しつ黒こくの瞳が、私の目を真っ直すぐに見つめる。

「ここが、気に入った？」

　彼の顔が妙に真しん剣けんに見えて、私の頰ほおがなぜか熱くなる。

　……なぜ赤くなっているんだ、私は？

「とても素敵だと思います。この美しいベッドルームも、ここからの景色も、そして……」

　私の唇くちびるが、勝手に言葉を紡つむいだ。

「……これを思いついた、あなたの柔じゆう軟なんな発想も」

　アシュラフの唇に、ふいにとても優やさしい笑えみが浮かんだ。

「ユウリに褒ほめてもらえた。初めてだ」

　彼は少年のように照れた顔になって、私の額に、コツンと額を押しつけてくる。

「なんだか、とても嬉しいよ」

　クスリと笑いながら、彼が囁ささやく。

　彼の囁きが、私の唇をふわりとくすぐった。

　私の心が、ふいにズキリと甘く疼うずいた。

　……ああ、どうしたというんだろう……？

「いつでもユウリに褒められるような男になれたらいいな」

　彼が囁いて、私の腰こしに優しく手を回す。

「そうなったら、俺はもうＳＰをまいて逃にげたりしないし、仕事を放ほうり出したりもしない」

「仕事を放り出す？」

　彼の手をふりほどけないまま、私はかすれた声で呟つぶやく。

「そんなことをしたら社長失格ですよ？」

　彼はクスクス笑い、それから私の唇に今度は深いキスをする。

「君を……愛あい撫ぶしたい」

「え？」

「ひどいことはしない。怯おびえないで」

　彼が囁いて、いきなり私の身体からだを抱だき上げる。

　紗の布をかき分け、私と彼は天蓋付きのベッドの中で一いつ緒しよに横たわる。

「あ……ベッドでは靴くつを脱ぬがなくてはいけないな」

　彼は言って身を起こし、自分の靴をベッドの下に脱ぎ捨てる。

　それから、私の脚あしをそっと持ち上げる。

　靴くつ紐ひもをそっと解ほどき、まるで姫ひめ君ぎみにでもするように恭うやうやしく、私の靴を取り去る。

　もう片方の靴も脱がされて……身体がいつのまにか熱くなる。　>>>♥

　……どうしたというんだ、私は……？

「眼め鏡がねを、取るよ？」

　その響ひびきと、その言葉に、私の身体の奥の何かがズキリと甘く反応する。

　……なんだか、怖こわい……。

　眼鏡は、対人関係の苦手な私が築いた、唯ゆい一いつの砦とりでだ。

　それを他人の手で取り去られるのは、なんだか……。

　彼の両手が、私の眼鏡をそっと外す。そして大切そうにサイドテーブルに置く。

「愛しているよ、ユウリ」

　彼が囁いて、私を抱きしめてくる。

　私の身体は、この先にあるはずの未知のものに本能的に怯える。

　しかし、なぜか、彼への怒いかりも、嫌けん悪お感も、今の私の中にはない。

　あるのは……蕩とろけそうな快感と、恥はずかしさと、そして理解のしがたい不思議な感情。

　……こんなことをされているのに、どうして怒おこらないんだ、私は？

　彼の手がそっと滑すべり、ワイシャツ越ごしに私の肌はだを撫なでる。

「……あ……っ」

　彼の指先が乳ち首くびに触ふれた途と端たん、私の唇から甘い声が漏もれてしまった。

「ここが、感じる？」

　布地ごとそっと摘つまみ上げられ、キュッと揉もみ込むようにされて……身体に信じられないような快感が走った。

　……どうして？　男なのに、こんなところで感じてしまうなんて……！

　そうは思うが……私の身体は、とても我が慢まんができないほど熱くなる。

　両方の指で乳首を摘まれ、巧たくみに愛撫されて、身体が蕩けそうになる。

「……あっ……ああ……っ」

　……ああ、このスケベ王子のせいだ……！

　私は我慢できずに喘あえいでしまいながら思う。

「……やだ……くう……っ」

　……この男が上手うますぎるから、こんなになってしまうんだ……！

　布越しの愛撫が、どうしようもなくもどかしくなってくる。

　彼の手がふいに私の身体を滑り降りる。

「……あぁ……んっ！」

　スラックスごとキュウッと握り込まれて、唇から甘い吐と息いきが漏れてしまう。

　……ああ、どうしよう……。

　……もう、放ってしまいそうだ……！

　もう喘ぎをかくせない私に、彼は言う。

「可哀かわい想そうに、こんなに硬かたくして。でもこのままではイカせてはあげないよ」

「そんな……！」

　彼は、巧みな愛撫を繰くり返しながら、とてもサディスティックな目をして私を見下ろす。

「イカせてほしかったら、『服をぜんぶ脱がせて、そしてイカせて』と言うんだ」

「えっ？」

「美しくて気高い君が、俺の手で乱れ、淫みだらな言葉を吐はくところが見たい」

「このサド野や郎ろう！」

　私の言葉に、彼は楽しそうに笑う。

「なんとでも言ってくれ」

　私は屈くつ辱じよくに唇をかむが、巧みな愛撫を再開されたらもう我慢ができなくなる。

「……ああ……脱がせて。そしてイカせ……ああっ！」

　私の囁きが終わる前に、彼は私のネクタイをシュッと解いた。

　ワイシャツのボタンが外され、スラックスの前立てが開けられ、そしてすべてを一気に剝はぎ取られる。

「……なんて美しいんだろうな」

　陽光の下もと、彼の視線の中にすべてをさらす感覚は、信じられないほど恥ずかしくて……。

　思わず片手で身体を抱きしめ、もう片方の手で脚の間を覆おおう。

「いや……だ……見るな」

「悪い手だな。そんなふうに隠かくしたら、愛撫できない」

　彼は言って、天てん蓋がいにかかっていた薄うすい布をそっと引っ張って落とす。

「え？」

　彼は私の両手首をまとめて摑つかみ、そしてその薄布でグルグルと巻いて縛しばってしまう。

「ええっ？」

　きつく縛られたわけではないので、痛みはなかったが……頭の上に両手を縛られ、陽光の下に全ぜん裸らをさらす感覚は……恥ずかしいだけではなくて……。

「嫌いや、だ……！」

　私は言うが、身体はもう我慢ができない状態だった。

　とても淫らなシチュエーションに、身体が熱くなってしまう。

　勃たち上がっていた屹きつ立りつが、ヒクリと震ふるえて先走りの蜜みつを漏らした。

「君の身体はとても正直だ」

　彼は囁いて、私の屹立をそっと手のひらで包み込む。

「いいよ。イカせてあげよう」

　先走りに濡ぬれた屹立が、ヌルヌルと愛撫される。

　乳首をそっと吸い上げられ、巧みに屹立を愛撫されたら、もう……！

「……ああ……くう、ん……っ！」

　私は身体を反り返らせ、屹立から、熱い蜜を、ドクン！　と勢いよく放ってしまう。

　思い切り放たれた私の蜜を、彼はその美しく大きな手のひらでしっかりと受け止めた。

　……ああ、どうしてこんな男の手で……。

　目が眩くらみそうな初めての快感に、身体が蕩けてしまいそうだ。

　……どうしてこんなに感じてしまったんだ、私は……。

　そして。

　その夜から、彼は夜よ毎ごとに私のベッドにしのんで来るようになった。

　だが、最後まで奪うばうことはしない。

　巧みな愛撫で私を感じさせ、思い切り蜜を搾しぼり取り、それから優やさしく風ふ呂ろに入れてくれる。

　まるで後宮のお姫様にでもされてしまったような生活に、私は戸と惑まどっていた。

　……これでは、私を愛しているといった言葉がまるで本当みたいじゃないか。





　　アシュラフ・アル・ザイーディ







「……それも、とてもよく似合う」

　俺は、感かん嘆たんのため息とともに呟つぶやく。

　彼がこの国に着いて三日が経たった。

　俺たちは、毎朝ヘリを使い、俺の会社の本社があるドゥバイ市街に向かう。

　ライバル会社からの出向ということで本社の人間たちは最初は警けい戒かいしたようだが、美しくそしてどこまでも真面まじ目めに仕事をこなそうとする優悧にすぐに心を開いた。

　俺は、優悧を、俺たちが新しく手がけようとしているホテル……沖おき縄なわ沖の小島に作るはずの美しいリゾートコテージだ……のプロジェクトチームに参加させた。

　本社には日本人が一人もおらず、日本支社にもなかなか適任の人材がいなかった。そんな時、日本人で、しかも鋭するどい感性を持った彼の意見は……本当に参考になった。

　ずっと停てい滞たいしていたのが噓うそのようにプロジェクトは進み、俺は優悧の卓たく抜ばつしたセンスと優ゆう秀しゆうさに舌を巻いた。

　……彼は美しくて純じゆん粋すいなだけではなく、本当に優秀な人だ。

　俺は、優悧の凜り々りしい姿に……ますます惚ほれ直してしまった。

　……そして。

「似合うよ。……君は本当に、何を着ても素す敵てきだな」

　心からの呟きなのに、優悧は冷たいそぶりでそっぽを向く。

「お世辞は結構です。とても素敵なスーツであることは認めますが」

　白熱した会議の後。午後九時。

　俺たちは、市街にある、俺の行きつけのブティックにいた。

　優悧が初めてドゥバイ本社に出社する日の朝、着き替がえを持ってくる余よ裕ゆうのなかった彼のためにここでスーツを何着か選んだ。

　その時に、店主に優悧のサイズを測らせた。

　そして店中の縫ぬい子こが総動員で仕上げたオーダーのスーツを取りに来た。

　しなやかでこのうえなく美しいスタイルをした優悧は、どんな服を着ても似合ってしまう。

　だが、俺が選んだ最高級のサマーウールで作られたチャコールグレイのスーツ、これも最高級のエジプト綿で作られたワイシャツ、それに少し光こう沢たくの入ったモスグリーンのネクタイ……これらは優悧の硬こう質しつな雰ふん囲い気きを引き立てていて、本当に美しい。

「よし、明日はそれを着てくれ」

　俺が言うと、彼は不思議そうに目を丸くする。

「あなたの会社は土日を休みにしていると聞きました。明日は土曜日ですが？」

「ある人々を招待しているんだ。マイスール一族……聞いたことがある？」

　俺の言葉に、優悧はハッとしたように目を見開き、そして緊きん張ちようした声で、

「『ヴィッラ・サッビア』が建つ予定の土地を治める王族ですね」

「次期首長であるハマド・マイスールを君に紹しよう介かいするよ。彼に話を通せば『ヴィッラ・サッビア』は今よりもスムーズに工事を続けることができるだろう」

　優悧は呆ぼう然ぜんとした顔で俺を見つめ……ふいにその美しい瞳ひとみを潤うるませる。

「約束を……守ってくださるんですね？」

「俺が約束を破るような男に見える？」

　俺が言うと、彼は目を潤ませたままで、俺を真っ直すぐに見つめる。

「さっきまでは、疑っていました。でも……あなたを疑った私がバカでした」

　彼は涙なみだをこらえようとするかのように、微かすかな笑えみを浮うかべる。

「ありがとうございます。とても感謝します」

　彼の本当に嬉うれしそうな様子に、俺の心がズキリと痛んだ。

　……君の心は、まだサルヴァトーレ氏の上にある。

　……だが。

　俺は、彼の笑みに、不思議なほどの幸せを感じている自分に気づく。

　……君が笑ってくれるのなら、俺はどんなことでもしたい。

　……それが……どんなに報むくわれない想おもいでも……。

　俺はたまらなくなって、彼の額にそっと唇くちびるを押し当てる。

　最初はとても怯おびえたように、手を触ふれるだけで身体からだを硬こう直ちよくさせた彼だが……今は、ほんの少しだけ俺に慣れてくれたようだ。

　彼の細い腰こしを支え、唇を耳に滑すべらせる。

　そして美しい芸術品のような耳たぶを、そっと唇に含ふくむ。

「……んん……っ」

　とても敏びん感かんな彼は、それだけで小さく身体を震わせてしまう。

「……ああ……っ」

　彼の唇から、微かな甘いため息が漏もれる。

　彼はそれを恥はじるようにキュッと強く目を閉じる。

　俺は彼の瞼まぶたにそっと唇を押し当てる。

「……愛している。君のためならどんなことでもする」

　囁ささやくと、彼はまた小さく身を震わせる。

　しっかりと抱だき寄せた彼の身体。

　彼の鼓こ動どうが、だんだん速くなっているのが感じられる。

「……ユウリ」

　俺は片手を上げ、彼の顎あごをそっと持ち上げる。

「今夜も……いい？」

　彼はその白い頰ほおをふわりと染める。

「……そんなに毎晩されたら……私は……」

「……つらい？」

　俺が囁くと、優悧は少し返答をためらい、それから恥ずかしそうな顔で小さくうなずく。

「あなたが、昨夜ゆうべも、その前も、アンナコトをするから……腰が抜ぬけそうになります」

「アンナコト？　何をしたかな？」

　俺が言うと、彼はますます恥ずかしそうな顔になり、小さな声で囁く。

「あなたは……とてもイジワルです……」

　その少しだけ拗すねたような声が可愛かわいくて、俺は彼の身体を思わず抱き寄せる。

「今夜は勘かん弁べんしてあげよう。明日の夜は、したい。……いい？」

　優悧は驚おどろいたように目を見開き……それから首筋まで真っ赤にして顔をうつむける。

「私は……あなたの奴ど隷れいなんでしょう？　聞かなくても結構です」

　彼の言葉には、なぜかつらそうな響ひびきがなく……俺はそのことが不思議と嬉しい。





　　小林優悧







　……アシュラフは、約束を守ってくれた。

　私は思い、ネクタイの結び目が完かん璧ぺきなことを確かめる。

　……ここで私がぶちこわしたら、何もかもが水の泡あわだ。

　ここは、アシュラフのコテージから一番離はなれたところにある来客用のコテージ。ヘリポートはこのすぐそばに設置されている。

　シックで荘そう厳ごんな雰囲気のアシュラフのコテージと違ちがい、客を楽しませるために、ここはまるでお伽とぎ話ばなしのスルタンの宮きゆう殿でんのように豪ごう奢しやを極きわめた造りになっている。

　……改めて、大富豪であるザイーディ家の裕ゆう福ふくさを思い知るな。

　金きん箔ぱくが張られた装そう飾しよくや、とんでもなく高価そうな大きなペルシャ絨じゆう毯たんを見ながら私は思う。

　ふいに、遠くからヘリのローター音が聞こえてきた。

　窓の外を見ると、銀色のものがきらりと光り、みるみる近づいてくる。

　銀色のヘリの側面には、シンボライズされた真っ赤な獅し子しの紋もん章しようが描えがいてある。

「あの獅子は、マイスール家の紋章だ。うちの一族にも負けない獰どう猛もうな一族なんだよ」

　アシュラフの言葉に、私は緊張の度合いを高める。

「もともと、マイスール一族は、外国資本のバスティス・グループをよく思ってはいなかった。俺が妨ぼう害がいをしなくても、もしかしたらあちらからオープンの延期を求めてくるかもしれない」

　その言葉に、私の心がズキリと痛む。

　……そうだ。マイスール一族が乗り気にさえなってくれれば、ホテルはもっと前にオープンしていたはずで……。

「君が彼らの機き嫌げんを損そこねれば、あのホテルの完成が不可能になるばかりでなく、君の命まで危険にさらされることも考えられる。彼らはそういう一族だ」

　アシュラフは、それが冗じよう談だんではないことを示すように沈しずんだ声で言う。

「それでも君は……逃にげたりはしないのだろうな」

　アシュラフの言葉に私は深くうなずく。

「ええ。……あなたの会社で仕事をさせていただいていて、忘れかけていた大切なことを思い出したような気がするんです」

「え？」

「『ヴィッラ・サッビア』はサルヴァトーレ氏の夢だっただけじゃない、そのプロジェクトに加わっているすべての社員の夢でもあるのです」

　私は言って、拳こぶしをそっと握にぎりしめる。

「夢をかけ、熱意を傾かたむけてあのホテルを作ろうとしている仲間のためにも、私がここで逃げることなどできません」

　ヘリポートのコンクリートの上に微かに溜たまっていた砂が、激しい砂すな埃ぼこりをたてる。

　誘ゆう導どうをしている使用人たちの、髪かみやジュラバが、風で激しく舞まい上がる。

　砂さ漠ばくの陽光を反射して目に痛い銀色の機体。威い圧あつ的な獅子を描いたヘリは、アシュラフのヘリの隣となりにゆっくりと着陸した。

　使用人たちが、顔や身体から砂を払はらいながら駆かけ寄り、ヘリの扉とびらを開けている。

　アシュラフが私を振ふり向いて、

「心の準備は、いいか？」

　私はその言葉にしっかりとうなずく。

「ええ」

　使用人が、ガラスの扉を大きく開く。

　私とアシュラフは、並んで、太陽に温められてフライパンのように熱くなったコンクリートの上に踏ふみ出した。

　汗あせを垂らした使用人が、ヘリコプターの扉を大きく開く。

　そのとたん、飛び降りてきたのは大おお柄がらな男たちだった。

　濃こい焦こげ茶色のジュラバに身を包み、同じ色のカフィーヤを被かぶっている。

　ジュラバの中にいかにも銃じゆうを隠かくし持っていそうな彼らは、きっと次期首長のＳＰなのだろう。

　もちろん仕事はきちんとしているだろうが、主人に置いてけぼりにされたりしてどこか間ま抜ぬけなイメージのあるアシュラフのＳＰたちとは違って、彼らにはまったく感情というものが見えない。ほんの些さ細さいなきっかけで機き関かん銃じゆうを乱射しそうな、得体の知れない雰ふん囲い気きがある。

　そして……。

　彼らに続いて降りてきた男を見て、私は本能的に後ずさる。

　彼は、ジュラバを着てはいなかった。

　とても仕立ての良さそうなダークスーツとピシリとアイロンのかかったワイシャツ、そして一目で高価なものであることのわかるネクタイ。

　長身のジャンニ社長やアシュラフと並ぶくらい、背が高い。

　肩かた幅はばが広く、腰こしが細く、脚あしの長い……完璧なモデル体型をしている。

　陽ひに灼やけた肌はだ、高い鼻び梁りよう、凜り々りしい眉まゆと、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　獰猛なアラブの一族の次期首長というよりは、モデルか俳優と言われた方がしっくりくるような美び貌ぼうの男だ。

　……しかし……。

　彼の視線が、いきなり私に当てられる。

　彼に真っ直すぐに見つめられた瞬しゆん間かん、私の背中にゾクリと寒気が走った。

　……どうしたんだ。私は……？

　彼の目には、人をすくませるような、強すぎる光があった。

　まるで、獲え物ものに狙ねらいを定めた肉にく食しよく獣じゆうのような……。

　……怖こわい……。

　私は、本能的に思う。

　……これが、アラブの獰猛な民族の血、なのか……？

　私の怯おびえを敏びん感かんに感じ取ったのか、アシュラフの手の甲こうが、そっと私の手の甲に触ふれる。

「……大だい丈じよう夫ぶ。俺がいるよ」

　彼が、小さく囁いてくる。

　彼の声に、私はなぜか安心してしまっている自分に気づく。

　……どうして、アシュラフなんかに……。

「お招きありがとう、アシュラフ・アル・ザイーディ」

　男は言って、その端たん整せいな顔に、にっこりと笑えみを浮うかべてみせる。

　そんなふうにすると彼はとても人好きのする紳しん士しに見え……私はさっきの彼の恐おそろしい視線が見間違いだったのかと思う。

「わざわざのおいでをありがとうございます、ハマド・マイスール」

　アシュラフは笑みを浮かべて彼に歩み寄り、まるで昔からの親友のようにしっかりと抱だき合あう。

　……ザイーディ一族とマイスール一族は、敵対はしてはいない。

　……だが、いつでも一いつ触しよく即そく発はつの関係のはずで……。

　私は、満面の笑みで言葉を交かわす二人を見ながら思う。

　……これが、アラブ式の挨あい拶さつというものなのか……？

「さて、こちらにいる美しい人は？」

　マイスールが、私を見ながら言う。アシュラフが、

「彼はユウリ・コバヤシ。あのバスティス・グループの社員で、今、私の会社の方に出向してきているところなんです」

「バスティス・グループ！　社長であるジャンニ・バスティスや彼の会社に敬意は払っているが、欧おう米べい式の仕事のやり方は、私にはなかなか理解できなくてね」

　マイスールは大げさに驚おどろいた仕草をし、それから苦く笑しようを浮かべる。

「まさか、宴えん会かいの席で『ヴィッラ・サッビア』の話などしないだろうね？」

　いきなり言い当てられて、私は言葉を失う。

「あのホテルの建設用地は、一族の領地の中でもひときわ美しい場所でね。建設を本当に許可してよかったものか、実はまだ迷っているところなんだよ」

　彼は楽しそうに言い、それから私の顔を真っ直ぐに見つめる。

「私の名前はハマド・マイスール。アシュラフよりも三つ年上ではあるが、親しくさせてもらっている友人だよ」

「初めまして、ミスター・マイスール。ユウリ・コバヤシと申します。普ふ段だんは日本でバスティス社長の秘書を務めていますが、今回は勉強のためにジェイクザイード・ホテル・グループの本社に出向してきております。……偉い大だいな一族の次期首長とお会いできて、とても光栄です」

「なるほど。君はなかなか頭がいい。アラブ式の物言いも、しっかりと心得ているようだ」

　彼は言って、いきなり私の右手を持ち上げる。

　……え……？

　私の手の甲に、いきなり彼の唇くちびるが強く押し当てられる。

　……どうして男の私が、女性のように手の甲にキスをされなくてはいけないんだ？

　私は怒いかりを覚えるが、彼の唇のねっとりとしたその感触に、怒りも忘れてゾクリと震ふるえる。

「美しい手だ。まるでシルクのような手て触ざわりだよ」

　私の肌に唇で触れながら、彼が囁ささやく。

　……彼はきっと、私を試ためしている。

　私は思い、手を奪うばい返したいのを必死でこらえる。

　……私を怒おこらせ、交こう渉しようを自分からぶちこわすのを待っているんだ。

「男の私の手など、少しも美しくありませんが……お褒ほめに与あずかり、光栄です」

　私は怒りを全身全ぜん霊れいで抑おさえ、にっこり笑って言ってやる。

　彼は私の手から唇を離はなし、探さぐるように私を見つめる。

　それからふと苦笑を浮かべて、

「女のように扱あつかうな、と怒るかと思った。日本人はとても忍にん耐たい強い」

　私がもう一度にっこりと笑ってやると、彼はあきらめたように私から手を離す。

「女性のように扱って悪かったね。さて食事をごちそうになりながら、君の話を聞こうかな」

　私はその言葉を信じられない気持ちで聞き、それから、

「ありがとうございます。前向きにご検討いただければ幸いです」

「まだよい返事をするとは言っていないよ？　だが、君と話をするのはとても面おも白しろそうだ」

　マイスールは言って、ふいに親しげに私の肩かたに手を回す。

「さあ、行こうか。……アシュラフ。私は腹がぺこぺこなんだが？」

　アシュラフはさっきまでの笑みを消していた。その視線は痛いほどの強さで、私の肩に回された彼の腕うでに当てられていた。

　……頼たのむ、怒ったりしないでくれ、アシュラフ。

　心の中で思ったのが通じたかのように、アシュラフはその顔ににっこりと笑みを浮かべる。

「失礼いたしました。こちらに宴会の準備ができています。……楽しい宴会になりそうだ」

　彼の言葉に、私はホッとして息をついた。




　　　　＊




　客人用のコテージの、宴会室。

　大理石の床ゆかの上には分厚い、いかにも高価そうなペルシャ絨じゆう毯たんがびっしりと敷しかれ、絹で作られたクッションが数え切れないほど置かれている。

　目の前には螺ら鈿でん模様の施ほどこされた低い卓たくが並び、その上にはアシュラフが用意させた食事が次々に運ばれた。

　アラブ風の料理のほかに、最高級のキャビアを使った前菜や、フォアグラやトリュフを使った料理なども並び、いかにも金のかかっていそうな晩ばん餐さんだった。

　一見クールな美男子に見えたマイスールは、酒が入った途と端たんにご機き嫌げんになった。楽しげに話し、そして食欲旺おう盛せいによく食べた。

　私を片時も隣となりから離さず、酒の酌しやくをさせるのには参ったが。

　……まあ、取引先の接待には日本の仕事でもう慣れた。

　私は彼のグラスに最上級のワインを注ぎながら思う。

　……バスティス社長の目を盗ぬすんで触さわってこようとする日本のスケベオヤジよりはよほどマシだ。

「あのジャンニ・バスティスが、アシュラフの学友だったなんてね」

　マイスールは、グラス一いつ杯ぱいで何万円もするであろうビンテージワインを、まるで水のように無造作に飲み干してから言う。

「ええ。スイスの寄宿学校に放ほうり込まれている時の、親しい先せん輩ぱいです」

　アシュラフが頰ほおを引きつらせながらも笑みを浮かべる。

「在学中は、とてもよくしていただきました。彼は本当にいい人で……」

　実は、遊び人のアシュラフが、優等生だったバスティス社長に一方的に怒られ、チェックを入れられていたというのが本当のところ。犬けん猿えんの仲……とすら言えないような関係だったようなのだが。

　私は、頰を引きつらせながらも親しさをアピールするアシュラフに、心の中で感謝する。

　マイスールは少し考え、そして、

「バスティス氏は、友人であるアシュラフの友人。それならバスティス氏が作る『ヴィッラ・サッビア』を快く受け入れないわけにはいかないな」

　その言葉に、私は思わず身を乗り出す。

「本当ですか？」

「ああ。君の話で、バスティス・グループがどんなにあのホテル作りに燃えているかも知ることができたし。それに……」

　彼は私のことをじっくりと見み据すえて、

「君のような美しい人がわざわざ出向いてくれたんだ。受けないわけにはいかないよ」

「ありがとうございます！」

　私はまだ信じられない気持ちで、彼に頭を下げる。

「社長をはじめとして、バスティス・グループの社員たちもとても喜ぶと思います！」

「それなら君も本ほん望もうだろう」

　彼は私の肩を抱き寄せて、

「私からの祝しゆく杯はいを受けてくれないか？」

　言って、ワイングラスを私に持たせる。

　そして、ワインではなく、壺つぼに入っていたアラブ風の酒をそれになみなみと満たしてしまう。

「さあ、一気に飲んでくれ」

「ミスター・コバヤシ」

　アシュラフが笑えみを浮うかべたままで言う。

「その酒はこの地方独特のもので、アルコール度数は八十五度だ。油断して飲むと倒たおれてしまうので有名なんだよ」

「まあまあ。女子供じゃあるまいし」

　マイスールは楽しげに言って、私の顔を覗のぞき込んでくる。

「私からの祝杯を、受けてくれるだろう？」

「もちろんです」

　グラスを顔に近づけるだけで、ツン、と強いアルコールの香かおりが鼻をついた。

　……これは、かなり強い。

　……だが、こんなところで負けるわけにはいかない。

「ユウリ、やめ……！」

　アシュラフが驚いた声で言うが、私は取り合わず、グラスを傾かたむける。

　口に入れた時には妙みように甘ったるいその酒が、喉のどを通る時に、カアッと燃えるように熱くなった。

　……嫌いやな酔よい方をしそうな酒だ。

　私は思いながら、それを一気に飲み干した。

「……ふう」

　ため息をついて、空になったグラスを卓に置く。

　マイスールに向かってにっこりと微ほほ笑えんでみせる。

「ごちそうさまでした」

「素す晴ばらしい。それでこそ男だ。綺き麗れいだからといって君を女性扱いしたりしてすまなかったよ」

　マイスールは言いながら、空になった私のグラスに酒を満たす。

「君には勇ゆう敢かんな遊牧民の資格があるかもしれないな。……さあ、乾かん杯ぱいの続きだ」

　……この男、まだ飲ませる気なのか？

　胃の底の方から、ジワリジワリと嫌な酔いが這はい登ってくる気がする。

　……このまま飲み続けたら、やばいかもしれない……。

「安心しなさい。一人で飲ませはしないから」

　彼は言い、自分のグラスにも同じように酒を満たす。二つのグラスを持ち上げ、そのうちの一つを私に持たせる。

「乾杯をしよう。ここで辞退したら、臆おく病びよう者もののレッテルを貼はられることになるよ？」

　……なんだと？

　顔も身体からだも男らしくないせいで、私はずっと、コンプレックスと戦ってきた。

　バカにされないように、男らしくないと言われないように、常に勉強をし、スポーツをこなし、果ては道場に通って護身術まで身につけた。

　マイスールの顔にさっきから浮かんでいるからかうような笑みは、私のコンプレックスをダイレクトに刺し激げきしてくる。

「もちろん、いただきます」

　私は彼に向かってグラスを上げてみせ、アシュラフが止めようとする前に一気に飲み干した。　>>>♥

「ユウリ！　もういい加減にしろ！」

　本気で怒おこった顔のアシュラフが、私の手からグラスを取り上げた。

「ご主人様」

　マイスールと一いつ緒しよにヘリに乗ってきた、執しつ事じらしき男が慌あわてて駆かけ寄ってくる。

「そろそろおいとまいたしませんか？　後宮の姫ひめ君ぎみたちが寂さびしがっている頃ころかと」

　彼は声を潜ひそめて、マイスールに囁ささやく。

　ホッとすると同時に、私は執事の言葉に思わず反応してしまう。

　……後宮？　ハレムか……？

　このコテージにそれらしきものがなかったので私はなんとなく安心していた。

　大富豪の王子様だからといって今時ハレムを持つ男などいないのでは、と。

「そうだな。せっかく会ったばかりのミスター・コバヤシともうお別れというのが、とても名残なごり惜おしいけれどね」

　マイスールが、なぜかとてもいやらしい顔で私を眺ながめ回しながら言う。

　……この男、本当にハレムを持って女性たちを囲っているのか？

　……最低の男だ！

「本日は、いろいろとありがとうございました。『ヴィッラ・サッビア』の件、どうぞよろしくお願いいたします」

　私は言って立ち上がろうとし……ふいに襲おそってきた激しい目め眩まいに驚おどろく。

　……いつのまにか、こんなに酔いが回っている。

　よろけそうになった私の身体を、アシュラフがさりげなく支えてくれる。

　……あれで終わってくれて、本当に助かった……！




　　　　＊




　……バスティス社長の気持ちが、少し解わかった。

　私は、巨きよ大だいな柱の立ちならぶ回かい廊ろうを歩きながら思う。

　……バスティス社長はモロッコでアシュラフの父親や親しん戚せきたちに摑つかまり、宴えん会かいに付き合わされ、うんざりしていたっけ。

　宴会の後。

　アシュラフは私に、『君はとても酔っている。カートを外に待たせてあるから先にコテージに帰って休みなさい』と囁き、『手みやげを選んでいただけませんか』とマイスールを別室に誘さそった。

　執事やＳＰたちが、二人に続いてぞろぞろと出ていき……一人になった私は、やっとホッとすることができた。

　緊きん張ちようが解けたとたん、酔いが一気に回ってきたようだ。

　私は少しふらつきながら、広大な客用コテージの回廊をゆっくりと歩く。

　そして、中空に金色の月が昇のぼっているのに気づく。

　……これで『ヴィッラ・サッビア』の工事はスムーズに進む。

　……それもこれも、アシュラフのおかげか。

　私は、わざわざマイスールをここまで呼び寄せ、そして宴会中もいろいろと気を遣つかってくれていたアシュラフに、心の中で感謝する。

　……あとで、きちんと御お礼れいを言わなくては。

　昨夜ゆうべ言われた『明日こそはするよ』という囁きが耳の奥に蘇よみがえり、私は頰ほおを熱くする。

　……何を照れているんだ、私は？

　それから、プロジェクトの進行について思いを馳はせる。

　……あのホテルは本当に美しい場所になるはずだ。

　……プロジェクトメンバーを始め、社員たちはとても喜ぶはずで……。

　私は思い、それから最初にサルヴァトーレ氏のことを思わなかった自分に驚く。

　……そういえば……。

　私は愕がく然ぜんとしながら思う。

　……このオアシスに来てから、彼のことをほとんど思い出していない。

　……その代わり、常に思い出しているのは……？

　アシュラフの顔がふいに脳のう裏りをよぎり、私はドキリとする。

　……何を考えているんだ、私は？

　……私は脅おどされて、契けい約やくを結ばされ、ここに来ているんだ。

　……その憎にくい男のことばかり考えていて、どうするんだ？

　余計なことを考えていないで、さっさとコテージに帰ろうと思い、足を速めた時……。

「あっ！」

　柱の蔭かげの暗がりからいきなり手が伸のび、驚いている私の身体が柱の蔭に引きずり込まれた。

「えっ？」

　アシュラフのイタズラか、と思った私は、そこにいた人ひと影かげを見て驚いてしまう。

「ミスター・マイスール！　どうしてここに？」

　この男は、アシュラフと一緒にいるはずでは……？

「少し酔ったので、先にヘリに戻もどると言って出てきた。今頃は執事が手みやげを選んでいるだろう。アシュラフを引き留めるために、たっぷり時間をかけてね」

「どういうことですか？」

　彼の顔に、楽しげな笑えみが浮うかんだ。

「私は、君たちの願いを快く承しよう諾だくしてやった。その代だい償しようをもらわなくてはいけない」

　彼の言葉に、私は驚いてしまう。

「ミスター・ザイーディは、手みやげとしてあなたに高価な絨じゆう毯たんやたくさんの宝石を用意していたはずです。それでもまだご不満ですか？」

「一番美しい宝石は、ここにあるじゃないか」

「え？」

　マイスールの手が上がり、私の顎あごを乱暴に持ち上げる。

「私は、これが一番気に入ったんだよ」

　彼の腕うでが、私を無理やり抱だき寄せる。

　そして身を屈かがめ、私の首筋をいやらしく舐なめあげてきた。

　私の背中に、嫌けん悪おの震ふるえが走る。

「やめてください！　ミスター・ザイーディの怒いかりを買いますよ！」

　思わず叫さけび、逃にげようとする。

　しかし、ほかの柱の蔭からいきなり駆け出してきた彼のＳＰたちを見て絶望する。

　……彼はもともとそのつもりで、回廊で待ち伏ぶせしていたのか！

　私の身体がごつい男たちに拘こう束そくされる。

　両方から腕を摑まれた私に、マイスールがゆっくりと近寄ってくる。

「こんなに綺き麗れいな宝石に、手て荒あらなまねはしたくないんだが」

　彼は言って、私の顔から丁てい寧ねいな仕草で眼め鏡がねを外す。

「……あっ」

　それほど目が悪いわけではないので、眼鏡がなくても不自由はないのだが……顔を直接に見られることが、私はとても苦手だった。

「ほお」

　彼は私の顔を見つめ、それから舌なめずりでもしそうな顔をする。

「こんな無ぶ粋すいなものなど、ないほうがいいとずっと思っていたんだ」

　彼は言って、綿ゴミでも捨てるかのような何気ない仕草で、眼鏡を中庭の芝しば生ふの上に捨てる。

　……なんてことを……！

　高価なものではないが、私が自分の給料で買い、毎日愛用していたものだ。それをぞんざいに扱あつかわれて、さらに怒りが湧わき上がってくる。

「本当に美しい。こんな美しい宝石は、私のコレクションに加えずにはいられないよ」

　彼は言って、ポケットからハンカチを取り出す。

「さて、可哀かわい想そうだが、少しだけ我が慢まんだ」

　彼の手が私の顎を強く摑む。

　痛みに思わず開いてしまった口の中に、丸めたハンカチが詰つめ込まれる。

「……んっ……んんっ！」

「これからヘリに乗るまで、少しおとなしくしていてもらうよ」

　彼が合図をすると、巻かれたペルシャ絨毯を持ったＳＰが近寄ってくる。

　色合いに見覚えがあるところを見ると、アシュラフが用意した手みやげを、先に一枚だけ持ってきたのだろう。

　ＳＰがそれを床ゆかの上に広げると、マイスールがいきなり私の身体からだをドンと突ついた。

　酔よいもあってふらつき、その上に倒たおれ込む。次の瞬しゆん間かん、再び絨毯が巻かれ、私はその中心部分に巻き込まれてしまう。

「……んんーっ！」

　グルグルと回された衝しよう撃げきで、ますます酔いが回ってしまう。

　絨毯に巻き込まれた私の身体が、荷物のように担かつぎ上げられる。

　乱暴に揺ゆすられ、運ばれて、気絶しそうになった頃ころ、私の耳にヘリコプターのローター音が聞こえてきた。そして……。

「ミスター・コバヤシは少し酔ったようですので、先に部屋に帰しました。お見送りが私一人で申し訳ない」

　……アシュラフ！

　聞こえてきたのは、アシュラフの声だった。

　……私はここにいる！

　私は必死で声を上げようとするが、ハンカチを口に詰め込まれているせいでまともな声が出せない。しかもヘリの轟ごう音おんにかき消されて、それすらも届かないだろう。

「たくさんの素す晴ばらしい手みやげまで、ありがとう、アシュラフ。君にはとても感謝するよ」

　マイスールのにこやかな声が、それに応こたえているのが聞こえる。

　……助けてくれ、アシュラフ……！





　　アシュラフ・アル・ザイーディ







「ユウリ。まだ起きている？」

　俺は、ベッドルームへの階段を上りながら、小さな声で呟つぶやいてみる。

「酔いの方はどうかと、心配になって……」

　俺は言い、そして天てん蓋がいから紗しやの布の下げられたベッドに近づく。

「……ユウリ？」

　俺は囁ささやいて布を押し広げ……そして、ベッドに誰だれもいないことに驚おどろく。

「ユウリ？　どこだ？」

　慌あわてて階段を駆かけ下り、涼すずしいところで酔い醒ざましをしているのかと、思いながら内庭を見み渡わたしてみる。

　……いない。

　俺は自分のコテージの中を駆け、優悧の姿を捜さがした。

　しかし、彼の姿はコテージのどこにもなかった。

　……まさか、あの客用のコテージのどこかで、倒れてしまっている？

　俺はカートに飛び乗り、木々の間を抜ぬけて全速で飛ばした。

　コテージの中庭に駆け込み、使用人たちに片づけを指示しているザーヒドの姿を見つける。

「ユウリの姿を見なかったか？」

　俺が叫ぶと、彼は驚いた顔で、

「ユウリ様はお部屋にお戻りになったのでは？　てっきりもうお休みになっているかと……」

「それが、どこにもいないんだ！」

「失礼します！」

　後ろから声がして、一人の使用人が走ってくる。

「さきほど中庭の掃そう除じをしていたら、こんなものが！」

　彼が差し出したのは……見み間ま違ちがえるはずがない、優悧の眼鏡だった。

　……優悧、いったいどこへ行ってしまったんだ？





　　小林優悧







「私のオアシスにようこそ」

　マイスールが、電動カートから降りた私に言う。

「……あなたのオアシス……」

「そう。周りは砂さ漠ばくだから、どこにも逃げられないよ」

　彼は楽しそうに言う。

「君はもうずっとここで過ごすんだ。楽しんだ方がいいよ」

　その言葉に、身体から血の気が引く。

　ヘリに乗せられていたのは、一時間ほどだと思う。

　絨じゆう毯たんに巻かれ、荷物として運び込まれた私は、ヘリが上じよう昇しようし終わるとそこから席に移された。

　上空から見えたここは、アシュラフのものと同じくらいの規模のオアシスだった。

　ここはどうやら、一族の持ち物、というよりはこのハマド・マイスールの個人的な別べつ荘そうらしい。

　ひっそりと落ち着いてくつろげたアシュラフの別荘とは違い、ここは建物の趣しゆ味みからひどいものだった。

　まるで子供のアラビアンナイトの絵本に出てきそうなごてごてとしたアラビア風のコテージ。

　さらに嫌いやなことに、着き飾かざったしどけない美少年たちが、何人も行き来している。

「……ここは、まさか……」

　私が言うと、彼は楽しそうに笑って、

「そう、私のハレムだ。君は今日から、このハレムの住人になるんだよ」

　彼は言いながら私の肩かたを抱だき、広場を突っ切って巨きよ大だいな建物に入っていく。

　趣味の悪い色のモザイク、ごてごてと金きん箔ぱくが張られたアラビア風の金ぴかのインテリア。

　……最悪だ……。

「そしてここが、私の個人的なコテージだ。ここに招待されるのは、名めい誉よなことなんだよ？」

　彼は、後ろにあるひときわ趣味の悪い建物を示す。

「そして今夜は、君をベッドまで招待するよ」

　私は思わず後ずさってしまいながら、必死で、

「私は貢みつぎ物として用意されたわけではありません、ジャンニ・バスティスの秘書として、そしてバスティス・グループの一員としてこの国に来ています。ミスター・アシュラフは私を本社の会議にも参加させてくれていましたし……」

「まだそんなことを言っているのか？」

　マイスールは楽しそうに言う。

「君のような色っぽい美人相手に、本気で仕事ができるものか」

　彼の言葉が、私の心をザクリと傷つける。

「アシュラフは、君の機き嫌げんを伺うかがうために、会議にまで連れていってやっただけだろう？　ハレムの住人の機嫌をとるとは、情けない男だな」

「違います、彼は……！」

「ジャンニ・バスティスはアシュラフに言うことを聞かせるために社長秘書である君を贈おくり、アシュラフは私に頼たのみ事をするために、また君を贈った。それが、アラブのやり方なんだよ」

　……そんな、まさか……。

「君の役目は、あの二人のベッドのお相手だろう？」

　彼に乱暴に腕うでを摑つかまれてぞっとする。

「違います！　離はなしてください！」

　私が思わず暴れると、彼はますます面おも白しろそうな顔になる。

「ほう。宴えん会かいの時に酌しやくをしてくれた様子は、いかにも男に慣れていそうだったが……」

　彼の手が私の顎あごを無理やり持ち上げる。

「震ふるえている。色っぽい顔に似合わず、身体からだはまだまだ純情なんだな」

　彼は楽しそうに言って、いきなり私の身体を抱き上げる。

「やめてください、何をするつもりなんですか！」

「ハレムに来て、することは一つだよ」

　……そんな……！

　私は必死で暴れるが、彼はそれをものともせずにやすやすと運び、そして建物の奥にある金ぴかの扉とびらを肘ひじで押して開ける。

　……うっ。

　だだっ広い円形の部屋には分厚いペルシャ絨毯が敷しき詰つめられている。

　部屋の真ん中には、金色の柱を持つ、巨大な円形の天蓋つきベッド。

　天蓋から下げられているのは、さまざまな色合いの紗の布地。

　その配色の趣味の悪さが、妙みように淫いん靡びな雰ふん囲い気きを盛り上げている。

　大きな香こう炉ろから立ち上る煙けむりからは、妙に甘ったるい匂においがして、背中が寒くなる。

　……まさか、妙な作用のある植物などを、燃やしてはいないだろうな？

　あまりのいかがわしさに呆あつ気けにとられ、暴れるのを忘れた私を、マイスールは一気にベッドまで運ぶ。

　……やばい……。

　彼が、私の身体をベッドの上に放ほうり投げる。

「ああっ！」

　天てん蓋がいから下がっていた紗しやが何枚かふわりと落ちてきて、私の視界を奪うばう。

　柔やわらかすぎるベッドに弾はずんで、身体の自由が利きかない。

「最初に会った瞬しゆん間かんから、ずっと思っていたんだ」

　彼は言って、そのまま私の身体の上にのしかかってくる。

「や、やめてください！」

「君も私にまんざらでもなかっただろう？　目が色っぽく誘さそっていたし」

　彼の手が、私のネクタイに掛かかり、シュッとゆるめてしまう。

　さらわれる時に、眼め鏡がねを奪われた。

　そのうえ、ネクタイをゆるめられて……自分がとても無防備になった気がして泣きたくなる。

　……畜ちく生しよう、なんでこんな……！

「これだけ大きなハレムの住人たちを、一人残らず満足させている。私のテクニックには、君もすぐに夢中になると思うよ？」

　いやらしい声で囁ささやいて、ワイシャツの上から私の鳩みぞ尾おちに手を当てる。

「……う……」

　その手を胸の方に滑すべらされて、私の身体に嫌けん悪おの震えが走る。

　……こんな男に、触ふれられてたまるか！

　パンッ！

　私はもう我慢できず、思わず彼の頰ほおを本気で叩たたいてしまう。

「図に乗るのもいい加減にしろ！　このスケベ野や郎ろう！」

　私は叫さけんで、呆気にとられている彼の身体の下から滑り出る。

　……ああ、やってしまった。だがこれ以上のことをされるのは……！

　部屋を走り出ようとして……後ろからいきなり足をさらわれる。

「あっ！」

　容よう赦しやない足あし払ばらいにバランスを崩くずし、私は走り出した勢いのままに絨毯の上に倒たおれ込む。

「……うっ！」

　無防備に倒れたせいで受け身も取れず、胸を打った私は息が一瞬止まる。

　私の身体が、まるで荷物のように無造作に抱かかえ上げられる。

「マイスール一族の次期首長である私に、手を挙げられる人間がいるとは」

　マイスールの口から漏もれた声は、不気味なほど静かで、楽しげにすら聞こえた。

「イケナイ手だ。こうしておかないといけないな」

　彼は手を上げて、ベッドサイドテーブルの引き出しを開く。

　ジャラ……。

　そこから出されたモノを見て、私は血の気が引くのを感じる。

　それは、中型犬を散歩させるときに使いそうな、金属の鎖くさりだった。

　特注なのか、鎖は豪ごう華かな金色をしていた。

　その端はしは二ふた股またに分かれていて、犬の首輪のような黒い革かわのベルトがそれぞれにつけられていた。

　……これは、まさか……拘こう束そく具ぐ？

　彼は私の手首を摑み、そこに革のベルトの一本を強く巻き、金具で止める。

　手早くもう片方の手首にも、ベルトが巻き付けられる。

「離せ、このサド野郎……っ！」

　私の罵ば倒とうを物ともせず、彼は鎖の端を金属でできたヘッドボードの横棒に巻き付ける。

「さあ、これで逃にげられないぞ」

　彼の縛しばり方はあまりにも容赦がなく、すでに手首がひどく痛む。

「もう観念しなさい。うんとよくしてあげるからね」

　彼の仕打ちに、私はアシュラフがどんなに私を優やさしく扱あつかっていたかを思い知る。

　……アシュラフは、契けい約やくで私を縛っていた。

　……そして、私が抵てい抗こうできないことも知っていた。

　……なのに……あんなに優しくしてくれたんだ……。

　ふいに、彼の言ってくれていた『愛している』という言葉が心にしみてくる。

　そう言ってくれた時の彼の熱い瞳。

　……彼はきっと……本当に私を愛してくれていた……。

　ふいに確信が下りてくる。

「……アシュラフ・アル・ザイーディは、きっとあなたを許しません」

　唇くちびるから漏れた私の言葉に、マイスールは楽しそうに笑う。

「後宮の宝石を一ついただいたからといって、アシュラフは少しも気にしないだろう。代わりならいくらでもいるんだからね」

　彼の言葉に、私はなぜか深く絶望する。

　……たしかにそうだ。彼にとっては私の代わりなどいくらでもいる。

　……だが、どうしてこんなつらい気持ちになるんだろう？

　……私を契約で無理やり縛ったアシュラフのことなど、憎にくみこそすれ、好きになどなるはずがなかったはずなのに。

　だが、そう思おうとすればするほど私の気持ちはコントロールできなくなる。

　彼の、子供のように純じゆん粋すいな笑えみ。

　少年のように真っ直すぐな内面。

　そして、そのあたたかな視線と優しい手。

　……アシュラフ……。

　サルヴァトーレ氏に感じていた甘酸っぱいような淡あわい気持ちとはまったく違う、激しく、熱い感情が、私の胸に湧わき上がる。

　……私はもしかして、いつのまにかアシュラフを？

　そう思ったら、ふいにすべてのパズルのピースがかみ合った気がした。

　どうしてあの男を、本気で拒きよ絶ぜつできなかったのか。

　恋こい人びとでもない彼と、どうしてアンナコトまでできたのか。

　アシュラフと最初に出会った、モロッコのホテルのロビーが鮮あざやかに蘇よみがえる。

　……もしかしたら私は、あの瞬間から、美しく、少年のように無む邪じや気きなあの男に、ずっと惹ひかれ続けていたのかもしれない……。

「アシュラフに貢みつぎ物にされたことが、そんなにショックかな？　なんて純情な子なんだろう」

　彼は言って、自分のネクタイをシュッとゆるめる。

「このハレムには、さらってきた青年など、実は一人もいないんだ。彼らは財産目当てで私を誘ゆう惑わくし、自ら志願してハレムに入ってきた。みんな甲こう乙おつ付けがたいほどに素す晴ばらしいテクニックを持ってはいるが、どうも君のような純情さに欠ける。……君はなかなか素晴らしい」

　覗のぞき込んできた彼の顔に、怖こわいほどの欲望が浮うかんでいるのを見て私は本気で怯おびえた。

「とても……興奮するよ」

　彼の手が、私のワイシャツの襟えり元もとにかかる。

「ああっ！」

　一気にワイシャツを引き裂さかれて、私は両手首を縛られたままで必死で身をよじらせる。

「素晴らしい。君は本当に色っぽい」

　彼の手が、私の鳩尾に直じかに触れてくる。

「ああ、本当に素晴らしい手て触ざわりだ。宴えん会かいの間中、こうして触れたくてたまらなかったんだよ」

　ビク、と嫌悪に震ふるえた私の身体からだを見て、彼が少し驚おどろいた顔をする。

「敏びん感かんすぎるな。もしかして……まだヴァージンなのか？」

　学生時代は誰だれかと付き合う暇ひまなどなかった。

　そしてアシュラフは、私を愛あい撫ぶはしてくれたが、指や舌でイカせる以上のことはしなかった。

　答えられない私を見て、彼がとても嬉うれしそうに笑う。

「それはそれは。とんでもない価値のある宝石を、彼は隠かくし持っていたと言うわけだ」

　彼は私の首筋に顔を埋うずめ、ヌルヌルした舌で首筋を舐なめ上げてくる。

「痛くしないから安心しなさい。私のテクニックがあれば、すぐにセックスの虜とりこになるはずだ」

「嫌いやだ！　アシュラフ！」

　私の口から出たのは、アシュラフの名前だった。

　……ああ、アシュラフになら何をされてもいい……。

　……だが、ほかの男になど身体を奪うばわれるのは絶対に嫌だ！

「アシュラフ！　アシュラフ！」

　広い砂さ漠ばくを隔へだてたこんな場所に、彼が現れるわけがない。

　だが、私は……彼の名前を呼び続けた。





　　アシュラフ・アル・ザイーディ







「……ユウリが、この眼め鏡がねを落として行くわけがない」

　俺は、中庭に落ちていた彼の眼鏡を見つめながら思う。

　彼はこの眼鏡を、人前で気楽に外すことなどなかった。

　どんなに酔よっていたとしても、これを落としてどこかに行くとは考えられない。

　これはきっと、繊せん細さいすぎる彼にとって、自分を守る鎧よろいだったのだろう。

「……彼は……あの男に拉ら致ちされたんだ」

　執しつ事じや使用人たちが、息をのむ。使用人の一人が、

「もしかしたら、あの絨じゆう毯たんの中に……？」

「絨毯がどうしたんだ？　何か見たのか？」

「アシュラフさまが手みやげとして差し上げたペルシャ絨毯を、ＳＰの一人が肩かたに担かついでいたんですよ。あんなごついＳＰになら小こ脇わきに抱かかえても持てる重さのはずなのに。巻き方も妙みように不自然で、お手伝いしましょうかと言ったら、怒おこったように追い払はらわれました」

「ユウリを、絨毯の中に巻き込んでさらっていったのか？　あの美しく誇ほこり高い人を？」

　怒いかりに、目の前が白くなる気がする。

「ユウリは、ジャンニ・バスティスからの大切な預かりものであると同時に、俺のかけがえのない人なんだ。その彼を物のように扱い、さらっていった」

　俺は、白くなるほど強く、拳こぶしを握にぎりしめる。

「これは、ザイーディ一族全体に対する侮ぶ辱じよくだ」

　俺の声が怒りに震える。

『誇り』という言葉に、彼らは敏感に反応する。

　平和に暮らしていても……彼らの中には誇り高く、獰どう猛もうな遊牧民の血が流れているのだ。

「彼を、絶対に取り戻もどす」

「……でも、どうやってです？」

　執事が、かすれた声で言う。

「あの一族の屋や敷しきは、世界中どこにでもあります。そのうちのどこに彼を連れて行ったのか……」

「俺は、絶対に優悧をあきらめない」

　あの男に押し倒たおされ、もがいている優悧の姿が脳のう裏りをよぎる。

　……絶対に助けてやる、優悧……！





　　小林優悧







「アシュラフ！　アシュラフ！」

　広い砂漠を隔てたこんな場所に、彼が現れるわけがない。

　だが、私は……彼の名前を呼び続けていた。

「アシュラフ！」

「黙だまれ。どうして前の持ち主の名前を呼び続ける？」

　マイスールの声が、獰猛な響ひびきを帯びる。

「おまえの今の持ち主は私だ。それを最初にきちんと解わからせなくてはいけないな」

　彼の手が私のむき出しになった腹を滑すべり降りる。

　彼の手がスラックスのボタンを外したのを感じて、私は本気で青ざめる。

「……嫌だっ！」

　私は叫んで、必死で身をよじらせる。

　しかし、両手首を拘こう束そくされた格好では、抵てい抗こうらしい抵抗もできない。

　ヘッドボードの横棒に繫つながれた鎖くさりが、ガシャガシャと空むなしく音を立てる。まるで自分が動物扱あつかいされているようで、私の惨みじめさをますますかき立てる。

「本当に色っぽい。こんな淫みだらな宝石をヴァージンのままで取っておくなんて、アシュラフもよほどのバカだ」

　アシュラフを嘲あざけられた悔くやしさに、目の前が白くなる。

「あんなごつい身体をしているくせに、本当は不能じゃないのか？」

　その言葉に、私の理性の糸がプツリと切れた。

「この……スケベ野や郎ろう！」

　私は背中のバネを使って足を上げ、革かわ靴ぐつを履はいたままの足で彼の鳩みぞ尾おちに本気の蹴けりを入れる。

「うぐっ！」

　蛙かえるのような声を上げて彼は後ろに倒れ、鳩尾を押さえてゲホゲホと咳せきをする。

「アシュラフを侮辱することは、私が許さない！」

　私は叫さけび、この隙すきに逃にげようとして鎖を鳴らす。

　しかし巻き付けてあるだけに見える鎖は、どうしても外れず……。

「あっ！」

　本気の力で肩を摑つかまれて、私は怯える。

　彼の目の中に、まるで肉にく食しよく獣じゆうのような獰猛な光がよぎる。その手が高く上がり……。

　パン！

　私の頰ほおが鳴り、その容よう赦しやない強さに私は不自然な格好のままでベッドに倒れ込む。

「……くう……っ」

　倒れ込んだ私のスラックスのファスナーが彼の手で開かれる。

「……やめ……ああっ！」

　彼の手がかかり、私のスラックスが一気に膝ひざまで引き下ろされる。

　スラックスの布地は私の両りよう脚あしを拘束し、もう反はん撃げきもできそうにない。

　下着姿にされて、私は本気で青ざめる。

　……もう、ダメかもしれない……。

「ああ……綺き麗れいな肌はだだ」

　マイスールがいやらしい手つきで私の腿ももを撫なで上げる。

「こんな綺麗な肌には、こうして……」

　パン！

「あうっ！」

　彼の平手が、私の腿を容赦ない強さで打った。

「私のものである印を刻みたくなる」

　ジン、と痺しびれるような痛みが、身体に広がる。

「もう、君は私だけの奴ど隷れいなんだからね」

　彼が私を見つめ、寒気のするような猫ねこ撫なで声で言う。

「さて、君の一番大切なところに、私の印を刻まなくては」

　彼の手が、私の下着のゴムにかかる。

「悪い子だったお仕置きに、少し痛い方法でいこうか。まあ、きっとすぐに癖くせになると思うが」

　彼の股こ間かんが、上等のスラックスの向こうで恐おそろしいほどの質量で勃たち上がっているのが目に入り、私は気が遠くなりそうになる。

　……彼は、本気で私を強ごう姦かんする気なんだ……。

「嫌いやだ！　アシュラフ！　アシュラフ！」

　私は、声を限りに叫んだ。

「あなた以外の男のものになるなんて、絶対に嫌だっ！　アシュラフ！」

「まだその名前を呼ぶのか！」

　マイスールが本気で怒おこった声で叫び、私の下着が引き下ろされそうになり……。

　ドアの向こうから、いきなり青年たちが悲鳴を上げる声が聞こえた。

　それに続いて、マシンガンを連射する音。

　私もマイスールも、あまりの事態にそのままの格好で硬こう直ちよくする。

　廊ろう下かから響いてくるのは、駆かけ寄ってくる蹄ひづめの音。

　……建物の中に……馬……？

　思った時、ベッドルームのドアが、ものすごい音を立てて蹴け破やぶられた。

　黒い馬に跨またがり、そこにいたのは……凜り々りしい黒いジュラバに身を包んだアシュラフだった。

「……アシュラフ……」

　信じられない光景に、私は夢ではないかと思う。

　アシュラフは、マシンガンの照準をぴたりとマイスールに合わせる。

「花はな嫁よめをさらったおまえを、俺は絶対に許すことはできない。今すぐに蜂はちの巣にしてやる」　>>>♥

「できるものならやってみろ！」

　マイスールは叫び、卑ひ怯きようにも私を盾たてにする。

「撃うつなら撃て。花嫁がどうなるか知らないぞ。それにここから逃げられると思うのか？」

　彼は可笑おかしそうに哄こう笑しようして、

「このオアシスには、私の手て練だれのＳＰたちが百人以上もいる。ここから逃げる前におまえを蜂の巣にするぞ」

　……そんな……！

　私は青ざめるがアシュラフは平然として言う。

「窓の外を見てみろ」

　……え……？

　私は思わず窓の外を見て……そして信じられない光景に目を丸くする。

　窓から見えるのは、月明かりに照らされた、見み渡わたす限かぎりの砂さ漠ばくの稜りよう線せん。

　そこには馬に乗り、アシュラフと同じ黒いジュラバに身を包んだ人々がずらりと並んでいた。

　……あれは……？

「あんたのＳＰたちはとっくに拘束した。俺のＳＰを千人ほどつれてきたからな」

　バラバラバラ……。

　窓の向こうから、ヘリコプターのローター音が聞こえてくる。

　月明かりに浮うかび上がったのは、何機もの、迷めい彩さい色しよくの武装ヘリだった。

「なんだこれは……？」

　マイスールは震ふるえる声で言う。

「ザイーディ家にはこんなオモチャも山のようにある。ハレムに入り浸びたって欲よく呆ぼけした王子様には物もの珍めずらしい光景だろう？　ちなみにあれに積んでいるミサイルはオモチャではない。あれ一発でこのオアシスなど瞬しゆん時じに吹き飛んでしまうよ」

　アシュラフの言葉と、そして武装ヘリが何機も近づいてくるのを見て……マイスールは情けなくもガタガタと震えだした。

「や、やめてくれ」

　部屋の中に、黒いジュラバのＳＰたちが駆け込んできて、マイスールに銃じゆうを突つきつける。

　そのうちの一人が、私の手首にはめられたベルトを外してくれる。

「おいで」

　アシュラフに手を差し出されて、私は部屋を横切って走った。

　彼に抱だき上げられ、馬の上で抱きしめられて……私はやっと自分が助かったことを実感した。

「この国に連れてきたせいで、君を怖こわい目に遭あわせてしまった」

　アシュラフが、苦しそうな声で言う。

「契けい約やくで縛しばっても、君の心は手に入らない。俺は、このハマドと同じことを君にしていたんだな」

　……違ちがう……。

　私は、思うが、自分の気持ちをどう表現していいのか解わからずに……言葉を失った。




　　　　＊




　そして、その夜。アシュラフのコテージのリビング。

　窓まど際ぎわに置かれたカフェテーブルでメールチェックをしていた私は、今夜が金曜日であることに気づく。

　メールボックスに、サルヴァトーレ氏からのメールが届いていたからだ。

　……そうか。彼の手紙が届く日であることを、完全に忘れていた。

　私は苦笑する。

　……これからは、胸を痛めることなどなく、純じゆん粋すいに彼からのメールを読めるのだろうな。

　私は想おもいながら、そのメールを読み、そして……愕がく然ぜんとする。

　そこに書いてあったのは、好きな女性がいて、近々式を挙げようと思っている、だがジャンニが賛成してくれるかどうか心配だ……という文面だった。

　そこからは、ジャンニ社長にだけではなく、相手の女性を思いやる気持ちが溢あふれていた。

「……サルヴァトーレ氏が、結けつ婚こん？」

　私が呟つぶやくと、コーヒーを運んできたところだったアシュラフが、驚おどろいた顔で駆け寄ってくる。ローテーブルにカップを置いて、私の顔を覗のぞき込んでくる。

「やはり……まだ彼が好きなのか」

　アシュラフの言葉に、私は自分の気持ちを返答できない。

　……だって、この気持ちがなんなのか……。

　答えられない私に、彼は悲しげに微ほほ笑えんだ。

「君を明日、専用機で日本に帰す。俺は見送りには行かないけれど、護衛をつけるので安心して帰りなさい」

　彼の言葉に、私は本気で驚いてしまう。

「あなたは……日本に来ないのですか？」

「俺はもう君の前には現れないよ」

　彼の言葉に、なぜか私は不思議なほどショックを受ける。

「こんなに愛してしまった君を目の前にしながら、どうしても手に入らない。苦しくて悲しくて、もうとても耐たえられそうにない」

　彼の悲しげな目が、私の胸をえぐる。

「もしも君が俺を愛してくれるのなら、もう一度この国に来て欲しい。そうでないのなら、このまま俺のことは忘れてくれ」

　……忘れる？　この男を？

「愛している、ユウリ。もう一生、君以外の人間は愛さない」

　私の心に、彼の悲しげな言葉が刻み込まれた。

　そして次の朝早く……私は専用機に乗せられ、日本に戻もどった。

　……自分の気持ちが、まだ理解できないままに。




　　　　＊




　その後。ザイーディ一族とマイスール一族の間に抗こう争そうがあったという噂うわさは聞かない。

「『ヴィッラ・サッビア』の運営にマイスール一族はいくらでも力を貸す」というメッセージが届いたところを見ると、アシュラフが手を回してうまく事態を収めたに違いない。

　サルヴァトーレ氏もそしてジャンニ社長もとても喜んでくれ、私はもとの冷れい徹てつな秘書として仕事を再開した。

　だが……。

　……私は、どうしたというのだろう？

　家に戻った私は、手を洗おうと洗面台の前に立ち、何気なく鏡を見て愕然とする。

　……なんて顔をしているんだ。

　私は憔しよう悴すいしきった顔をして、そして眼め鏡がねの向こうの目を泣きそうに潤うるませていた。

　……一人になると、なぜか涙なみだが溢れてくるんだ。

　目の奥が痛み、頰ほおをあたたかな涙が伝わる。

　……サルヴァトーレ氏の再婚が、ショックなのではない。

　……アシュラフに会えない悲しみから。

　……だが。

　私は眼鏡を外して胸ポケットに入れ、水を出して顔を洗う。

　……彼と私では、所詮身分違いなんだ。

　彼は『俺を愛しているなら戻ってきてくれ』と言ってくれたが……私のような、外国人のうえに同性で、しかも高貴な血など少しも引いていない人間には……彼のような人のそばにいる資格はない……。

　彼への想いを自覚してから、そのことばかりが私の頭の中を支配している。

　……彼は、彼に忠誠を誓ちかっているあの一族を治めるべき人。

　……きっと、世よ継つぎを産める美しい女性と一いつ緒しよにいるべきなんだ。

　……彼を愛している。

　私は、焼け付きそうな気持ちで思う。

　……だが、彼のもとに戻ることなど、できるわけがない……。

　ピンポーン！

　いきなり玄げん関かんのチャイムが鳴り、私はギクリとする。

　アシュラフが私の部屋に来たときのことが頭をよぎる。

　……まさか、またＳＰを巻いて逃にげてきてしまったのでは？

　私は慌あわてて顔を拭ふき、玄関に向かって全速で走った。

「アシュラフ！」

　言いながら開けた私は……そこに立っていたのがジャンニ社長と、その恋こい人びとである幸次さんであることに気づいて呆ぼう然ぜんとする。

「社長……幸次さん……？」

「きっとあなたは泣いてると思った」

　幸次さんが悲しそうな声で言う。

　……きっと……？

　……私は、完かん璧ぺきに元通りの冷徹な秘書を演じていたはずなのに……？

「アシュラフのせいで、君はこんなに苦しんでいるのか？　彼を愛しているのか？」

　ジャンニ社長の言葉に、私の心がズキリと痛んだ。

　涙が、ふいに溢れ出してくる。

「彼を愛しています。でも、彼のような人と私が結ばれる運命のわけがない。彼と私では身分違いですから」

「そんなことを言って、後こう悔かいしないの？　彼と離はなれて一生生きていくことができるの？」

　幸次さんの言葉に、私はハッと気づく。

　……彼と別れたままで一生を過ごすなんて、とても耐えられない。

「彼と離れたままでは、生きていく自信がありま……え？」

　私のその言葉が終わるか終わらないかのうちに、二人は私を両側から拘こう束そくする。

「パスポートはどこ？」

　幸次さんが私を見上げて言う。

「え？　ベッドルームのライティングテーブルの引き出しですが……」

「じゃあ、俺が取ってくるから。……お邪じや魔まします」

　幸次さんは靴くつを脱ぬいで部屋に上がり、そしてすぐにパスポートを持って戻ってくる。

「準備オッケー。早くして。最終便が出ちゃう」

　私は、財さい布ふとパスポートをスーツのポケットに入れただけの格好で、リムジンに押し込められ、空港まで運ばれ、その夜の最終便のドゥバイ行きの飛行機に乗せられてしまったんだ。




　　　　＊




　……アシュラフと、同じ国にいる。

　ドゥバイ国際空港。

　入国審しん査さを受けながら、私は彼への愛いとおしさに心を熱くする。

　……しかし、彼は私をまだ愛してくれているだろうか？

　ふいに不安が広がってくる。

　……あれから二週間が経たった。彼はもう心変わりしてほかの人と……？

　思うだけで泣いてしまいそうになる。

　……きっと、二週間も経てば私のことなど忘れて……。

　思いながら、私は入国ゲートをくぐる。そして、到とう着ちやくロビーに足を踏ふみ出し……。

「えっ？」

　そして、ロビーに立っていた人物を見て驚おどろいてしまう。

　憔悴しきった顔でそこにいたのは、あのアシュラフだった。

　彼は何かを迷うように目を伏ふせて立っていた。

　それから深呼吸をして、目を上げ……。

　私を見つめて信じられないという顔をする。

「夢……じゃないだろうな？」

　彼は言い、私は呆ぼう然ぜんとかぶりを振ふる。

「夢ではありませんが……」

　私が答えると、彼も呆然とした声で、

「会社が終わると、毎日ここに通っていた。君は俺のことなど愛さない。だからもう二度と会うことはない。そう思ったけれど……どうしてもあきらめられなかった」

「普ふ段だんはあんなに強ごう引いんなあなたが、そんなことを言うなんて」

　私は、もう我慢できずに彼の身体からだに抱だきつく。

「私はあなたを愛してしまいました」

　彼の逞たくましい胸に顔を埋うずめて囁ささやく。

「身分違ちがいなのはわかっています。でも、あきらめられない」

　彼は驚いたように身を震ふるわせ、それから私を固く抱きしめる。

「愛している、ユウリ。もう絶対に離さない」

　……ああ、もう、二度と離さないで欲しい……。





　　アシュラフ・アル・ザイーディ







　俺の黒い愛馬が、砂じや利り混じりの固い砂さ漠ばくの上をゆっくりと歩く。

　蹄ひづめの音だけが、砂漠の上に響ひびいている。

　俺は右手で手た綱づなを握にぎり、左手で前に座っている彼の身体をしっかりと抱きしめている。

　昼間は猛もう暑しよになるこの砂漠も、夜はこんなに涼すずしい。

　さらに内陸部に入れば氷点下に下がることもあるが……この辺りなら、夜明け近くでもたいして気温は下がらない。

　砂漠には、二種類ある。

　サラサラとした砂でできた、植物の一いつ切さい育たないキャビールと呼ばれる砂漠。

　そして、ハムンと呼ばれる灌かん木ぼくが点在する砂漠。

　ドゥバイの市街から、俺のオアシス、そして俺のオアシスからあの憎にくらしいマイスールのオアシスまでは、その二つの砂漠が帯状に混在している。

　そのために、俺はラクダではなく馬で、優悧を助けに駆かけつけることができた。

　……もっと奥地にあるオアシスに連れて行かれなくて、本当によかった。

　俺は、腕うでの中にある彼のしなやかな身体の感かん触しよくを確かめる。

　……彼が少しでも傷つけられていたら、俺はあの男をすぐさま射殺していた。

　……いや、あいつが優悧の頰ほおをはたき、手首を縛しばった時点で、射殺するに値あたいしていたのだが。

「……疲つかれていない？」

　俺は、彼の耳に後ろから囁く。

「……あぁ……っ」

　彼の身体が、まるで愛あい撫ぶでもされたかのように、ビクンと大きく震えた。　>>>♥

「……え……？」

　彼はとても恥はずかしそうに手で顔を覆おおい、指の間から小さな声で囁く。

「な、なんでもありません……」

「いったいどうしたんだ、ユウリ？」

「あなたが……」

　彼の声が、甘くかすれる。

「……そんなに強く抱きしめるから……」

　俺はその言葉の意味を考える。それからハッとして、

「もしかして……」

　俺は彼のお腹なかに回していた手を、そっと上に滑すべらせてやる。

「……感じてしまった？　後ろから抱きしめられていただけで？」

　彼は図星を指されたことを証明するように息をのみ、それから蚊かの鳴くような声で、

「だって、ベッドで抱き合った時と同じ、あなたのコロンの香かおりがして……私は……」

「ああ……そんな可愛かわいいことを言う君の顔が、見たい」

「ダメです。顔を見られたら、何も言えないから……」

「本当に可愛いんだから。それなら……」

　俺は彼の首筋にキスをして、

「……声を聞かせて欲しい」

「え？……ああっ……」

　俺は手綱を右手に巻き付け、その手で彼の腰こしを抱きしめる。

　……これで、左手は自由だ。

　俺は左手を滑らせて、彼の心臓の上に手を当てる。

　ワイシャツ越ごしの彼の体温と、鼓こ動どうの速さがとても愛おしい。

「ドキドキしている。俺を愛しているから？」

　囁くと、彼は身体を震わせ、そしてゆっくりとうなずく。

「そう……だと思います」

「それじゃあ……」

　俺はさらに手を滑らせて……。

「……ああ……っ」

　彼の乳ち首くびを指先で確かめる。

「もうこんなに尖とがっている。これはどうして？」

　囁いて、しっかりと固くなってしまっていた乳首を指先で摘つまみ上げてやる。

「……やっ……あぁ……っ！」

　キュッとひねるようにしてやると、腕の中の彼の身体が、ヒクン、と大きく震えた。

「もしかして、愛撫が欲しくなった？」

　囁いて、尖った乳首を揉もみ込んでやる。

「……あっ……あっ……」

　彼は後頭部を俺の肩かたに預け、切れ切れの甘い声を上げる。

　彼の腰がヒクリと跳はね上がったのを確かめて、俺は手を下に滑らせる。

「……や、ああっ！」

　スラックスの上から、彼の脚あしの間をそっと握り込む。

「ああっ、ダメ……！」

　彼の欲望は……スラックスの下で、今にも弾はじけそうなほどにそそり立っていた。

「ダメ？　こんなに硬かたくしているくせに？」

　囁きながら、熱い欲望をそっと上下に擦こする。

「ああっ、ダメって言ってる……あうっ」

「考えてみれば、馬に乗っている君はとても淫みだらな格好をしているんだな」

「え？」

「馬に跨またがっているせいで、しなやかな脚をこんなに大きく開いている」

　俺は彼の内うち腿ももを愛撫し、それから欲望までを撫なで上げてやる。

「……ああ……っ」

「しかも、どんなことをされても、脚を閉じて抵てい抗こうすることができない」

　彼のスラックスのボタンとファスナーを開く。

「あ、こんなところで……ああーっ！」

　下着の中に手を滑り込ませ、硬くなった彼の欲望を手のひらに握り込んでやる。

「くっ！」

　直じかに触さわられる感触が強きよう烈れつだったのか、彼が身体からだを震わせて息をのむ。

「イケナイ子だな」

　俺は言いながら、彼の欲望をそっと撫で上げる。

「もうヌルヌルじゃないか。これはどうして？」

　彼の欲望は、すでに先走りにしっとりと濡ぬれていた。

　そして俺の愛撫に反応するかのようにヒクリと震え、先せん端たんからまた蜜みつを溢あふれさせる。

「……もしかして、俺が欲しい……？」

　指先でそれを先端に塗ぬり込んでやると、彼はせっぱ詰つまった声を上げる。

　彼の身体に、さざ波のような震えが走った。

　俺は手綱を握った右手で、彼の乳首をそっと摘み上げる。

「……やっ、そんなっ！」

　右手で乳首を揉み込みながら、左手で濡れた屹きつ立りつを擦り上げる。

「やあっ！　そんなっ！」

　優悧は身体をヒクヒクと震わせ、かすれた声で、

「ダメです、こんな……馬の上でなんて……っ」

「こいつはとても優ゆう秀しゆうなんだ。いきなり走り出したりはしない。安心していい」

「ちが、そうじゃなくて……ああっ」

　乳首を刺し激げきしながら、濡れそぼった屹立を、キュッ、キュッとリズミカルに擦り上げてやる。　>>>♥

「……や、ダメ、出ちゃうから……っ」

　優悧の身体は、ふわりと熱くなり、そして……。

「……あああっ、アシュラフ……！」

　彼の甘い喘あえぎが、シンとした砂さ漠ばくの空気を震ふるわせる。

　彼の屹立がたまらなげに震え、そして、ピュッ、と激しく欲望の蜜を放った。

「……あ……くう……っ」

　彼は甘く震えて、俺の手をしっとりと濡らす。

「……や、だ……」

　そして激しい羞しゆう恥ちに泣いてしまう。

　……ああ、本当に、なんて愛らしい人なんだろう……。

　崩くずれ落ちそうになる彼を右手で支え、俺は馬を止める。

「今夜は、ここまでではすまないよ」

　俺は彼の身体を抱だきしめて囁ささやく。

「俺のすべてを、受け入れて欲しい」

　放ったばかりで感じやすくなっているのか、彼の身体がまたヒクリと震える。

　そして彼は耳まで赤く染めてそっとうなずく。そして甘くかすれた声で、

「あなたが……欲しい……」

　……ああ、こんなに愛いとしい彼を……。

　俺は彼の身体を後ろから抱きしめて思う。

　……俺はもう、一生離はなさない……！





　　小林優悧







　砂の上に敷しかれた絨じゆう毯たんの上。

　一糸まとわぬ二人の身体が、淫らに絡からみ合っている。

「……あ、ああ……アシュラフ……！」

　馬の上で強ごう引いんに愛あい撫ぶされ、しかし恥はずかしいことにとても激しく感じ……すでにトロトロになってしまっている私の身体は、彼の手が滑すべり、唇くちびるに触ふれられるだけで、際限なく感じてしまう。

「……ああ……あっ！」

　裸はだかの胸に抱きしめられ、濡れた二人の欲望が触れ合っている。

　屹立で感じる、彼の逞たくましく熱い欲望。

　それは、あまりにも強烈な感覚で……。

「……ダメ、もう……っ」

　腰こしに回っていた彼の手が、私の双そう丘きゆうのスリットに滑り込んでくる。

「……えっ？」

　彼のしなやかな手が、私のスリットを辿たどり、そして蕾つぼみを見つけだす。

「……ああっ、そんな……っ！」

　キュッと指を押し当てて、彼が私に囁いてくる。

「男同士では、ここをゆっくり蕩とろけさせ……そして性器にするらしい」

　彼の言葉に、私は少し驚おどろいてしまう。

　彼の愛撫はとても巧たくみで、だから彼はセックスに慣れた遊び人ではないかと……。

「俺は、今まで運命の人に出会わなかった。だから誰だれとも最後までしたことがないんだ。それでも受け入れてくれる？」

　彼は、その少年のように真っ直すぐな漆しつ黒こくの瞳ひとみで私を見下ろしてくる。

「大切に抱くつもりだよ。君は、運命の人だから」

　彼の正直な言葉に、私の心が揺ゆれる。

「私も……こんなことをするのはあなたが初めてです」

　私は彼の肩かたに頰ほおを擦り寄せながら告白する。

「それでも、私を抱いてくださいますか？」

「初めての君をもらうことができて、俺はなんて幸せな男だろうと思う」

　彼が囁いて、その美しい指が、花びらをゆっくりと愛撫し始める。

「……あ、ああ……っ」

　思わず震えると、勃たち上がって濡れた屹立が、彼の欲望と擦こすれ合ってしまい……私は思わず声を上げる。

「……どうした？　痛い？」

　本気で心配そうな声で囁かれて、私はかぶりを振ふる。

「少しだけ。でも、そうじゃなくて……挿いれられる前に、また、イキそう……」

「いい子だ。何度でもイッていいよ」

　彼は私の唇にそっとキスをして、そして蕾への愛撫を再開する。

　入り口を押し広げられ、指の先端を抽ちゆう挿そうされるだけで……私の身体に不思議なほどの快感が湧わき上がってくる。

「……んっ……んん……っ！」

　腰が跳はね上がり、二人の屹立が擦れ合う。

　その強烈な感覚に、蕾までも反応して……。

「すごい、蕩けそうだ」

　アシュラフが囁いて、蕾に差し入れた指をそっと震わせてくる。

　いつの間にか指は増やされ、私の淫みだらな蕾は彼の指を三本も飲み込んでいる。

「あ、あああーっ！」

　内側から感じる激しい快感に、足の指先から激しい震えが走った。

　震えた途と端たん、濡れた先端が彼の屹きつ立りつの先に擦れて……私はもう我が慢まんできず……。

「アア……くうう……んっ！」

　私の先端から、ドクッ、と欲望の蜜みつが溢れた。

　そして、逞しい彼の屹立を、たっぷりと濡らしてしまう。

「……うう、ん……っ！」

　……ああ、彼の屹立に、蜜をかけてしまうなんて……。

　恥ずかしさに思わず泣きそうになる私を、彼が真っ直ぐに見下ろしてくる。

「……俺が、欲しいか？」

　彼が低く囁いて、その漆黒の瞳が私を真っ直ぐに見つめる。

　私は胸を熱くしながら、そっとうなずく。

「……あなたが、欲し……あっ！」

　言葉が終わらないうちに、私の両りよう脚あしが大きく広げられる。

　彼の逞しい屹立が、私の蕾にグッと押し当てられた。

　彼の欲望は燃え上がる鉄のように熱く、そして驚くほど逞しかった。

　しかし、私が放ったばかりの蜜で、あたたかく濡ぬれていて……私の蕾は、その滑ぬめりを助けにして彼をゆっくりと受け入れていく。

「……あ、あああ……っ」

　内ない壁へきで感じる、彼の熱、そして逞しさ。

　愛おしさに、私の胸が熱くなる。

「……愛してる、アシュラフ……」

　私の唇から、本当の気持ちが漏もれた。

「……あなたなしでは生きていけない……」

「……ユウリ……」

　彼が感動したように私を呼び、私の唇に深いキスをする。

　そして、ゆっくりと抽挿を始める。

「……あっ……あっ……ああ……っ！」

　私の放った蜜が蕾から溢あふれ出て、グチュ、グチュ、という淫らな音を立てる。

　脚を大きく広げ、尻しりまでをたっぷりと濡らし、後こう孔こうで男の欲望を受け入れている。

　それは、私にとってはあまりにも衝しよう撃げき的なことではあったが……嫌けん悪お感など、まるでなかった。

　だって……私が受け入れているのは……こんなに愛おしい……。

「愛している。アシュラフ、あなただけなんだ……！」

　私は言い、彼の身体からだに腕うでを回す。

　彼は私を強く抱だき寄せ、激しく奪うばいながら、

「愛している、ユウリ。俺にも、おまえだけだよ」

　淫らな音と、二人の呼吸が、どんどん速くなる。

　受け入れている蕾から、不思議なほどの快感が広がり、あんなに放った私の屹立を、また硬かたく張りつめさせる。

「……ああ、ああっ！」

　屹立が、彼のリズムに合わせて揺れ、先走りの蜜をふり零こぼしている。

　……ああ、あんなにイッたのに、また……！

「……やあ、ああん……っ！」

　彼が私の切なさを感じ取ったかのように、私の屹立を手のひらに握にぎり込む。

「……あっ、あっ、ああ……っ」

　激しく突つき入れられ、濡れそぼった屹立を愛撫されて……たまらない快感に身体が蕩ける。

「……ああ、アシュラフ、もう……！」

　私が囁ささやくと、彼は愛いとおしげなキスを私にくれる。　>>>♥

「ああ……君の蕾が素す晴ばらしすぎて、俺ももう限界だ。……一いつ緒しよにイこう」

　彼は囁いて、とどめを刺さすようにして抽挿を速くする。

「あ、あああーっ！」

　速くなる、二人の呼吸。

　汗あせばんだ二人の肌はだが、淫らに滑ぬめる。

　私たちは月明かりの下、砂に敷しいた絨じゆう毯たんの上で淫らに絡からみ合い、まるで野生動物のように激しく愛し合った。

　……ああ、私の中に、こんなに激しく熱い感情があったなんて！

「ああ……愛してる、アシュラフ！」

　私は叫さけび、彼の美しい手の中に、ビュッ、ビュッ、と激しく蜜を飛ばす。

「……くううう……んっ！」

　あまりの快感に蕾が淫らに収縮し……彼の熱い欲望を甘く締しめ上げる。

「ああ……愛している、ユウリ……！」

　アシュラフが切なげな声で囁いて、セクシーなため息とともに、私の奥深い場所に熱い欲望を激しく撃うち込んだ。

　私たちはまるで一つになってしまったかのように抱き合い、激しいキスを交かわし……。




　　　　＊




　私は、相変わらずバスティス・グループの社長秘書として働いている。

　一つ変わったことといえばジェイクザイード・ホテル・グループの日本支社が、東京の、しかもバスティス・グループのビルのすぐ隣となりにできてしまったこと。

「ユウリ！　仕事は終わったかな？」

　そして、叫びながら秘書室に入ってくるのは、ジェイクザイード・ホテル・グループ社長のアシュラフ・アル・ザイーディ。

　私の……実は同どう棲せい中の……恋こい人びとだ。

　受付嬢じようも、秘書室のメンバーもすっかり彼に慣れてしまって……というかすでに私と彼のやり合いを見るのが楽しみになったようで……もう誰だれも彼の暴走を止めてなどくれない。

「まだ六時前ですよ、終わるわけがないでしょう？」

　私が言うと、彼は秘書室の空いている椅い子すを見つけて、背もたれを前にしてそこに座る。

　背もたれに腕を乗せ、その上に顎あごを乗せて私を見上げて、甘い声で言う。

「それなら、ここに座って、愛しい君の働く姿を見ているよ」

　秘書室のメンバーたちが、いつものように嬉しそうに黄色い悲鳴を上げる。

　彼女たちの中では、どうやら私と彼は、カップルということになっているらしい（実は間ま違ちがってはいないのだが）。

　大だい富ふ豪ごうの砂さ漠ばくの王子様であるアシュラフ（それも間違ってはいない）が、クールで美人の女王様（これはまったく違う）の私を口説き落としてハレムに連れ去ろうとしているところ、という設定のようだ。

「こんばんは！」

　秘書室のドアが開いて、元気な声がする。

　入ってきたのは、ジャンニ社長の恋人である幸次さんだった。

　彼は時計を見上げ、それから申し訳なさそうに、

「ごめんなさい、まだ六時まで五分あったね。お仕事の邪じや魔まだったら……」

「コウジ！」

　いきなり社長室のドアが開いて、ジャンニ社長が出てくる。

　……アシュラフが来たときには知らんふりをしたくせに、幸次さんの声がした途端にこれだ。

　私はあきれながら思う。

　ジャンニ社長は、愛おしげに幸次さんを見つめて、

「ちょうど私は仕事が終わったところなんだ。すぐに用意をするから食事にでかけよう」

　幸次さんが頰ほおを染めてうなずくのを、私は微ほほ笑えましい気持ちで見守る。

　……この二人が、いちおうキューピッドでもあるわけで……。

　ジャンニ社長は、今度はあからさまに嫌いやな顔になってアシュラフを見下ろして、

「仕事の邪魔だ。帰ってくれないか？」

「なんだ、その態度の差は！」

　アシュラフは怒おこったように言い、それから楽しそうな声で、

「それならお宅の秘書室長をさらっていく。文句はないな？」

　彼の言葉に、ジャンニ社長がうなずいてしまう。

「もちろんいい。ミスター・コバヤシ。急ぐ仕事ではない。もう帰っていいよ」

　……そんな……！

「それじゃあ、行くか。ユウリ」

　アシュラフは私の鞄かばんを勝手に摑つかみ、私の肩かたを抱いて、秘書室から強ごう引いんにさらってしまう。

　……まったく、なんて勝手な男なんだ！

　エレベーターで一階に下ろされ、会社の前に停とまっていた彼のリムジンに無理やり押し込められ、私は深いため息をつく。

　……しかし、抵てい抗こうできない、私も、私だ！

「そのうち、親おや父じが日本に来ると思う」

　アシュラフの言葉に、私はとても驚おどろいてしまう。

「そうなんですか？　珍めずらしいですね」

「実は……前に親父が、金目当ての女性たちを集めて見合いパーティーを開こうとしたことがあったんだ。その時にはなんとかごまかせたんだが、恋人ができたのなら紹しよう介かいしろとずっとうるさかった。ずっと逃にげていたんだが、ついにキレたらしくて日本に来ると言っている」

「……なんなのですか、それは……？」

　私は混乱してしまいながら言う。

「だから君を、恋人として紹介したいんだ」

「はあっ？」

「俺が強く言えば、親父は反対できない。女性と見合いさせようだの、美青年を集めたハレムを作らせようだのいう計画には、もううんざりなんだよ」

　彼は私の顔を真っ直すぐに覗のぞき込み、真しん摯しな声で言う。

「俺には生しよう涯がい君だけだ。どんなに反対があっても、君以外は愛さないと心に決めている」

　囁いて、彼の顔がゆっくりと近づいてくる。

　私は思わず目を閉じそうになり……ハッとして彼の耳を摑んでやる。

「うっ！」

「リムジンの中ではキスは禁止。そう言ったでしょう？　お仕置きです」

　耳をキュッとひっぱってやると、彼は叱しかられた犬のような顔をして、

「ミラーガラスだから外から見えないし、運転席との間の仕切も閉めてある。何が問題なんだ？」

「けじめの問題です。あなたは野や獣じゆうのようにのべつまくなし……あっ！」

「俺は、砂漠の獣けものだよ？　我が慢まんなどできるわけがない」

　彼は楽しそうに囁いて、シートの上に私を押し倒たおす。

「愛している、ユウリ。今日こそここで愛し合おう？」

「ダメです！　いつもそうやって……んん……っ！」

　私の言葉を遮さえぎるように、彼の唇くちびるが強引に重なってくる。

　舌を差し入れられ……深いキスに、身体からだがどんどん熱くなる。

「……んん……」

　二人の舌が絡み合う、クチュ、という淫みだらな音に、ドキリとする。

「もう降参？　鼓こ動どうが速いよ」

　楽しそうに言う彼の頰を、軽く平手で叩たたく。

「バカ」

「まったく、君はなんてサディスティックな人だ。こんなに熱くなっている俺を、まだジラすつもりなんだから」

　抱だきしめられて、彼の欲望が熱くなっているのを感じる。そして、私の欲望も……。

「愛している、ユウリ。……君が欲しいんだ」

　彼が甘い声で囁ささやいて、もう一度唇を重ねてくる。

　……ああ……本当にサディスティックなのは彼のほうだ。

　私は甘いキスに胸を熱くしながら思う。

　……だってこんなにセクシーな甘い声で誘さそい、そしてこんなに私を煽あおって……真面まじ目めなはずの私を、こんなに蕩とろけさせてしまうのだから……。






　あとがき




　こんにちは、水上ルイです！　初めての方に初めまして！　水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとう！

　今回の『サディスティックな恋愛契約』は、ルビー文庫さんから出していただいている恋れん愛あい契けい約やくシリーズの第五弾だんになります！　あ、でも、一冊ずつ独立したお話ですので、前の本を読んでない方でも全然大だい丈じよう夫ぶでーす！　安心してお買い求めくださーい！（笑）

　恋愛契約シリーズは、主人公になるキャラがリレー形式で替わっていきます。キャラ同士のつながりや、ほかのキャラのなれそめが知りたい方は、前の分も読んでいただけると、なおお楽しみいただけるかと～（笑）。興味を持ってくださったあなた、機会があったらゼヒ！（笑）

　今回の主人公は、アラブ産の甘ったれ大型犬王子（笑）アシュラフ、そしてクールな美人秘書・小林でした。二人は前回の『エキゾティックな恋愛契約（こちらの主人公はジャンニ×幸次）』にも登場しております。そちらではアシュラフはアラブのバカ王子（[image: ←]ジャンニ談・笑）っぷりを、小林はクールな女王様っぷりを披ひ露ろうしています。アシュラフ＆小林のお話書いてみたかったので、今回、とっても楽しく書かせていただきました！　それもこれも、リクエストをしてくださったみなさまのおかげです！　どうもありがとうございました！（感涙）よろしければ今回の本のご感想などもいただければ嬉うれしいです！（はあと）「水上サンのこんなキャラのお話も読みたい～」なんてリクエストもお受けしておりますよー！（笑）お手紙、お待ちしております！

　それではここで、各種お知らせコーナー！

★個人同人誌サークル『水上ルイ企き画かく室しつ』やってます。

　東京での夏コミ・冬コミ、五月ＳＣＣに参加予定。夏・冬は新刊同人誌出します。イベント販売のほか書店委い託たくもしてます。詳しよう細さいは水上の公式ＨＰをご参照ください！　一番新刊の在庫が確実なのはイベントなので行かれる方はぜひ会場で！　水上もたいてい直参してますので遊びに来てね！

★最新情報をゲットしたい方は、ＰＣでアクセス！

　Ｗｅｂ環かん境きようにある方は、『水上通信デジタル版』http://www1.odn.ne.jp/ruinet へＰＣでどうぞ。

★アナログ版ペーパー（郵送する印刷したペーパーのことです）会員様募ぼし集ゆうし終ゆう了りようのお知らせ。

　会員希望の方が増えすぎて（ありがとうございます・涙）紙に印刷して郵便で発送する……という事務処理がたいへん困難になってしまいました（大汗）。なので、アナログ版の会員様募集は二〇〇三年度で終了させていただきました（二〇〇三年度会員様、発送が遅おくれに遅れてスミマセン）。最新情報は、ノベルズのあとがき（月一から隔かく月げつで出てますし・笑）、公式ＨＰ、ＰＣメルマガにて、チェックをお願いいたします！　あ、ご感想のお手紙は、もちろん首を長くしてお待ちしております！（はあと）

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈な月づき先生。大変お忙いそがしい中、とても素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました！　アシュラフがとっても男前＆小林がすごい美人さんでした！　表紙も口絵も、すごくセクシーでうっとりしました（はあと）。今回の見せ場は●の上（伏ふせ字・笑）でのラヴシーンだったわけですが、きっちりそのシーンも描えがいてくださって、ありがとうございますー！　担当Ａ澤さんと一いつ緒しよに電話ではしゃいでしまいました……（笑）。これからも、よろしくお願いいたします！

　ＴＡＲＯ。なんかこう～、のんびり温泉にでも行きたいですな～。

　編集担当・Ａ澤さん。「『サディスティックな恋愛契約』にしたいけど、笑われちゃうかな？」と思って言うのを迷っていたら、Ａ澤さんの方から「次の本のタイトル『サディスティックな恋愛契約』はどうですかー？」と言ってくださって……かなり嬉しかったです！（笑）今回もたいへんお世話になりました！（汗）これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　そしてこの本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました！　これからもがんばりますので応おう援えんしていただけると嬉しいです！　またお会いできる日を楽しみにしています！




　　二〇〇四年　十一月


水上　ルイ　　
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